















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その時──トルクは、簡かん単たんな仕事を一つ終え、行きつけの店で休きゆう憩けいしている所だった。

　具体的には調ちよう査さ報ほう告こく書しよを、依い頼らい者しやの別べつ荘そうまで運んだ帰り道である。

　内容は珍めずらしくもない浮うわ気き調査……というか離り婚こんの際の財産分ぶん捕どり合がつ戦せんで、どれだけ自分の側に有利に事を進められるかの為ための、証しよう拠こ集めだ。ディスパレイトを使うまでもない、比ひ較かく的てき簡単で安全な作業だったのだが──この手の依頼は色々と精神的にも消しよう耗もうする。離婚予定の夫ふう婦ふの関係が泥どろ沼ぬま化かしているのを、一番えげつない形で見せつけられるからだ。

　まあそういう訳で。

　事務所に戻もどる前に、気分転てん換かんを兼かねて軽くお茶でも一服──トルクはそう考えて馴な染じみの〈ザ・フォレスト〉に立ち寄ったのである。

〈ザ・フォレスト〉は夕方六時からバーとして営業を開始するが、勤きん勉べんな店主はそれ以前の時間帯もハンバーガーショップとして店を開いているのである。

「ふう……」

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　名めい刺し上の肩かた書がきは興こう信しん所じよ所しよ長ちよう。

　いわゆる私し立りつ探たん偵ていである。

　ただし──この青年を言い表すのに、その単語だけでは何かが足りない。色々と足りない。『私立探偵』という言葉から一いつ般ぱん人じんが想そう起きするイメージと、トルクは幾いくつかの意味でずれているからだ。

〈ザ・フォレスト〉のカウンター席に座すわり、日向ひなたで微睡まどろむ猫ねこの様に、その双そう眸ぼうを細めたままのんびりと茶をすする彼の姿は、緊きん迫ぱく感かんの類たぐいを根ね刮こそぎ欠いていた。

　細く艶つややかな銀ぎん髪ぱつ、白い顔の真ん中ですっきりと通った鼻はな筋すじ、薄うすい唇くちびると──顔の造形だけを見ればどこぞの雑誌の表紙でも飾かざれそうな美形なのだが、この妙みようにおっとりした風ふ情ぜいのせいか、二枚目に半枚ばかり足りない様な──奇き妙みように緩ゆるんだ空気を備そなえている。

　つまり足と頭を使って様々な情報を集め、時には危き険けんな場所にも踏ふみ込んでいく──そんなハードな私立探偵のイメージとは全まつたくかすりもしないのだ。トレードマークにもなっている白い三みつ揃ぞろいのスーツや、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねも、よく似に合あってはいるものの……凄すごみやら切れ者めいた雰ふん囲い気きやらが微み塵じんも感じられない。

　この為、依頼主の大半に名刺と顔を何度も見比べられる事になる訳だが──何よりも問題なのは、それを全然、本人が気にしていない事であろう。

「この間まで暑い暑いと思っていましたが、涼すずしくなるのはあっという間ですね……」

　窓まどの外には夕刻とは思えない薄うす暗ぐらい空が広がっている。気温の低下はこのせいもあるのだろう。どうやら暗あん雲うんが立ちこめていて夕ゆう陽ひが遮さえぎられているらしい。文字通りに雲行きが怪あやしい感じだった。

「もう肌はだ寒さむささえ感じるわねえ」

　そう言ってくるのは、カウンターの向こう側でグラスを磨いていた〈ザ・フォレスト〉の店主マスターである。

「暖だん房ぼう器き具ぐを出してる人もいるみたいよ？」

　元々、店主というより用よう心じん棒ぼうの類と勘かん違ちがいされそうな強こわ面もてなのだが、その石せき像ぞうじみた顔から滑すべり出てくるのはおネエ言葉という……まあ大変に分かり易やすい変人である。

　もっとも趣しゆ味みを度ど外がい視しして店主という側そく面めんからのみ見てみれば、仕事ぶりは勤勉、愛あい想そも良く、酔よった客のあしらいも上手うまいという、非ひの打ち所どころのない人物ではあるが。

「うちでも粋槽タンクのヒーターランプが、つきっぱなしになる時間が長くなってきました」

　と応じるトルク。

　その時……

「──？」

　一いつ瞬しゆん──視界の隅すみを色しき彩さいの異常が過よぎった。

　強きよう烈れつな閃せん光こうによる色彩の逆転だ。

「あらやだ」

　店主が顔をしかめる。

　彼は、ちらりとごっつい左腕うでに──熊くまでも絞しめ殺せそうだ──巻いた腕時計で秒数を確かく認にんする。

　一。二。三。

　きっかり三秒後に爆ばく音おんじみた轟とどろきが何ど処こからか響ひびいてきた。ただし音の大きさに比して振しん動どうの類は皆かい無むだ。つまり──

「近いわね」

　店主は呟つぶやく様に言った。

「──何処に落ちたのかしら」

　音と光の伝達速度の差から、自分と雷かみなりとの距きよ離りを大まかに摑つかむ事が出来る。光が秒速三十万キロメートル。音が秒速三百四十メートル。光が見えてから音が伝わるまで約三秒という事は──距離にすればおよそ一キロメートル余りという事になる。

「この辺あたりって落らく雷らいとかでよく停電するのよね。ファファティール戦争の時の、旧ふるい施し設せつ使ってるかららしいんだけど。予備施設だけだと発電容量不足で、すぐに周まわりも巻き込んじゃって……」

　その言葉が終わるか否いなかの、その瞬間。

　スイッチを切ったかの様に、それまで店内を満たしていた全すべての灯あかりが──消えた。

　トルク達の周りにわだかまる薄い闇やみ。

　辛かろうじて窓から光は入ってくるものの、元々が曇くもり空からのそれでは、大した明るさにはならない。グラスを置いて顔をしかめながら店主は溜ため息をついた。

「やだわ。ただでさえ不安定な天気で、お客様少ないっていうのに」

　まあ飲食店に限かぎらず、停電してしまえば商売あがったりの店は多かろう。もっとも病院や一部公共施設では独自の発電設備を備そなえているだろうから、深しん刻こくな都市災さい害がいの類にまで発展する事は無い。停電がそう珍しくないなら尚なお更さらの事だ。

　だが──

「…………」

　愕がく然ぜんと立ち上がったのはトルクである。

　彼の顔色が……変わっていた。

　いつものんびりとした表情を湛たたえているその白い顔には、何な故ぜか根深い戦せん慄りつの色が広がっているのだ。

「マスター！　お代はこちらに……！」

　そう言って紙し幣へいを一枚、カウンターに置くや否や──火災発生の報を聞いた消防士フアイアマンの如ごとく、白ずくめの私立探偵は、風を巻く勢いきおいで店の外に飛び出していった。

「あ──おつり……」

　そんな店主の声が、ばたんと閉とじられた扉とびらによって跳はね返かえる。

「……何なのかしら？」

　トルクが、ああまで慌あわてるのは珍しい。

　店主が知る限り、度を超こして落ち着いているというか──たとえ隣となりの家が火事でも、上空を爆ばく撃げき機きが飛んでいても、『まあ落ち着いて』と相手に茶を勧すすめる様な青年である。

　そんな彼が、ああまで急せき立てられる事情とは──一体何なのか？

「まあ……いいか」

　漠ばく然ぜんたる疑問を覚おぼえつつも、店主はそう呟くと──扉に掛かけるべき『閉店』の札ふだを手に取った。
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　トルクが〈ザ・フォレスト〉を飛び出したのとほぼ同時刻。

「ありがとうございました～」

　街の片かた隅すみ──いかにも胡う散さん臭くさそうな店が並ぶ裏うら路ろ地じの、更に片隅に店てん舗ぽを構かまえる『ドロステル・ディスパレイト・ショップ』から一人の少女が歩あゆみ出てきた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの──見るからに愛らしい人形の様な少女である。年ねん齢れいは十代半なかばといった所だろうか。その容よう姿しは繊せん細さいかつ可か憐れんで……フリルだのリボンだのの付いた、いかにもふわふわな感じのドレスがよく似合っている。

　とにかくこんな柄がらの悪そうな場所には、あまり相応ふさわしくない印象の少女ではあった。

　テレス・テスタ・ランドリュース。

　名前から分かる様にトルクの妹──という事になっている──である。

　事務所にて大量に飼かわれている異い世せ界かい由ゆ来らいの異い生せい物ぶつ達たち……通つう称しようディスパレイトの管理責任者であるこの少女は、前記の店に様々な消しよう耗もう品ひんを買いに来たのだ。

　ビニール袋ぶくろに、粋すい質しつ調ちよう整せい剤ざいだの濾ろ材ざいだの餌えさだの、購こう入にゆうした品を詰つめ込んだテレスは、少しよたよたしつつも店の前で立ち止まり──そしてふと空を見上げる。

　雷らい鳴めいが響き渡わたったのはその時であった。

「──！」

　先まず真っ先に反応したのは、テレスではなく店先まで彼女を送って出てきていた『ドロステル・ディスパレイト・ショップ』の看かん板ばん娘むすめ──リチットだった。

　外見的にはテレスと同じ位の年齢で、容姿としても遜そん色しよくの無い、とても可愛かわいらしい娘だが──テレスがいわゆる『おっとり系』もしくは『お嬢じよう様さま系けい』だとすると、リチットはどちらかというと、気が強く小生意気な下町娘、といった印象が強い。

「テレスちゃん！」

　リチットは咄とつ嗟さに店内を振ふり返り──次の瞬間には緊きん迫ぱく感かんに満ちた表情でテレスへと視し線せんを戻もどしていた。

「──！」

　テレスも気付いたらしい。

　振り返る彼女の視線の先に在あったのは──全すべての照明が消えて、店内に薄闇をわだかまらせた『ドロステル・ディスパレイト・ショップ』の佇たたずまいであった。

「うちは大だい丈じよう夫ぶだから！」

　リチットの言葉に頷うなずくと、テレスは「じゃあまた！」と端たん的てきな別れの言葉だけをその場に残して駆かけ出していた。

　後に延えん々えんと土つち煙けむりの尾おを引きそうな位の──普ふ段だんの彼女のおっとり具合からは想そう像ぞうもつかない程ほどの勢いである。

「テレスちゃん、何だったら車で送──」

　と店先に出てきた禿頭スキンへツドの大男──マーサックが声を掛けたその時点では、既すでに小柄な少女の姿は大通りの向こうに消えている。

「パパ。うちも──急いで点てん検けんしないと。ここしばらく使ってなかったでしょ？」

　リチットはマーサックを振り返るとひどく真しん剣けんな表情で言った。

「ああ。そうだな」

　娘の言葉に頷くマーサック。そしてドロステル親子はそそくさと店の中に戻っていった。
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　更にほぼ同時刻。

　ランドリュース兄妹きようだいが猛もう烈れつな勢いで共に走り出した時から見て、およそ十分ばかり後。

　ランドリュース興信所の事務員であるところのエニーネ・マロル・コルバントは近所の食料品店で夕食材料の買い出しを終えて、道を歩いている最中だった。

「まずいわね……」

　と呟つぶやくエニーネ。

　ふと立ち止まって近くの店舗のショーウインドウに──硝子ガラスに自分の顔を映うつしてみる。

　長い黒くろ髪かみ。やや吊つり目気味の黒い双そう眸ぼう。全体的にちょっとキツめな印象はあるが……『まあそれなりに整ってたりするよね？』と常つね日ひ頃ごろから密ひそかに自うぬ惚ぼれていたりもする容姿をそこに見る事が出来る。

　だが……

「…………」

　顔をしかめるエニーネ。

　厳げん然ぜんたる数字を先に見せつけられてしまうと、自分の顔が、途と端たんにえらく丸く緩ゆるんだものに見えてくるから不思議である。

「このところ、外食多かったしなー……」

　この一か月余あまり、珍めずらしく仕事が立て込んでいたので書類仕事も多く、トルクは勿もち論ろん、エニーネやテレスも自じ炊すいしている暇ひまが無く、食事は外食に頼たより切っていたのだ。

　仕事が忙いそがしいという事は、それなりに収入もあるという事ではある。なのでちょっとやそっと外食した程度で金きん銭せん的に破は綻たんするという事は無い。まあ──決して裕ゆう福ふくという状じよう態たいでもないのだが。

　とにかく問題は意外な所に発生した。

　体重だ。

　他の二人がどうなっているのかは知らないが、エニーネに関して言えばあまり体重事情が芳かんばしくない。

　というか──ぶっちゃけ２キロ太った。

　外食が多いと、どうしても脂あぶらっこいものや甘あまいもの、カロリーの高いものを食べがちだ。満まん腹ぷく感かんが刺し激げきされるので、どうしてもその手の食べ物を出す店が多いのである。

「典てん型けい的な文明病だわね」

　と溜ため息をついて歩き出すエニーネ。

　かつて未まだ人間が文明らしきものを築きずき上げていない時期──特に農のう耕こうや牧ぼく畜ちくが始まる前の、狩しゆ猟りよう採さい集しゆう時じ代だい、つまり計画的な食料調達が出来なかった時代には、肥ひ満まんや虫むし歯ばという概がい念ねんが無かったのだという。

　脂し肪ぼうや糖とう分ぶんのとりすぎなどという状じよう況きようがそもそもあり得なかったからだ。

　それに比べると現代は恵めぐまれている。

　民みん族ぞく紛ふん争そうに端たんを発する隣りん国ごくアルメダ連れん邦ぽうとの局地戦、いわゆるファファティール戦争からおよそ十年──多くの難なん民みんを受け入れてきたこの国は、決して豊かではない。

　だがそれでも農耕から牧畜、食品加工業まで、食料関連の事業は整備され、国家的な規き模ぼで法整備が進んで、計画的に食糧確かく保ほが行おこなわれている。

　要するに贅ぜい沢たくさえ言わなければ、餓が死しする様な状況ではなくなってきているのだ。

　その一方で……戦時中の食糧難の影えい響きようか、国民の多くは『食べられる時に食べられるだけ食べる』という癖くせの様なものを抱かかえている。この為ために肥満という現代病の脅きよう威いが割と頻ひん繁ぱんに叫さけばれる様になってきていた。

「なんだかねー」

　食べ物が無いと飢うえに苦しみ。

　食べ物があれば肥えて苦しむ。

　つくづく人間というものは不ぶ器き用ような生き物である──道を歩きながら、つらつらとそんな事を考えていたせいだろう。

「「──コルバントさん！」」

　いきなりそう呼ばれた瞬しゆん間かん、エニーネは反応しきれなかった。

　まあ考え事をしていなくても、その声に反応するのは難しかっただろう。何しろ二重に聞こえてきたその声は、正反対の方向から、同時に彼女に投げ掛かけられていたのだから。

「──!?」

　気が付けばエニーネが居いるのは三さん叉さ路ろのど真ん中だった。

　そんでもって道の右側からは猛烈な勢いで走ってくる青年の姿があって。

　更さらに道の左側からはやっぱり猛烈な勢いで走ってくる少女の姿があって。

　それがそれぞれトルクとテレスなのだと理解したその瞬間には、もう問題の二人はエニーネの側そばに到とう達たつしていた。

「──え？」

　その場に残る間の抜ぬけた声。

　次の瞬間、猛もう獣じゆうの顎あごにくわえ込まれた哀あわれな野ウサギの如ごとく、左右からがっちりと腕うでをとられたエニーネは、脚あしが浮うくかの様な勢いでランドリュース兄妹に引きずられている自分に気付いた。

「え？　なに？　なんなの!?」

「停電です!!」

　叫さけぶのは──なんとテレスである。

　普段は兄と同じくおっとりのんびりした物もの腰ごしが持ち味の美少女は、殆ほとんど眼を血走らせんばかりの勢いで繰くり返した。

「停電なんですッ!!」

「ああ。さっきカミナリ鳴ってたもんね」

　とエニーネ。

　この街に住んで三年の彼女としては、停電はそう珍しいものではない。

「まあそのうち直る──」

「そのうちでは駄だ目めなんです！」

　そう叫ぶのはトルクだ。

　こちらもいつもの雰ふん囲い気きが……日だまりで寝ねこける猫ねこの様な風ふ情ぜいがすっ飛んでいる。彼はエニーネの腕を抱えて走りながら硬かたい表情で鋭するどく叫んだ。

「急いでください！　命に関かかわります！」

「え？　ちょっ──待──」

　動どう揺ようするエニーネ。

　その耳に──何ど処こからか危き機き感を煽あおる様なサイレンの音が届いた。

（あ。ひょっとして）

　恐おそらく救急車が走っているのだろう。つまりそれは何処かで誰だれかが肉体的な緊きん急きゆう事じ態たいに陥おちいっているという証しよう拠こで──

[image: ]

（落らく雷らいの影響で何処かに事故でも起こった？　それも人命に関わる様な？）

　まあ可か能のう性せいとしては著いちじるしく低いが──あり得ない事では無い。

　街全体が停電に慣なれているとはいえ、突とつ発ぱつ事態には違ちがいあるまいし、ランドリュース兄妹の様に、最近この街に越こしてきて、停電そのものに慣れていない住人も居るだろう。

（……そっか）

　どういう状況なのか細かい事は分からないが、人命救助となれば、確かに異生物デイスパレイト・使いハンドラーたるトルクの力が必要とされる現場があるかもしれない。なんといっても異生物達の引き起こす超常現象は、使い方によっては絶大な威い力りよくを発はつ揮きするのだから。

　とはいえ……

「分かった、分かったから！」

　エニーネは悲鳴じみた声を上げる。

　だがそんな彼女の声さえもがその場に取り残されて──

「分かったから！　ちょっと！　待っ──削けずれる！　ヒールが削れるッ!!」

　喚わめくエニーネを引きずりながら、ランドリュース兄妹の問答無用な激げき走そうは──目的地にたどり着くまで、その後も三分ばかり続いた。
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　──どばん！

　とばかりに、扉とびらを蹴け破やぶる様な勢いで三人が飛び込んだのは、言うまでもなく共に見慣れたランドリュース興信所の事務所であった。

　それまで悲鳴じみた声を上げながら引きずられてきたエニーネが、一転してその場にぽいっと放ほうり出される。

「なっ──」

　そんでもって、彼女を引きずってきたトルクとテレスはというと──最も早はやエニーネなんぞは眼中に無いといった様子で、ドタバタと事務所内を駆かけ回っている。

「兄さんはそっちの部屋を！」

「テレスは住居の方を頼たのみます！」

　普ふ段だんは、ぶん殴なぐってやりたくなる位に吞のん気きで天てん然ねんなこの兄妹が……今ばかりは戦場じみた緊きん迫ぱく感かんを醸かもし出しているではないか。

「なんなのよ一体？」

　呟つぶやきながら立ち上がってエニーネは壁かべ際ぎわのスイッチに手を伸のばす。だがかちりと明確な手て応ごたえが指先に残ったのに反して、薄うす暗ぐらい部屋にいつも通り光が溢あふれる事は無かった。

「あ──そか」

　半なかば無む意い識しきに電でん灯とうをつけようとしていた自分に苦く笑しようするエニーネ。

　そして次の瞬間──彼女はようやくこの見慣れた事務所の風景に漂ただよう違い和わ感かんに気付いた。

　静かに過すぎる。

　そう。いつもは事務所を覆おおっている諸もろ々もろの雑音が無い。大量の濾ろ過か器きやらエアポンプやらがたてる駆く動どう音おんや水音が完全に欠けつ落らくしており……事務所の中はしんと静まりかえっているのだ。

「暗くて手元が──懐かい中ちゆう電灯は!?」

「扉の脇わきの戸と棚だなに！」

　そんな言葉を交かわしているランドリュース兄妹を見て──自分の抱いだく違和感とトルク達の慌あわて振ぶりがエニーネの中で繫つながった。

「死んじゃうって……ディスパレイト!?」

「何だと思ってたんです？」

　と上着を脱ぬぎ捨て、いつもの白い手て袋ぶくろも脱いで、代わりにエプロンとゴム手袋を装そう備びしながらトルクが言った。

「救助活動じゃなくて!?」

「救助活動？」

　トルクは額ひたいに鉢はち巻まきを巻くと、何処からか取り出した蠟ろう燭そくを二つそこに挟はさんで──なんか呪のろいの儀ぎ式しきでも始めそうな感じだが、多分、明かりの代わりなのだろう──火をつけながら聞き返してくる。

「勿もち論ろん、救助活動ですとも！」

　何処かの呪まじない師みたいな格かつ好こうで振り返ってトルクは言った。

「いや。そうじゃなくて。その、停電とかで、事故が起こったりとか──命に関わるっていうからてっきり、人命かと」

「その手の仕事は警察や消防の管かん轄かつです」

　更さらに何やら細長い試験紙みたいなのを何種類も箱から取り出しつつ──トルクが言う。やっぱり普段の吞のん気きさからは想像もつかない様な手早い動きだった。

「要よう請せいでもあったのならともかく……部外者がしゃしゃりでても、邪じや魔まにしかならないじゃないですか」

「そりゃそうだけど」

「それよりも今はディスパレイトです！」

　トルクが言ってきた事を──そして作業の合間からテレスが追加的に言って寄よ越こしてきた事を総合すると。

　ディスパレイトの飼し育いく環かん境きようの維い持じは、濾過器やサーモスタット、ヒーター、オゾナイザー、紫し外がい線せん殺さつ菌きん灯とう、その他諸々によって成り立っているのだそうで。

　でもってそれらが停止すると環境が一気に変化して大変な事になるんだとか。

「でもディスパレイトってそもそも粋すいの外に出たりとかしてるじゃないの」

「ああ。正確に言えばディスパレイトが直接死ぬんじゃありません」

　とトルク。

「問題は濾過器の中に住み着いている濾過細さい菌きんとか、粋槽タンクの中に自然発生して環境を維持している微び生せい物ぶつの類たぐいです。そちらはディスパレイトほどに耐たい久きゆう性せいがありません」

「はあ……？」

「いいですか？　そもそも濾過細菌というものはディスパレイトの排はい泄せつ物ぶつを分ぶん解かいする生理機能を持っています。この細菌が本来有毒である各種排泄物質を分解し無害化してくれるからこそ、この限られた粋槽の中でディスパレイトは生きているのです。しかし細菌や微生物とはいえその殆ほとんどが好こう気き性せい生せい物ぶつ。濾過器が止まれば粋の流動も止まり、結果的に酸さん欠けつを起こして死し滅めつし、むしろその細菌や微生物の死し骸がいが腐ふ敗はいして一気に粋質を悪化──」

「ああ、はいはい分かった分かった」

　頭を抱かかえてエニーネは言った。

「とにかく大変な訳ね」

「はい！」

　と揃そろって頷うなずくトルクとテレス。

　ちなみに事務所に戻もどってきてから、この二人、一秒たりとも止まっていない。

　まあそれだけ緊急事態なのだろうが──

「そうだエニーネさん、上に行って湯ゆ沸わかし器とかで湯を沸かしてきてください！」

「は……？」

「早く！　一秒でも早く！　迅じん雷らいの如ごとくッ!!　ああ、こうしている間にも環境は刻一刻と悪化の一いつ途とを辿たどっているのです！」

「はあ──」

　いつもそれくらいの気き迫はく出しなさいよ──と思わず突つっ込みたくなる様な迫力を背負って言ってくるトルクに、とりあえず頷いてからエニーネは事務所の上、つまりはランドリュース兄妹とエニーネの住んでいる住居部分へと上がっていく。

　ふと振り返ると、やっぱりトルクとテレスは、なんだかんだとパイプやらホースやらバケツやらを持って事務所の中を右う往おう左さ往おうしていた。

　ここまで慌てる彼かれ等らというのも、多分、この事務所に来て以来だろう。

「まあしょうがないわね」

　苦笑してエニーネは階段を上がっていく。

　だが──この時点では未まだ彼女は、事務所を襲おそったこの停電がどんな重労働を強しいてくるか想像だにしていなかった。
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「……ってナニこれ」

　エニーネの前に置かれたのは──一台の自転車だった。いや。正確に言えば自転車の形を一部模もした別の器具だった。

　商品名『フィットネス・バイク』。

　要するに自転車を漕こぐ要よう領りようで運動して瘦身ダイエツトに役立てるというアレである。ついでに言えば無む駄だに体力を消費するのもなんだという事で、ペダルが発電コイルに繫つながっていて、電力供給まで出来ちゃうという優すぐれもの──だかなんだか微び妙みようだが──なのである。

「これが！　我われ々われの生命線ライフラインです！」

　きらりと眼鏡めがねの縁ふちを光らせてトルクが言った。ちなみに彼の右手は粋質測そく定てい用の小さな試験管を振ふっている最中だ。

「……ってまさか。人力発電って事？」

「はい」

　トルクは頷く。

「誰が？」

「コルバントさんが」

「……ってなんでよっ!?」

　エニーネは喚わめいた。

「力仕事なら男の仕事でしょうが!?」

「本来はそうなのですが──」

　そう言っている間にも彼は試験管の中の液体の色を比色表で確かく認にん、メモをとっている。どうやら粋質を変色度合いによって測定する測定薬らしい。

「私は細こまかい粋の成分調整をして、劣れつ化かした粋から交こう換かんしていかねばなりませんし」

「うっ……」

　まあ確かにそれはいくら頭脳労働系でもエニーネには出来ない。現にトルクが一体何を測定しているかさえエニーネにはさっぱり分からないからだ。

　となると当然──

「…………」

　確認する様に振り返った先では、祈いのるかの様に潤うるみまくったテレスと眼めが合った。

　ちなみに……テレスはテレスで、首から下はまるで別の生き物みたいに、粋質調整剤をバケツに入れて混まぜ合わせていたりする。

「うっ……」

　異様な緊きん迫ぱく感かんに押おされて思わず表情を凍こおらせるエニーネの背後で、まるで歌劇オペラの主演俳優の如ごとく両手を広げ、トドメを刺さす様にトルクが言った。

「嗚あ呼あ──いけない、こうしている間にも濾ろ過か器きの停止による酸欠で粋の劣化が──」

「……ああもう分かったわよ!?」

　喚きながらエニーネは自転車型フィットネス・マシンにまたがる。

「その代わりアルバイト代は色つけてもらうからねッ!!」

　まあ元々身体からだを動かすのは嫌きらいではない。

　そういう訳で──渋しぶ々しぶながらフィットネス・マシンにまたがったエニーネではあるが、しゃかしゃかしゃかしゃかとそれなりに調子よくペダルを漕ぎ始めた。

　すると──

「おおっ？」

　ぶん……とあちこちで濾過器やらナニやらが稼か働どうを始めるではないか。

　だが驚おどろいて思わず脚あしを止め、それを見ていると──やっぱり濾過器やらナニやらも、まるで意い気き消しよう沈ちんするかの様に稼働音がしぼんでいって、止まる。

「おおおう。ちょっと面おも白しろいかも」

「面白くありません！　漕いで漕いで！」

　ドタバタと事務所の中を駆けずり回りながらテレスが叫さけんでくる。

「ディスパちゃん達が死んじゃう！」

「はいはい分かりました分かりました！」

　叫び返して再びしゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃか──

「──って」

　十分ばかりペダルを漕いでからはっと気付いてエニーネが怒ど鳴なる。

「これいつまでやらにゃならんのよ!?」

「電力供給が復ふつ旧きゆうするまでです！」

　叫び返してくるトルクに、更さらに大声で怒鳴るエニーネ。

「つか発電機とか買っておきなさいよ!?」

「いや。財ざい政せい難なんで」

「…………」

　そう言われては返す言葉も無い。

　というかそれ以前にどうしてフィットネス・マシンなんぞがあるのかと思ったが──トルクの話によると、どうやらこれは事務所の前の借かり主ぬしの置きみやげらしい。

「一通りの粋すいの調整が終われば、交代しますから、それまで頑がん張ばってください！」

「……ってあんたら、粋槽幾いくつあると……」

　と叫んでももうトルクは別室に行ってしまって声が届いている様子が無い。

「あああああもう!!」

　叫びながらエニーネはペダルを漕ぎ続けた。
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　しゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃか。

　エニーネは漕ぎ続ける。

　最初はまあそこそこ『これって案外いい運動になるなー』位の考えもあったが、次し第だいに彼女は無心にペダルを踏ふむ様になっていった。

　何しろ迂う闊かつに止まると『ディスパちゃんが死んじゃう！』とテレスが悲鳴を上げるので、休む事すら出来ない。

　そもそも……人間は極きよく限げん状じよう態たいに置かれると、意外に思し考こうを停止して単純作業に勤いそしむ事が出来るのだという。余よ計けいな事を考えずに活動出来る様になる事で、生存確かく率りつを上げようという本能の働きなのだろう。

　まあそういう訳で──

「…………」

　しゃかしゃかしゃかしゃか──とエニーネはいつ果てるとも知れぬマラソン・サイクリングを続けている訳だが。

「…………」

　じわりと湧わいた汗あせが彼女の頰ほおを滑すべり落ちる。

　一滴てき。二滴。三滴。

　既すでに爽さわやかさを通り越こして、だらだらだらだらと全身から湧き出る大量の汗。

　おかしい。既に夏は過ぎて秋も深まる頃ころだ。いくら運動を続けているとはいえ、こんな大量の発はつ汗かんは──

　と……そこでエニーネは気付いた。

　いくら何でも暑すぎる。

「なによこれ……っ!?」

　気が付けば彼女の周りには三つの熱ねつ源げんが煌こう々こうと朱しゆ色いろの光を放っていた。

　石油ストーブである。

　しかも三つでは足たりないと言わんばかりに四つ目をまさにトルクが設置して灯とう油ゆをタンクに注そそいでいる最中だった。

「ちょ……トルクッ!?」

「ああ、エニーネさん。どうぞ気にしないでください」

　トルクは笑え顔がおで言った。

「気にするなってあんた──」

「さすがに人力発電だけで電力を全すべてまかないきる事は出来ません。仕方ないので限られた電力は濾過器やエアポンプに回して、ヒーターやサーモスタットは切ってあります」

「…………はあ？」

「代かわりに温度調節は部屋全体を暖あたためる事でまかなおうと。冬場には部屋ごと暖めた方が電気代かからないんですよ。実際、ディスパレイト・ショップではそうしている店が多くて──」

　その為ために元々ストーブは用意していたらしい。ストーブを四台も五台も買う位なら発電機を買えと怒鳴りたいエニーネだが、酸欠状態なので長々とした台詞せりふが喋しやべれない。

「私は!?」

「……？」

　首を傾かしげるトルクを、視線だけで睨にらみ殺せそうな眼で見み据すえるエニーネ。気が遠くなりそうになるが──それでも根こん性じようで言葉をかき集めると彼女は一気に喚わめいた。

「だからただでさえ汗かいて疲つかれるってのに、この上部屋までぬくめられたら脱だつ水すい症しよう状じようで死ぬわよっていうか何ど処この我が慢まん大会よ!?」

「おお！」

　トルクはようやく気付いた、といった様子でぽんと手を叩たたく。

「なるほどそれは気付きませんでした」

「気付けッ！」

「ではこれを」

　言ってごそごそと何処かからトルクが取り出してきたのは硝子ガラス瓶びんと、エアポンプに使う透とう明めいなビニールチューブである。

「適てき宜ぎ、水分補ほ給きゆうを」

　と言ってビニールチューブの端はしっこを瓶の中に入れ、もう一方をエニーネの口の端に咥くわえさせる。瓶の中身はどうやら水だ。

「ちょっ……」

「大変だとは思いますが、あと多分、三時間くらいで交代できますから──」

　言ってそそくさとトルクは去っていく。

　その姿を呆ぼう然ぜんと見送って──

「三時間……!?」

　絶望的な気分でエニーネは呻うめいた。

「やってられるかッ!!」

　言ってエニーネは脚を止める。

　途と端たんに、また濾ろ過か器きの作動音が一いつ斉せいに止やみ、硬かたく冷たい静せい寂じやくが事務所全体を包む。

　代わりに何処か遠くで──ごろごろと雷かみなりの音が鳴り響ひびくのが聞こえた。

「……ったく」

　言ってちゅーちゅーとチューブから水分補給していると──直接瓶から飲めば良いと気付かない辺り、相当疲ひ労ろうがたまっていたのだろう──ふとエニーネは正面に在ある粋槽の中のディスパレイトと眼めが合った。




　──ぱぽ？




　それはまあ多分、何の意味も無い鳴き声ではあったのだろう。

　そもそもディスパレイトという存在はあまりに異質に過ぎて、喜き怒ど哀あい楽らくの感情や自じ我がも無いのではないかと言われている。

　だが──

「…………」

　感情を示さないガラス玉の様な眼。

　それがじーっとエニーネを見つめている。

　感情を示さないが故ゆえに──対する者の気持ちによっては無む垢くにも見えるその双そう眸ぼうで。

「…………」




　──ぽぽぽ？




「…………」




　──ぱぽう？




「…………ああああああ、分かったわよ、分かったわよ！　やりゃいいんでしょうが!!　ちょっと休んだだけよ！　それぐらいはいいでしょうが！」

　勿もち論ろん、ディスパレイトに通じる筈はずなど無いのだが、言い訳するかの様に喚いて、エニーネは再びペダルを漕こぎ始める。

「……ったく、生きていくだけにも電力だの何だのと……厄やつ介かいな生き物よね」

　言ってから──ふとエニーネは気付いた。

「──私達も、か」

　毎日の様に見ているので、あまり意い識しきする事も無くなってきたが、ディスパレイト達は異世界の生物なのである。

　彼かれ等らの生存環かん境きようというものは、あくまで成分調整された粋と、それを劣れつ化かさせないように維い持じする為の各種装置によって成り立っている。

　つまり……ディスパレイトの側からすれば、本来生きていけない世界で無む理り矢や理りに生かされている様なものだ。

　だが、考えてみれば人間も大差無い。

　電気に限らず──殆ほとんどの人間は文明の利器によって辛かろうじて生かされているに過ぎない。勿論、それらが無くなった途と端たんに死ぬのではない──それはディスパレイトも同じだろう──訳だが、火のおこし方一つも知らない人間が大半のこの社会で、文明がいきなり無くなれば、大量の死者が出るのは間ま違ちがい無い。

「人間もいびつな生き物かもねー」

　しみじみと呟つぶやくエニーネ。

　……電力は未いまだ復ふつ旧きゆうしそうになかった。
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　──とりあえず真夜中になる前に粋槽タンクの成分調整が終わり、発電係はトルクが交代してくれる事になった。

　しゃかしゃかしゃかしゃかと音を立ててペダルを踏ふむトルクの傍かたわらでエニーネは壁かべにもたれかかって座すわり込みながら溜ため息をついた。

「あーもー……」

「お疲つかれ様です」

　そう言ってテレスがタオルと共にペットボトルのジュースを差し出してくる。

「本当に疲れたわよ。延えん々えん五時間も自転車漕ぎっぱなしって何処の奴ど隷れい船せんよ!?」

「でもお陰かげでディスパちゃん達は死なずに済すみましたし」

「へーへー。良かったわね……」

　言って大量の粋槽を眺ながめるエニーネ。

　そこでは飼育者達の苦労なんぞちいとも知らぬ感じで、ふよふよと異生物達が吞のん気きに漂ただよっていたりする。

「コストパフォーマンスの高い生き物よね、今いま更さらながら」

「まあ」

　肩かたを竦すくめるテレス。

「だからこそ感動があるんですよ。本来なら触ふれ合う事すら出来ないのに──一いつ緒しよに暮らしたり、一緒に何かをしたり出来るんです」

「適てき当とうな事言って美しくまとめてんじゃないわよ」

　とエニーネ。

「とはいえ……ディスパレイトに限らず、生きてるって結けつ構こう、重労働よね」

「それはもう」

　と頷うなずいてくるのはトルクである。

「色々な力があって。色々な人に助けられて。みんな生きてるんですとも」

「当たり前の話なんだけどね」

　当たり前の様にその力に慣れ親しんでいると、それが突とつ如じよ、無くなった時に足をすくわれたりする。

　だから……

「──あ」

　不意に部屋中が明るくなった。

　電気が戻もどったらしい。恐おそらく電力会社の作業員達もこの時間まで頑がん張ばっていたのだ。

　これでほっと一息──と安あん堵どの溜め息をつくエニーネ。

　だが……

「ああっ！」

　慌あわててドタバタと部屋の中を右往左往するトルクとテレス。

「な──なに？」

「濾ろ過か器きとか諸もろ々もろの装置の電源を繫つなぎ直さないと！」

　確かにフィットネス・マシンの電力に頼たよっていた装置類を、また普ふ通つうの電源に繫ぎ直さないといけない訳で。

　でもってそれは多分、エニーネには出来ない作業な訳で。

「すいませんが──」

「ああもう分かったわよやったろうじゃないのああもう死ぬまで漕いでやるわよっ！」

　エニーネはやけくその声で怒ど鳴なった。

　…………

　ちなみに。

　翌日──体重計の上で、エニーネは、以前の体重を指さす針はりを見て複ふく雑ざつな表情を浮うかべる事になる訳だが、まあそれは別の話である。
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　ぽこぽこと無数の小さな泡あわの弾はじける音が室内に響ひびいている。

　それは大量に積つまれた硝子ガラス容器──粋槽タンクから漏もれる音である。厳げん密みつに言えばそれはポンプによって循じゆん環かんする水溶液──粋すいが、酸さん素そを取り込む際さいに出す音だ。

　その音に──

「……ふふん？」

　ぱらららら──と流れる様に紙を弾はじく音が混まじる。手て品じな師しか賭と博ばく師が遊戯札トランプをきる音にも似ている。

「たかが紙一枚──されど紙一枚」

　何十枚という紙札カードを手元でぱらぱらと弄もてあそびながらその人物──首くび筋すじや手て首くびにやたらと銀細工のアクセサリを付けた青年は歌う様に言った。

「馬ば鹿か共どもがこんなもんに大金を払はらいやがる。くだんねえ。はは。くだんねえ」

　低く笑いながら青年は更さらにぱらぱらと紙片をきってまた重かさねる。何か意味があってしている行こう為いではなく──恐おそらくは文字通りの手て慰なぐさみなのだろう。




　──ぱぽっ……




　ふと粋槽の中から声がする。

　青年の振ふり返った先には──粋槽の中には、奇き妙みような生物がのんびりと浮うかんでいた。

　液体の中でゆったりと遊ゆう弋よくするそれは、瞼まぶたの無い、まあるい眼球と全身から出た短い突とつ起き物ぶつが特とく徴ちようだ。

　その姿は獣けものではなく虫でもない。

　何か──別の異質なもの。

　故ゆえにそれらの生物はこう呼ばれる。

　異生物デイスパレイト──と。

「そう睨にらむなよ」

　青年は笑いながら言った。

「これはお前達本来の存そん在ざいとは何の関係も無い所の出来事さ。人間が勝手にこんなものを作って、お前達にくっつけて──そして商売してるのさ」

　勿もち論ろん──その異生物からの返事は無い。そもそも自じ意い識しきさえあるのかどうか怪あやしいとまで言われていた。

「くくっ──」

　青年は粋槽の中のディスパレイトを一いち瞥べつすると楽しげな声を漏らす。

「さて──」

　ぱらららら、と最後にもう一度紙札をきってから、青年はそれらをまとめると……今までのぞんざいな扱あつかいとは比べものにならない位くらいに丁てい寧ねいに──むしろ恭うやうやしいとさえ言える仕し草ぐさでそれを、傍かたわらの金庫の中に置いた。

「今日も一つ物好きな金持ちと戯たわむれるか」

　密ひそやかな──悪意をたっぷり満まん載さいした笑えみで青年は言った。




　　　　●




　エニーネ・マロル・コルバントがランドリュース興こう信しん所じよの住み込み事務員として雇やとわれてから、もう半年以上になる。

　最初は色々と面めん食くらう事も多かった彼女だが──特に所狭せましと建物のあちこちに、隙すき間まさえ許せば大小幾いくつもの粋槽が置かれているのは驚おどろきを通り越こして呆あきれた──それでも半年も寝しん食しよくを共にして働いていると、所長のトルクやその妹テレスの奇き矯きような言動も、興信所の仕事そのものも、そして何よりディスパレイトと呼ばれる異世界の生物にも馴なれてくる。

　嫌いやな記き憶おくがあるので、今でもディスパレイトはどちらかというと苦にが手てな方だが──まあこの奇妙な生き物が、同じ空間に居いる生活にはそこそこ馴れた。

　だが……

　それでもエニーネは未いまだランドリュース興信所の全すべてを知っている訳わけではない。細かなディスパレイト関連の知ち識しきから──所長であるトルクとその妹テレスの過去についても。

　なので、ふと、日常的な業ぎよう務むの最中に、首を傾かしげたり驚いたりする事も出てくる訳で。

「──なにこれ？」

　顔をしかめてエニーネは、とあるファイル帳からばさばさとこぼれ落ちた数枚の紙片を手に取った。

「カード……？」

　眉まゆを顰ひそめてその紙片を眺ながめるエニーネ。

　そこには何やら小さく印刷されたディスパレイトの写真と、何かの番号らしい数字やら、何かの略りやく語ごやら略号やらが、ずらずらと印刷されていた。

「……うーん？」

　ぱっと見、遊戯札トランプの類たぐいにも見えるが──それにしては何やら文字が多くて、何かの免めん許きよ証しようにも見える。

　落ちたその紙札カードを拾ひろって机の上に並べるとエニーネは首を捻ひねった。

　そこへ──

「ああ、何ど処こに行ったかと思っていたら」

　困こん惑わくするエニーネの背はい後ごから、そう声が掛かかる。振り返ったエニーネは、そこに銀ぎん髪ぱつの青年が立っているのを見た。

　端たん正せいな顔立ちながら……何処か妙みようにのほほんと緩ゆるんだ風ふ情ぜいの人物である。白いスーツを身にまとっているが、ある意味、どんな色よりも派は手でなそれが、気き障ざにも嫌いや味みにも見えないのは……その日向ひなたで寝ねこける猫ねこの様な癒いやし系っぽい雰ふん囲い気きを帯おびているからだろう。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　とてもそうは見えないが──このランドリュース興信所の所長である。そして同時に異生物デイスパレイトを使い、彼かれ等らの引き起こす超常現象を操あやつる、凄すご腕うでの〈異生物デイスパレイト・使いハンドラー〉でもある。

　彼はエニーネの側そばに歩み寄よると、長身を折って彼女の手からカードを受け取る。

　何処からか取り出した別のファイル──小さめのポケットが幾つもついている──の中に彼は丁寧な仕草でそれらのカードを入れていった。

「なに？　大事なものなの？」

「まあ──大事と言えば大事ですねえ」

　言って苦く笑しようするトルク。

「一応、公式書類ですし」

「そんなもん、こんな所にまとめて放ほうり込こんどくんじゃないわよ」

　とエニーネはファイルケースを振ふる。

「いや──普ふ段だんは全く用の無い代しろ物ものなのですがね」

「だから何なのよ、これ」

「飼し育いく許きよ可か証しようです」

　とトルク。

「え？　それって──ディスパレイトの？」

「ええ」

　トルクは頷うなずく。

「それって包ほう括かつ的てきな許可証、いつぞやに貰もらわなかったっけ？」

「ああ、それは飼育者の方の許可でしょう」

　トルクは一枚カードを取り出して言った。

「こっちはディスパレイトの個体それぞれの許可証です。まあ全てのディスパレイトに発行されるものじゃありません。極きわめて稀き少しようだったり、極めて危き険けんだったり、極めて特とく殊しゆだったり……まあそういうディスパレイトについて、役所が個別に飼育許可を出しているのですよ」

「はあ……」

「レキシントン条約といいまして。まあこれに抵てい触しよくするディスパレイトは、飼育が特に厳きびしく制限されているんですよ。で──それでも飼育したければ、この許可証のついた個体を購こう入にゆうするしかありません」

「はあ……色々細かいのね」

「何しろ元々は、こちらの世界に居いない生き物ですからね」

　そう言ってトルクは事務所の壁かべの殆ほとんどを占しめている硝子ガラス粋槽タンクの群むれを振り返る。そこには大量の異生物──ディスパレイト達が、飼かい主の会話なんぞまるで聞いちゃいない様子で、ふよふよと気楽に漂ただよっていた。

　彼かれ等らはあの粋すい──各種微び量りよう成せい分ぶんを混まぜ込んだ水溶液の中に居る限かぎりは安全だ。あの液体は彼等の生存環かん境きように近く、また同時にこの世界と、異世界の断だん片ぺんたる異生物との間の緩かん衝しよう材ざいとしても機き能のうする。

「前から不思議だったんだけど」

　エニーネは首を傾かしげて言った。

「トルクはどうしてディスパレイトが好きなの？」

「ふむ？」

「ほら。別に飼育難なん易い度どの高い生き物を飼って自じ慢まんしたいって様子でもないし。ステータス・シンボルって訳でもないでしょう？」

　ディスパレイトの飼育には、機き材ざいや粋すい質しつ調ちよう整せい剤ざい、そして餌えさなど、何かとお金がかかるのは事実だ。一匹ぴきや二匹ならともかく、この事務所の規き模ぼで──百匹以上ものディスパレイトを飼育し続けるとなると、相当な費ひ用ようがかかる。

　勿もち論ろん、〈異生物使い〉にして探たん偵ていであるトルクにしてみれば、彼等の飼育費は必要経費ではあるのだろう。だがしばらくランドリュース興信所に勤つとめていて分かったが、トルクが実際に現場で『助手』として召しよう喚かんする異生物は、せいぜい十種類程度である。

　つまりトルクが仕事に必要なディスパレイトは、今まで使わなかった個体を含ふくめても恐おそらく三十種類と居ない筈はずだ。だが此こ処こには百種類以上のディスパレイトが居る。

　要するに趣しゆ味みなのだろう。

　だが──この変な生き物たちの何処にトルクは惹ひかれるのだろうか。同じ様にディスパレイトに関しては、オタクという意味では妹のテレスも同じなのだが──どうもエニーネが見る限り、テレスのディスパレイトに対する感情と、トルクのそれとでは、微び妙みように温度差がある様に思えてならない。

「うーん？」

　トルクは腕うでを組くんで言った。

「改あらためて問われると──好きだから好き、では駄だ目めなんですかね」

「駄目とは言わないけどさ」

「…………ふむ」

　エニーネとしてはふと思いついて尋たずねた程度の事ではあったのだが──意外にトルクは真ま面じ目めに腕を組んで考えてくれている様子であった。

「気が付けば一いつ緒しよでしたからねえ……」

　エニーネにというより呟つぶやく様に──自分の中の記き憶おくや感情を整理して分類する為ためであるかの様に、トルクは小声で言った。

　だが──

（気が付けば一緒にいた？）

　それは一体どういう事か。

　ディスパレイトは比ひ較かく的てき、珍めずらしい生物だ。

　まあ大たい抵ていの人間は異生物展示館や、ディスパレイト・ショップで眼めにした事はあるだろうし、たまに野の良らのディスパレイトを見かける事もある。珍しいと言っても『ごくたまにしか見かけない』程度のものでしかない。

　だが──それならば『気が付けば一緒にいた』とは言うまい。それは恒こう常じよう的てきにトルクの側そばにディスパレイトが居た事になる。

（そういえば──額ひたいのアレ）

　ディスパレイト用の制せい御ぎよ針しん。

　トルクとギルクリストは共に額にそれを埋うめ込まれているのだという。一体どういう経けい緯いでそんな事になったのかエニーネは知らないが……

（なんかありそうなんだけど……聞いて良いのかどうか躊躇ためらわれるのよね）

　どう考えても尋じん常じような過去ではあり得えない。

　しかも──

「同じく寄よる辺べなき存そん在ざいだから……？」

　呟くトルク自身も確かく信しんがある訳わけではないのだろう。何処か疑問の響ひびきがそこにはあった。

（寄る辺なき──ああ。そういえば兄妹きようだいであちこち転々としてたって、テレスが前に言ってたっけ）

　とエニーネ。

　それはつまり一か所に留とどまれなかったという事か。まさかその間はディスパレイトを飼し育いくしたりはしていなかったのだろうが──すると今のやたらと飼育しまくりの現状は、その反動なのだろうか。

　まあだとしてもトルクのディスパレイト好きの根こん源げんはまた別にあるのだろう。

「──あ」

　そこでトルクはエニーネの視し線せんに気付いたのだろう。慌あわてていつものおっとりした笑え顔がおを取り繕つくろって言った。

「いやまあ、よく分かりません。趣味ってそういうものじゃないでしょうか」

「……まあいいけど」

　苦く笑しようしてエニーネは言う。

　気にはなる。気にはなるが──それが嫌いやな過去、辛つらい過去なら、エニーネが根ね掘ほり葉は掘ほり聞いて良い訳でもあるまい。

「そういえばステータス・シンボルで思い出しましたが」

　とトルク。

「最近はステータス・シンボルとしてディスパレイトを飼かう人間も増えていますよ。特に金持ちの間では縁えん起ぎ物ものみたいに考えて稀き少しようなディスパレイトであればあるほど、ありがたがられる傾けい向こうもあるとか」

「ああ、そういう好こう事ず家かが居るって話は前にも聞いたけど」

　エニーネにしてみれば本当に物好きな、と思う。他に愛あい玩がん動どう物ぶつなら犬だの猫ねこだの適てき当とうなのがいるだろうし、ステータス・シンボルというのならば高級車に乗るとか、大だい豪ごう邸ていを建てるとか、宝石を買うとか、色々あるだろうに。

「結構、この許きよ可か証しよう付きディスパレイトは高値で取引されるらしいですよ？」

「…………ひょっとして、っていうかやっぱり、この事務所のディスパレイト全部売ったら、それなりの金になるの？」

「まあ」

「でも──最初にこいつら買いそろえる金は何ど処こから出てきたのよ？」

「ああ」

　トルクは事も無げに頷うなずいた。

「買ってません」

「はあ？」

「現物支給ですよ。マーサックと組んで、ディスパレイトを捕ほ獲かくする仕事をしていた時期がありまして。その時に、例たとえば珍しいディスパレイトでも、二体捕つかまえられれば、一体はもらう、みたいな事をしていました。一体だけでも登とう録ろく代だい行こうして売れば、それなりのお金になりましたし」

「ああ……そういう繫つながりなのね」

　マーサックとトルクの繫がりも謎なぞと言えば謎だったが、一つそれが明らかになった感じではあった。

「何にしても物好きよね」

　とエニーネ。

「何を今いま更さら」

　トルクは微び苦く笑しようして言った。




　　　　●




「調査をお願いしたいのですわ」

　事務所のソファにふんぞり返ってその女はそう宣のたまった。

　派は手でな女だった。色々な意味で。

　流れるような金きん髪ぱつ。そして原色の蒼あおいスーツ。これだけでも人目を引くには十分だが、それ以上にこの女の場合はその姿がやたらに目立つ。胸むね。腰こし。尻しり。これでもかという位くらいに出て引っ込んで出て──特に胸は密ひそかにエニーネが『特とく盛もり』とあだ名する位の豊ほう満まんさである。

　顔立ちそのものはよく整ととのっていて、そこだけを見ていると知性と気品すら感じられるのだが──その派手さとそこから派は生せいする必要以上の色いろ香かの方が遥はるかに目立つのだ。

　ただし彼女のそんな肢し体たいに惹ひかれて近寄った男は間ま違ちがいなく失しつ意いの中で引き下がらざるを得なくなる。何な故ぜならこの女──ミュン・テテル・テテリ・フォーレミアンは『女の子が好き！』だからだ。それも女の子なら誰だれでもいいという訳ではなく──どうも厳げん密みつな基き準じゆんがあるらしいのだが、まあ細かいことはどうでもいいというか、知りたいともエニーネは思わない。

　ちなみに目下一番、ミュンがご執しゆう心しんなのがトルクの妹であるテレスだが──それはさておき。

　どーしてこういう変へん態たい派手派手女が、パルパーデン銀行などという大手の金きん融ゆう機き関かんに勤めていられるのかがエニーネにとっては最大の謎──というか世の理り不ふ尽じんさを実感する点ではあった。
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　でもって。

「誰を？　何を？」

「……随ずい分ぶんと愛あい想そが悪いですわね」

　とエニーネの方をジト眼めで見ながらミュンは言った。

「あらそうですかしら？」

「……別に貴女あなたが狙ねらってるのはトルクさんの方だからいいじゃないですか」

「違うつってんでしょうが！」

　ばん、と机を叩たたいて喚わめきながらエニーネは言った。

「あんたが来るとただ働ばたらきなのが気にくわないのよ！」

「それは仕方ありませんわね。貸し金の利り子しの発生とその徴ちよう収しゆうは、一定範はん囲い内に収おさまる限り法的にも効力を認みとめられた正当な経済活動ですわよ」

「分かってるわよ」

　とエニーネ。

　そう。ミュンの持ってくる依い頼らいは基本的にただ働きだ。いや──厳密に言えば書類上で金きん銭せんは支し払はらわれる。だが元々トルクとテレスがパルパーデン銀行に多た額がくの借金があり──事務所の開設及およびディスパレイトの飼育機材の購こう入にゆうに用もちいる金として借りたものだ──返済が遅おくれまくっているその借金の、利子分に仕事料が充じゆう当とうされてしまう為ため、事務所には実際には一円も入ってこない事になる。おまけに利子分に充当されるという事は、借金そのものは減へらない訳で。

　感覚的にはどうしても、ただ働きの様にエニーネは感じてしまうのである。

「一応、大おおまかに内容は聞いておくけど──トルクもテレスも今は出払ってるから、細かい事は日を改めてもらった方がいいかもね」

「まあそうかもしれません」

　と珍めずらしく素す直なおにエニーネに同意するミュン。

「ディスパレイト絡がらみですし」

「あ──それでうちに？」

「勿もち論ろん」

　頷うなずくミュン。

「ではまあ──大まかに。エニーネさん、ディスパレイトの飼し育いく許可証ってご存じですか？　飼育者の方に与あたえられる方ではなくて、ディスパレイトの個体毎ごとに個別に発行される方ですが」

「あ──」

　それは先日見たばかりだ。

「知ってる。これくらいのカードでしょう？　写真も印刷されてるやつ」

　とエニーネは左右の指と指で長方形を作ってみせる。

「ご存じならば話が早いですわ。あれを『飛ばす』人間がいるらしいのです」

「はあ？」

　眉まゆを顰ひそめてエニーネは言う。

　飛ばす？　あんなものを投げて何か意味があるのだろうか。

「ああつまり──」

　ミュンは苦笑を浮うかべて言った。

「許可証飛ばし……です。車の車庫証明を、全然別の人にごまかして貸したり売ったりするのを『車庫証飛ばし』と言いますでしょう？　それのディスパレイト飼育許可証版ですの」

「…………よく分かんないんだけど、それ、何か意味があんの？」

「大おおありですわよ」

　と身を乗り出しながらミュンは言った。

「個別飼育許可証が必要なディスパレイトの品ひん種しゆが、高値で取引されているのはご存じ？」

「ええ。金持ちの物好きがステータス・シンボルに飼かってるって話だけど」

「そう。ところが──特定のディスパレイトは、非常に稀き少しようで国の研究機関がほしがっていたりするものですから、民間にはごく少数しか出回りませんし、万が一に何ど処こかでその個体を見つけても、まずは一いつ旦たん、国に渡わたさなければいけません」

「つまり──なに？　国からの『払い下げ』しか手に入らないって事？」

「そうです。そしてその際に許可証が発行される訳です」

　頷くミュン。

「ところが……ディスパレイトも生き物ですから死んだりする事もあります。そうなるとどうなります？」

「どうなるって──」

　死んだらそれで終わりではないのだろうか。

「……察さつしが悪いですわね」

　溜ため息をついてミュンが言う。

「悪かったわね」

「まあそれだけお人好よしなんでしょう、貴女あなたは。要するに許可証が余あまるでしょう？」

「え？　あ──」

「そして例たとえば」

　指を一本立ててみせてミュンは続つづける。

「此こ処こに許可証の無い、野の良らの、同じ品種のディスパレイトを捕つかまえた業者がいるとします」

「……そういう事か」

　さすがにエニーネにものみ込めた。

　宙に浮いた許可証を、国に返へん還かんせずに、そのまま別のディスパレイトにくっつけて売ってしまおうという事なのだ。

「えげつないわねー……」

「裏の商売とはそういうものですわ」

　肩かたを竦すくめて言うミュン。

「まあ倫りん理り的てきな是ぜ非ひはさておき──先日ある企き業ぎようが不ふ渡わたりを出しまして、事実上、倒とう産さん。社長の家財道具を当銀行が差し押おさえたのですが──その中に許可証付きの極きわめて稀少なディスパレイトがいたのです」

「それが──」

「そう。当銀行はこれを競きよう売ばいにかけて債さい権けん回かい収しゆうに供きようした訳ですが──途と中ちゆうで、どうもこの許可証が別の個体から『飛ばされて』きたものらしいという指し摘てきが国から出まして。当銀行としてもそれが事実なら違い法ほう物ぶつ件けんですから、競売にはかけられません」

「……つまりお金にならない訳ね」

「はい。かくなる上は、その許可証飛ばしの業者を特定し、正当な金額を要求しなければならないという事になりまして」

「なるほどね……でも疑問なんだけど」

　エニーネは首を傾かしげる。

「写真ついてるでしょう？　他の個体に流用とか出来るもの？」

「エニーネさん。貴女、猫ねこはお好きですか？」

「は？　あ──いや、私はどっちかっていうと犬派だけど」

「では同じ様な柄がらの三み毛け猫ねこが二匹いたとして。貴女、どっちがどっちか見分けがつきますか？」

「……なるほど」

　例えば猫好きならば──猫に対して並々ならぬ注意力や知ち識しきやある種の経験がある者ならば、見分けはつくかもしれない。だが同じ品種の別個体かどうかを見分けるには、それなりに経験がいるだろう。並んでいるのならまだ見分けもつこうが──例えば写真だけ見せられて「これはどっちの個体だ」と尋たずねられても判断はつかない。

　ましてあの許可証の写真は小さい。角度や光量によっても色は変わるだろうし──細こまかく判別するのは難むずかしいだろう。

「成なる程ほど──うちに仕事が回ってくる訳ね」

　ディスパレイトにかなり精せい通つうしていなければこの調査は不可能だろう。パルパーデン銀行と取引がある調査機関は幾いくつかある様だが、〈異生物デイスパレイト・使いハンドラー〉がいるのはこのランドリュース興信所だけである。

「大おおまかなところは分かったわ」

　エニーネは予定表を開きながら言った。

「で──この仕事は急ぎ？」

「出来れば。至し急きゆうという程ではないですけれども」

「トルクが今出ている仕事は明日の昼には終わるらしいから──それからで」

「結構ですわ」

　ミュンは満足げに頷うなずいた。
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　かつては『ごく一部の金持ちの道楽』だったディスパレイトの飼し育いくは、関係機器の急速な発達によって一いつ般ぱん家庭でもそれなりに可能になりつつあった。

　勿もち論ろん──金持ちは金持ちでより大がかりな設備や、稀少な種類を飼育したりする方に興味が移っていった訳だが、何にしてもこの十年余りでディスパレイトに関する商売は規模を倍以上に拡かく大だいしていた。

　大きな街ならば必ずディスパレイト・ショップがある──その程度には。

　例えば……

「どういったものをお探さがしでしょうか？」

　トルクにそう声を掛かけてきたのは、線の細そうな──その癖くせ、妙みように眼めだけがぎょろっとした感じの男だった。エプロンをしている所をみると、この店の店員なのだろう。

「あ……いや。ちょっとね」

　トルクは曖あい昧まいに笑う。

「飼かっていたディスパレイトが死んでしまってね。妻が寂さびしがるから新しいのを飼いたいと思ったんだが──」

　と言ってトルクは傍かたわらのエニーネを振ふり返る。

「え──ええ」

　引き攣つりそうになる表情を何とか笑え顔がおに整ととのえてエニーネは言った。元々エニーネはあまり演技の上手うまい方ではない。しかも今回はトルクの『妻』役だ。それもディスパレイトを好んで飼う様な金持ちの奥おく様さま役。

　何をどうして良いのか正直、想像もつかないのだが──

「うちの子が死んでしまって寂しいんですけど──」

　ちらりとトルクの方を見る。

（これでいいのよね？）

「…………」

　彼は無言で──いつもと変わらぬ微び笑しようのまま頷いてみせた。

「同じ子はなかなか見つからなくて……」

「ははあ……」

　店員が営業用笑顔を浮かべながらも、その大きな眼でトルクとエニーネを眺ながめる。恐おそらくは文字通りに値ね踏ぶみしているのだろう──この見るからに若い夫ふう婦ふが金持ちかどうかを。

　一応、この為ために金のかかった格かつ好こうはしてきている。ブラウスは絹きぬだし、手にしたハンドバッグも高級ブランドのもの。指にしている宝石もかなり大きな代しろ物ものだ。もっともバッグは偽にせ物もので宝石は人じん造ぞうだが──まあ素人しろうと目めには区別はつくまい。いずれもパルパーデン銀行が差し押さえた中から適当に見み繕つくろって借りてきたものだ。

　とにかく──とりあえず貧乏くさい格好にはなっていない筈はずだが……

「どのような品種で？」

　と店員。

「ええとなんといったかな──」

　トルクは額を押さえながら──ついでにちらりと手首に巻いた高級腕うで時ど計けいを見せる──言った。

「スパ……ええとスパイク……ではなくて」

「スパイルチークですね」

　と店員。

　その口元に浮かんだ笑みが──きゅっと音も無く深まる。

　勿論、トルクがディスパレイトの名前を知らない筈が無い。あくまで知らない振りをしているのは、『ディスパレイトを飼かう事に興味はあるが、それを趣しゆ味みにしきっていない、知識の浅い金持ち』を演じる為だ。

　一応──それを語る場面があるかどうかはさておき──トルクは先物取引で急きゆう激げきに資産を増やした個人投資家、エニーネはその妻、という『設定』になっている。まあいわゆる成なり金きんだ。

　でもって成金という連中は──大たい抵ていが急に高くなった社会的地位と、自分自身の器量との間に生じる溝みぞを、モノで埋うめようとする。とりあえず分かり易やすい──良いものと悪いものを区別する目利きはさすがに一朝一夕では身につかない──それだけに下品にもなりかねないもので。これをして世間では成金趣味という訳だ。

　着るものしかり。

　乗る車しかり。

　住む家しかり。

　そして──ディスパレイトしかり。

「スパイルチーク、そうそう、スパイルチークとかいう名前だったな？」

　頷いてみせるトルク。

　ちなみにランドリュース事務所にも件くだんのスパイルチークというディスパレイトはいる。なので一応、おとり捜そう査さに出る前にエニーネもスパイルチークの外見その他を覚おぼえてきてはいた。つまらない所でボロを出さないための用心である。

「……あなた」

　言った瞬しゆん間かん、変に血けつ圧あつが上がった気がしたが、とりあえず落ち着いた風を装よそおってエニーネは続けた。

「あの子を買った時にいただいたカードがあったでしょう？」

「ああ？　ああ──そういえば保証書みたいなカードをもらったね」

　勿もち論ろん、これは許可証の事だ。

　敢あえて許可証制度の事すらろくに知らない素人を装っているのである。

「これだったかな？」

　トルクは自前のスパイルチークの許可証を取り出して見せる。その際に、他の許可証も入った鞄かばんの中身が、店員に見えるように角度に気をつける。

「そうそう。これだこれだ」

　言ってトルクは店員にぞんざいな──その価か値ちと意味を分かっていないかの様な仕草でカードを手て渡わたす。

　店員の喉のどが小さく動く──その様子をエニーネは見み逃のがさなかった。恐らく彼には、とんでもなく美味おいしそうで間ま抜ぬけな獲え物ものが目の前に寝ね転ころがっている様に見えた事だろう。

「ちょっとお預あずかりしてもよろしいですか？」

「ええ」

　鷹おう揚ように頷うなずくトルク。

　彼はその許可証を何度かひっくり返して眺めていたが──

「実はですね。スパイルチークは国が指定した稀き少しよう種しゆでして……国の認めた研究機関以外は、民間に出回る数が制限されておりまして」

「ほう？　そうなんですか」

　としらばっくれるトルク。

「ご存じないのですか？」

「いやあ……たまたま入った店で、眼めが合ったのを買っただけでしてね」

　とトルクは肩かたを竦すくめた。

　勿もち論ろん──スパイルチークの市場価格は『眼が合った』程度で衝しよう動どう買がいできる様なものではない。金の使い方すらよく分かっていない成金であると、この店員に思い込ませるための台詞せりふだ。

「しかし困こまったな。道理で見つからない訳だ──」

「左さ様ようで」

「君──どうにかして手を回して手に入れられないかな？」

　トルクは少し口の端はしを吊つり上げながら言った。

「多少値は張っても構かまわないが──」

「左様でございますか」

　店員はにんまりと──揉もみ手せんばかりの表情で笑いながら言った。
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「引っかかってくれるかしらね」

　窓まどの外を流れていく風景を見ながらエニーネは言った。

　彼女とトルクは件の店を後にし、車で──これもトルクの自家用車ではなく、借り物の高級車だ──事務所に向けて移動中だった。ちなみに尾び行こうがついていない事は確かく認にん済ずみ。なのでエニーネは『成金の妻』の演技をすっかり止やめてうんざりした表情を浮うかべていた。

「どうでしょうね」

「何度も何度もしょーもない演技させられて、これで成せい果か無しだったら怒おこるわよ、私は」

　とエニーネ。

　実を言えばトルクとエニーネが『成金とその妻』の演技をするのは、先の店が初めてではない。

　近きん隣りん各市のディスパレイト・ショップを回りながら、ずっと同じ演技を繰くり返しているのである。

「すいませんね」

　車を運転しつつ──まるで申し訳なくなさそうな口調でトルクが言ってくる。むしろ彼はこの囮おとり捜そう査さを愉たのしんでいる様な節さえ見受けられた。

「妻さい帯たい者しやでないと、どうにも社会的信用が無い様なので」

　これは国や地方にもよる様だが──実業家は結けつ婚こんしていて一人前、独り身は半人前と見なされる傾けい向こうがある。あくまで成金の実業家を装うという意味では、妻の存在が説得力を随ずい分ぶんと増すのだ。

　勿論──未まだ十代半なかばといった外見のテレスを『妻』として連つれ歩あるくのには問題があるという事で、今回エニーネがトルクの妻役になっている訳だが。

「セクハラ紛まがいの仕事だというのは理り解かいしていますがここは一つ──」

「べ……別にその、セクハラとまでは言ってないわよ」

　と若じやつ干かん頰ほおが紅あかくなるのを意識しながらエニーネは言う。

　まあ苦労が多いせいで精神年ねん齢れいは実じつ際さいのそれよりも上じよう昇しよう気ぎ味みとはいえ、エニーネも年とし頃ごろの少女、それなりに容よう姿しの優すぐれた異性が側そばに居れば意識しない訳が無い。ミュンには勘かん違ちがいだと力りき説せつしてみたものの……実を言えば、エニーネ自身、今ひとつトルクに対する感情が整理し切れていない部分はある。

「でもなんか……変な話だわね」

「はい？」

「許可証よ」

　エニーネは言った。

「生き物飼うのに許可が要いったり──死んでもその許可だけが一人歩きしたり。ディスパレイト達はただ『在あって在る』だけなのに、人間が勝手に色々制度を作っては自分達で混乱の種たねを撒まいてるような気がする」

「まあ……」

　トルクは苦く笑しようする。

「否ひ定ていしきれない所はありますね」

「でしょ」

「まあ許可証制度は色々と理由があって、仕方の無い事だとは思いますが……」

　トルクは何ど処こか遠い眼をして言った。

「ただこちらの世界では『在って在る』事だけですら満足に出来ない──ディスパレイトはそういう生き物です。だからこそ、そこに人間の思おも惑わくが絡からむと、とことんややこしくなる」

「…………」

　トルクの口調が何かを懐なつかしむかの様に聞こえてふとエニーネは瞬まばたきをする。

「トルク」

「はい」

「貴方あなたもただ──『在って在る』だけの事に苦労してきたクチ？」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、口ごもるトルク。

　やがて──

「かもしれませんね」

　彼はむしろ僅わずかに微び笑しようを深めた口調でそう言った。

　そして──

　…………

　二時間後。

　近隣各市のディスパレイト・ショップ巡めぐりをし、囮捜査の『種』を撒いて戻もどった二人に、事務所番をしていたテレスが『なんだかお話があるって──サルカーマ市の〈ディスパレイト・ガーデン〉から』と告つげる事になるのだった。
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　乾かわいた音が薄うす闇やみの中に鳴なる。

　ぱらららら。ぱらららら。

　それはとても軽快リズミカルで──まるで賭と博ばく師しや手て品じな師が手慣なれた仕し草ぐさで札カードをきる音に似ている。

　ただし、淀よどみなく動く指先が機械の如ごとく捌さばいていく数十枚のカードは遊戯札トランプではない。文字と数字とそして写真から構成されるその体てい裁さいはむしろ運転免めん許きよ証しようや就しゆう労ろう許きよ可か証しように近い。

　特とく定てい異い生せい物ぶつ飼し育いく許可証。

　元々異生物デイスパレイトと呼ばれる存そん在ざいは異世界に由ゆ来らいするもので、何かと人間の常じよう識しきを裏うら切ぎる部分を備そなえていたりするものだが──その中でも特に危き険けんであったり特異であったり稀き少しようであると認にん定ていされた異生物にはこうして、個体ごとの登録番号と共に飼育許可証が管かん轄かつ機き関かんから発行される。

　そこらの野の良ら猫ねこや野良犬を飼かうのと訳わけが違ちがう。異生物はそれなりの知識を持った人間でなければ危険ですらあるのだ。使い方によってはそれは兵器にすらなり得うる──隣りん国ごくアルメダ連れん邦ぽうにおいて、ディスパレイトを兵器運用した部隊が諸もろ々もろの国際法に違い反はんするとして問題になった事じ件けんは記き憶おくに新しい。

　だからこそ、こうして許可証を発行して政府はその飼育数を統とう制せいし把は握あくしている。野良で存在するディスパレイトは、結局、人間の庇ひ護ごが無ければ、そのまま数日中に衰すい弱じやくして死んでしまうからだ。

　だが──

「──ふふん」

　指が動いて許可証を捌いていく。

　恐おそらくは何百──いや何千何万回と繰くり返してきたのだろう。妙みように安定した自然な動きである。そのせいだろうか、手首に巻かれた銀ぎん細ざい工くのチェーンも全く音を立てない。

「また今回の『客』は随ずい分ぶんと若いな？」

　呟つぶやくその男も──未まだ三十前ではあるが。

　切れ込みの様な細い眼めと薄うすい唇くちびる、そし短く刈かり込んだ髪かみのせいか……ひどく酷こく薄はくそうな印象を受ける。

「これまた毛け並なみの良さそうな──」

　ひょいと銀の指ゆび輪わを幾いくつも塡はめた指が机の上の写真を一枚つまみ上げる。

　明らかにそれは隠かくし撮どりされたものだった。

　手前にやたらとピントがぼけた物体が二つ、左右に並んでおり、その間に二人の人物が写っている。恐らく何かの隙すき間まから狙ねらって撮さつ影えいしたのだろう。

　銀ぎん髪ぱつの青年と黒髪の娘むすめと。

　共に未だ二十代──あるいは娘の方は未だ十代かもしれない。何にしても若い。

「こいつどこかで……？　いや、気のせいか」

『ディスパレイト・ガーデン』の店長によれば、青年実業家とその妻なのだそうだ。写真を撮ったのも──そしてこの二人の話を持ってきたのも店長だ。『ディスパレイト・ガーデン』は男が複数抱かかえる取引先の一つであり──言ってみれば仕事の窓口の一つであった。

「カモだな」

　にやりと口の端はを歪ゆがめて男は呟いた。

　写真越ごしとはいえ、身につけているものを見れば金を持っているか否いなかは分かる。同時にその着こなし方を見れば、どの程度その衣装を着慣れているのかも分かる。

　写真の中の男女は明らかに金の掛かかった服装をしてはいるが──同時にそれを手に入れて日が浅いのも明めい白はくだった。

　服を着ているというより『服に着られている』といった感じだ。特に女の方はその傾けい向こうが強い。

「いかんよ。身の程ほどを知らねーと」

　にたにたと男は笑う。

　若くして急に収入が増えた人間は、金の使い方というものを知らない。

　例たとえば収入が十倍に増えたからといって、衣食住の全すべてに掛かる金を十倍にすれば良いというものでもないのだが──そういう事が分からない。分からないまま金の使い所や使い道を間ま違ちがってしまう。

　まあ確かに去年まで一年分の生活費だった金額を一か月やそこらで──場合によっては一日で──稼かせぐようになってしまえば、感覚も狂って当然だ。

　そこが男にとっては狙い目だ。

　人間は財力を手に入れれば、次には名声を求めるという。即そく座ざに政治だの何だのに手を出すのは極きよく端たんな例としても──ついつい教養だの知性だのを誇こ示じしたがる者は少なくない。そして金が有り余っている連中にとって一番簡かん単たんな方法は、教養や知性を象しよう徴ちようする物品を買いそろえて手元に並べる事だ。

　そして彼かれ等らは買い漁あさる。

　湯ゆ水みずの様に金を使って──極きわめて分かり易やすい、いわゆる『箔はく付つき』の品を。

　有名ブランドの衣い装しよう。

　高級な輸入車。

　そして──稀少な愛あい玩がん動どう物ぶつ。

　ただでさえ高価な上に、飼育難なん易い度どが犬や猫とは比ひ較かくにならない程に高いディスパレイトは、彼等にとって格かつ好こうの『箔付き』の品だった。

　だが実じつ際さいには──飼育難易度というものは、大たい抵ていの場合に、金を掛けてしまえば、どうとでもなる。

　例えばディスパレイトを飼う為ための液体──粋すいの粋質調整にしたところで、自動装置を使って一定に保てば、飼育難易度の高いと言われている品種や個体でも、さして気を遣つかう事も無く飼えてしまう。

　故ゆえにディスパレイトは──それも稀少で大型の種類は成なり金きん達の間で、色々ともてはやされている。滅めつ多たに普ふ通つうの家では飼えない高額の個体に、高額の飼育設備。自分は一いつ般ぱん庶しよ民みんと違いますよという宣伝アピールにはうってつけという訳だ。

　で──こういった成金達は手に入らないとなると尚なお更さらに金を積んで解かい決けつしようとする。まあ大抵の成金は忙いそがしいので、手て間ま暇ひまではなく、金を掛ける方が楽なのだ。

　なので──

「さて。今日もいっちょ、成金共どもに夢ゆめを見させてやるかな？」

　笑いながら男は立ち上がった。
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「…………」

　エニーネはただただ圧あつ倒とうされていた。

　目の前の粋槽タンクに──だ。

　ディスパレイトを販売するペットショップ──『ディスパレイト・ガーデン』の奥おく。一いち見げんの客は決して通さないとされる半地下のその一いつ角かくに、巨きよ大だいな粋槽が十基きばかり並んでいた。

　いや。巨大というと語ご弊へいがあるかもしれない。粋槽そのものは巨大という程のものではない。確かに横幅はば二メートルという棺かん桶おけサイズの粋槽は一般人の感覚からすれば異常な大きさであろうが、エニーネの勤つとめるランドリュース興こう信しん所じよにも数基このクラスの粋槽は存在している。

　だが──こちらの粋槽はランドリュース興信所のそれに比べると異様に物もの々ものしい。

　粋槽の周まわりの機器類がやたらに多いのだ。

「……なんなのこれ。理科の実験装そう置ちじゃあるまいし」

　エニーネは傍かたわらのトルクにそう囁ささやいた。

　粋槽の周りに透とう明めいなパイプやら、逆さかさまになったボトルやら、それらを繫つなぐチューブやらが幾いくつも配置されているのに加えて、何かを計測しているらしいデジタル表示のメーターが幾つかと、それらの脇わきに幾つかボタンのついた装置類。

　それぞれ何の用よう途とに供きようするものかエニーネにはさっぱりだ。ぱっと見ただけだと何ど処こかの狂科マツドサイ学者エンテイストが禁きん断だんの実験でもやってんのかと思ってしまう。

　だが──

「機能的にはまあ近いですよ」

　とトルク。

「あっちがカルシウムリアクター。骨こつ格かく形けい成せいの為に必要なカルシウムを二酸化炭素との反応で溶よう出しゆつさせる装置ですね。ほら、二酸化炭素添てん加か用ようのボンベがそこに見えるでしょう？　これはプロテインスキマー。微び細さいな泡あわで汚お濁だく物ぶつを漉こし取る装置です。でもってこっちが微量元素トレースエレメント添加装置──いやあここまで小型で自動化されてるのは初めて見ました。技術の進歩は素す晴ばらしいですね。さすが高額商品、飼育設備にも金が掛かかってます」

「…………」

　どうやらトルクとしては圧倒される前に楽しいらしい。

「うちの粋槽にはこんなのついてないじゃないの」

「そりゃそうです」

　とトルク。

「この設備一式で、高級車が──私達が乗ってきたアレが買えますよ？」

「…………」

　思わず言葉に詰つまるエニーネ。

　ちなみに『青年実業家とその妻』を演じる為にパルパーデン銀行から借り出してきた高級車は、まともに買うとエニーネの給料の五年分に相当する。

「まあこまめに粋の交こう換かんをして試し薬やくで粋質を測はかりながら微量元素を添加したりして──人力でこういう環かん境きようを維い持じ出来ない事も無いので。うちではそうしてます。圧倒的に初期投資費用が安いので」

「……なるほど」

　つまりこれは、ディスパレイトを飼かいたいけれども、手間は掛けたくないという人間の買うものであるらしい。

　確かに成金とかは買いそうだ。

「いや──コルバントさん」

　彼女の表情で察さつしたのか、トルクが苦く笑しようを浮うかべて言った。

「出来ればこういった装置を用意してやる方がディスパレイトの為にも良いんですよ？　人間のやる事にはどうしても誤ご差さが出ますから、機械任まかせにして、人間はその点てん検けんをする程度の方が、結果的に飼育環境は安定しますし」

「そういうものなの？」

「ええ。別に怠なまけ者用装備という訳ではありません、念のため」

「はいはい」

（要するにあんたも本当は欲ほしいのね）

　そんな事をエニーネが考えていると──

「お待たせしました」

　一人の男が扉とびらを開いて部屋の中に入ってきた。線の細い、ただ眼めだけがぎょろりと大きい感じの男だった。ジーンズにシャツという格かつ好こうの上から店名を印刷したエプロンを着けている。

　この『ディスパレイト・ガーデン』の店長である。

「いかがです？」

「いや──壮そう観かんですね」

　上うわ目め遣づかいに尋たずねてくる店長にトルクは頷うなずいてみせた。

「少々物々しい印象もありますが」

　ついでに心にも無い事を付け加えたりもする。一応この店主に対してトルクは『ディスパレイト飼育に興きよう味みはあるが、知識はてんで無い典てん型けい的な成金の青年』を演じている為だ。

「ああ──これは単に数が多いので、メンテナンスしやすいようにしてあるだけですよ」

　店長は笑った。

「少々値は張りますが、専用キャビネットを用意すればそこに全すべてすっきり収しゆう容ようできますよ。奥おく様さまにもきっと御ご納なつ得とくいただけるかと」

「そうねえ」

　ついつい『奥様』という単語に、頰ほおが引き攣つりそうになるのを堪こらえ──どうにもこれが恥はずかしいのだ──エニーネも頷いてみせる。

　彼女は彼女でトルクの『妻』役で此こ処こに居いるのだから仕方が無い。

「で──スパイク……ええと」

「スパイルチークですね」

　わざと名前をとちるトルクに店主はにやりと笑って言った。

「何とか御用意は出来るのですが──」

「おお。良かったな、エニア」

　とトルク。

　身体からだの陰かげでちょいちょいと脇わき腹ばらをつつかれてようやくエニーネは、トルクの口にした名前が自分の役名だったと思い出した。

「ええ。あなた」

「いえ……それが」

　店長は微び妙みような表情を浮かべる。

　笑顔の中に僅わずかな躊ちゆう躇ちよと──何か黒いものが過よぎる。

「ご存じかとは思いますが、スパイルチークはですね、許可証が必要な種類でして──」

「許可証って──」

　しらばっくれてエニーネは言う。

「この間お見せしたやつじゃ駄だ目めなんですか？　あれって飼育許可証なんでしょう？」

「いえ、あれは、あの、以前お客様がお飼いになっていた個体のみのものでして。別の個体ならば、別の、国の発行した許可証が必要になってくるんですよ」

「……面めん倒どう臭くさい話ですね」

　とトルク。

「何分、お役所のやる事ですので……」

「ふむ」

「捕ほ獲かく業ぎよう者しやがですね、とりあえず一体、スパイルチークを確かく保ほしてはいるのですが。これはすぐに国の研究機関に提出しないといけないんですな」

「…………」

　微妙な抑よく揚ようを──やたら意味ありげに──つけて喋しやべる店主を前にトルクとエニーネは顔を見合わせる。

　掛かった。間ま違ちがいない。

　二人の動作はその確かく信しんを互たがいに確かく認にんする為ためのものだったが、店主は別の意味に取った様だった。

「お察しいただけましたでしょうか？」

「いや……何となくだが。説明いただけるかな？」

　トルクは『勿もち論ろん分かっているけどね？』と言わんばかりの、共犯者じみた笑みを浮かべてみせる。

　トルク達が『許可証飛ばし』をそそのかしては駄だ目めなのだ。あくまで店主に自みずからそれを口にさせねばならない。

「つまりですね」

　店主はにたりと笑って言った。

「此処に──対象となるスパイルチークの居なくなった許可証が一枚あります」

「ふむ」

「また別の場所に、許可証の未だ無いスパイルチークが一匹ぴきおります」

「ふむ──」

「お分かりでしょう？」

「つまり」

「そう、つまり──」

「…………」

　トルクは続きを口にせずに黙だまり込む。

　店主はしばらくトルクの台詞せりふを待っていた様だったが──目の前でまとまりかけた『商談』に我が慢まん出来なくなったのだろう、彼は薄うす笑わらいを浮かべながら言った。

「お客様の許可証を、業者の所に居るスパイルチークのもの、という事にしてしまえば、何ら問題なく飼育していただけるという事でして」

「……おお。なるほど」

　トルクは満足げに頷く。

「しかし──なんだね、官かん憲けんの世話にはなりたくないのだが」

「いえいえ大だい丈じよう夫ぶでございますよ」

　店主は言った。

「事実──此処にはスパイルチークはおりませんよね？」

「……ふむ？」

「そうそう簡単に足がつく様な真ま似ねはいたしませんとも」

　むしろ得意げな口調で店主は言った。

「そもそも──飼っていた生物がたまたま死んでしまった。もし死んでいなければお客様がずっと飼育しておられた種類です。一方、野の良らのディスパレイトはすぐに環かん境きように馴な染じめず死んでしまいますから──結局のところ、帳ちよう尻じりは合うのですよ」

「そして貴方あなたと捕獲業者の懐ふところには非ひ課か税ぜいの収入──ですか。なるほど、よく出来ている」

　感心した様子でトルクは頷いた。

「場合によってはディスパレイトを死なせてしまって、もう飼育を止やめようと考えている人間から、許可証だけを買い取って、別の個体に添てん付ぷして売るという事も出来るね──あ、いや失礼」

　トルクは肩かたを竦すくめてみせた。

「つい商売の話となると、ね」

「御ご慧けい眼がんですな」

　満足げに店主は頷いた。

「勿論──そういった許可証の買い取りも内々でやらせていただいておりますよ？」
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　尾び行こうを警けい戒かいして何度かホテルや宝ほう飾しよく店てんの駐ちゆう車しや場じようを経けい由ゆし──半時間後、トルクとエニーネは車もトルク本来の所有しているものに替かえて『ディスパレイト・ガーデン』の近くにまで戻もどってきた。

　予あらかじめ店の監かん視しを頼たのんでおいたテレスと交代し──ディスパレイト・マニアの彼女は、堂々と店内に入って様子を窺うかがっていた様で、『近所の店では見かけない品種が売っていた』と、仕事を忘れ気味ではしゃいでいたが、まあそれはともかく──二人は幌ほろを閉じた車の中、パンと珈琲コーヒーで、簡単な夕食をとっていた。

「要するにヤバい品は店に置かないって訳ね──当たり前か」

「まあ基本でしょうね。あの店主も主犯ではないでしょう。主犯は──多分、ディスパレイトの捕獲業者か、許可証の無いディスパレイトを飼育する設備を提供している人間でしょう」

　恐おそらく店主は一両日中にその主犯格の人間の所に問題のディスパレイト──スパイルチークを取りに行くだろう。トルクが『あまり時間が掛かかる様だと余よ所そをあたる』と急せかしておいたからだ。

　その主犯格の人間の居場所と施し設せつ、そして何よりディスパレイトの個体の存在を確認すれば、トルク達の仕事は終わる。

「……でも」

　珈琲を啜すすりながらふとエニーネは言った。

「あの店主の言っていたことも何となく納なつ得とく出来ちゃうっていうか」

「店主の言っていたこと？」

「帳尻が云うん々ぬんってやつよ」

　とエニーネ。

『飼かっていた生物がたまたま死んでしまった。もし死んでいなければお客様がずっと飼育しておられた種類です。一方、野良のディスパレイトはすぐに環境に馴染めず死んでしまいますから』

　エニーネは微び苦く笑しようを浮かべて言った。

「本当に──別に誰だれが迷めい惑わく被こうむる訳でもないのにね」

「まあ確かに」

　トルクも苦笑する。

「ですが──私としてはやはりこれは良くない商売だと思いますよ」

「そうなの？」

　エニーネは少し意外に思った。

「許可証制度の是ぜ非ひ云々はさておくとしても……」

　トルクはパンを一口かじって続けた。

「例えばコルバントさん。貴女あなたの戸こ籍せきを誰かが買って、貴女として暮らしているって──なんだか嫌いやじゃありませんか？」

「そりゃ……でも」

　ディスパレイトは多分、文句なんか言わないだろう。

「迷惑掛けるとか掛けないとかではなく」

　トルクは言った。

「誰かの命を、そういう風に書類の上であった事にしたり、無かった事にしたりっていうのは、やはり良くない事だと思うのです。それは何というか──大事な事を忘れさせてしまう。例えば……よくこれは民みん族ぞく紛ふん争そう時に報道された『言い訳』ですけど……」

「『言い訳』？」

「例えば今日の戦死者は無し、という報道があったとしますよね」

「あ。うん」

「でも実際には戦死者は出ている。帳尻を合わせる為ために、軍が前日付けで退たい役えきしていた事にしたり、元々軍ぐん籍せきの無い、『見えない兵士』を飼っていたり」

「…………それって、なんで？」

「世論を操そう作さする為ですよ。味方側には戦死者無し、されど敵てき国こくに重大なる戦果を上げた──こう報道されればどうしても、国民は『もっとやれ』という風に好戦ムードに傾かたむくでしょう？」

「…………」

「帳尻は合ってます。書類の上での。ですが──」

「なるほどね」

　エニーネは溜ため息をついた。

　そしてふと──

「ね。トルク」

「はい」

　どうして今になって尋たずねようと思ったのかは実はエニーネにもよく分からない。

　二人だけの車の中で、なんだか侘わびしい夕食をとっていたせいで、何か普ふ段だんと違ちがう気持ちになったのか。それとも『妻』役を演じてきて妙みようにこの雇やとい主に対する感情移入の度合いが強まってしまったのか。

　何にせよ──

「貴方──やっぱり軍に居た事があるの？」

「どうしてそう思われます？」

「銃じゆうとか軍とかの知識があるし。それに──前にギルクリストに聞いたんだけど、トルクの額ひたいにはディスパレイト制せい御ぎよ用の針はりが埋うまってるって……」

　そんな人体実験紛まがい──いや、そのものの真ま似ねをする連中となると、やはり国家ぐるみの組そ織しきという事になる。

　例えば軍の様な。

「……ああ」

　トルクは苦笑した。

「そんな事まで彼は言ったのですか」

　しょうがないですね、とでも言いたげな口調でトルクは言った。

「出来れば内ない密みつにしておきたかったんですがね。まあそうです」

「……そっか」

　エニーネは呟つぶやく様に言う。

　少々複ふく雑ざつな気分ではあった。

　彼女は軍人が嫌きらいだ。かつて民族紛争に巻き込まれた時──彼女の家族を根ね刮こそぎ奪うばったのも軍人達だった。ディスパレイトを使って家を、村を、焼き払はらった蒼あおい軍服の男達。

　その中でも──

「…………」

　ぞくりと嫌なものが脳のう裏りを過よぎる。

　銀ぎん髪ぱつの軍人。

　それは──

（トルク？　まさかね）

　いくらなんでも偶ぐう然ぜんが過すぎる。

　そんな事を思っていると……

「──動き出しましたね」

　ふとトルクの言葉で我われに返る。

　エニーネがフロントガラス越ごしにのぞくと、店を閉しめた店主が、車で何ど処こかへと向かうところだった。
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　ある意味でそれは出来過ぎな舞ぶ台たいではあったろう。

　町外はずれの倉庫街に店主の車は停車していた。

　交こう易えき路ろを通とおってやってきた諸もろ々もろの品は、この辺りで一いつ旦たんストックされ、小売業者に回される。多種多様の品が持ち込まれ、そして持ち出される事で常つねに新しん陳ちん代たい謝しやしている様な場所である。つまりは全体を把は握あくしている人間は殆ほとんどおらず──それだけに禁制品などがこっそり持ち込まれ、隠かくされる事も多いという。

　正直、ドラマではよくこの手の場所で麻ま薬やくだの何だのの取引が行われる場面というものを見るが、実際にそういう違い法ほうな商取引が行われているとはエニーネも思わなかった。

「店長はあの倉庫に入ってったけど──」

「ちょっと見てきます。確認しないと通報も出来ませんし。コルバントさんは此こ処こで待たい機きを」

「それはいいけど……」

　エニーネは一いつ瞬しゆん、口ごもる。

「なんです？」

「気を……つけてね」

「勿もち論ろん。まあ見てくるだけですし」

　言って気楽な調子で車を降りるトルク。

　彼が素す早ばやい身のこなしで倉庫の陰かげへ消えていくのを見送り──エニーネは溜ため息をついた。

「……トルクはトルクなのだけど」

　確かめねば良かったという思いもある。

　彼が元軍人であろうとなかろうと、今の彼はエニーネの雇やとい主であり──エニーネとしては友人だとも思っている。あるいは彼女にはもう遥はるか昔すぎて馴な染じみの無い概がい念ねんだが、共に暮くらす『家族』でもあるのかもしれない。

　だが……

「……でも」

　脳裏を過よぎるのは蒼い軍服の男。

　そしてその軍ぐん帽ぼうの脇わきに見える鮮あざやかな銀髪。

　たった二つ。

　されど二つ。

　偶然なのか必然なのか。

　今までの様に何も考えずにトルクと接する事が出来ない。迂う闊かつに尋たずねた事をエニーネは後こう悔かいしていた。

「…………」

　どれ位くらいそうしていただろうか。

　気が付くと、時計の針は半時間近くの経過を示している。証しよう拠こ固がために手て間ま取どっているのだろうか。それにしても遅おそいのではないか……？

　そんな事を思っていた時。

　こつん。

　ふと車の窓まどを叩たたく音がする。

　トルクかと思って慌あわてて振ふり返ると、そこに立っていたのは見慣れない男だった。

　切れ目の様に細い眼めが硝子ガラス越しにエニーネを睨ねめ付けている。

「えっと──」

「奥おくさん。こんな所で何を？」

「──!?」

　エニーネを『奥さん』と呼ぶ。

　それはつまり──先のトルクとエニーネの演えん技ぎについて知っている人間という事である。

（……まずい！）

　演技がばれた。

　エニーネは咄とつ嗟さに運転席のエンジン・キーに手を伸のばす。彼女が座すわっているのは助手席だが、小こ柄がらな分、運転席に移るのは簡単だ。

　だが──

「喰くらえ。アケサカ」

　銀細工のブレスレットが煌きらめき──男はまるで楽団指し揮き者しやの様に指先を虚こ空くうに走らせる。

　次の瞬間、何処からともなく出現した一体のディスパレイトが、ふわりと車の前に浮うかんでいた。

「──！」

　一見それは可愛かわいらしくも見えただろう。

　大きさは一ひと抱かかえほどだろうか。丸っこい体たい軀くに短い羽根状の突とつ起きが幾いくつか備そなわっている。身体からだに対して眼が大きいので全体的にぱっちりとした印象がある。

　だが──




　──ぱお。




　丸い身体の半分近くががばりと裂さけた。

　いや違う。閉とじられていた口が開いたのだ。

「なっ!?」

　次の瞬間、車の前半分──エニーネの乗っている車内キヤビンのすぐ手前までが、がばりと消しよう滅めつした。

（喰くわれた!?）

　いきなり膝ひざから先に外気を感じて愕がく然ぜんとするエニーネ。実際にはあの、一抱え程度しかない身体の中に、消滅した車の前半分──エンジンやらボンネットやらタイヤやらシャーシやらを詰つめ込むのは不可能であるだろうから、空間転移か何かで何処かに飛ばしたのだろうが……
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「青年実業家の奥様にしちゃ、妙みようですな？」

　にたにたと笑いながら男は言った。

「〈異生物デイスパレイト・使いハンドラー〉……!?」

　男は笑いながら指を鳴ならす。

　彼の背後に数匹の異生物が浮かび上がるのを──ただただエニーネは悪お寒かんと共に見つめていた。




　　　　●




　所しよ詮せんは詐さ欺ぎやら文ぶん書しよ偽ぎ造ぞうの類たぐい──何処かでたかをくくっていた部分がエニーネにはあったのかもしれない。少なくない金きん銭せんが動くにしても人の命までは取る様なものではないと。

　だが──

（あー……ボケてたわ。私）

　後ろ手に縛しばられ倉庫の隅すみに転ころがされている状じよう況きようで──エニーネは楽観的に過ぎた自分がひたすら憎にくらしかった。

　思い出せばストリート・チルドレン時代、人命はとことん安かった。喰うに困れば人間はたった一度の食事の為ために人を刺さす。今のエニーネからすれば文字通りに端はした金がねを取り合って人死にが出た事だってあった。

　だから。

　人の命なんてものに絶対的な価か値ちなど無いのだということを彼女は忘れていた。それは時と場合によって何ど処こまでも相場が下落する。

　元々人を殺す事に何の躊ちゆう躇ちよも無い様な人間にとっては──殺人ですら小こ遣づかい稼かせぎ程度の感覚でしかない。

　例えば……元軍人とか。

「しょうもねえ奴やつだな」

　細眼の男は萎い縮しゆくする店長を前にそう言った。

「こーんな見え透すいた手に引っかかりやがって。馬ば鹿かかお前は」

「あ……でも……」

「何のために直接じゃなくてお前を間に挟はさんでると思ってんだよ。話をしてればタダの成金か、囮おとり捜そう査さの偽にせ者ものか分かりそうなもんだろが？」

「いえ……ですが……」

「言い訳すんな」

　ぼす、と奇き妙みように重い音と同時に店長が身を折って──それからその場に嘔おう吐とし始める。エニーネの位置からは見えにくいが、どうやら腹を殴なぐられた様だった。

　人の前に立つ商売だから、顔を殴らず腹を殴ったのだ。

（この男……やっぱり手慣れてるわね）

　荒あら事ごとに。

「さて？」

　細眼の男はその場にしゃがみ込んでしまった店長を放置して、こっちにやってきた。

「どうしたもんかね、この『奥様』はよ？」

「……えっと。そのまま解かい放ほうしてくれると私は嬉うれしいんだけど」

「へへっ。この状況で軽口が叩たたけるか」

　細眼の男は笑った。

　嫌いやな──笑えみだった。

「いいなあ。俺おれ──好きだぜ？　あんたみたいな女」

「そ、そう？　ありがと」

「特に──こういう女が俺の下でヒイヒイ言って泣なき叫さけぶのがよ？」

「…………」

　エニーネは顔をしかめて口をつぐむ。

「うん。いいな──それ。さすがに殺しちまうのは後始末も面めん倒どうだし、そっから先がねえわな」

　細眼の男は一人何事か納なつ得とくして頷うなずいている。

「ヤってる最中の写真でも撮とっておきゃ、『奥さん』も俺の言いなりになるしかねえよなあ？　ついでに録音もしとくか」

「…………」

　さすがにエニーネも軽口を叩く余よ裕ゆうが無い。

　真正面から眼を──その奥に瞬またたいている何かを見れば分かる。

　この男は他人の生命や感情にまるで価値を見いだしていない。この男が口にしているのはハッタリでも何でもない──殺さないというのも、あくまでそっちの方が楽で便利だからだ。必要とあれば卵の殻からを割る様にこの男は人を殺すだろう。

「貴方あなた──元軍人なんでしょ」

「ああ？　なんでそう思う？」

「私の昔住んでいた村に、あんたみたいなのが沢たく山さん来たからね」

「……うん？　ああそういえば」

　細眼の男はにたりと笑った。

「あんた──ヴァレンヴィアンか」

「…………」

　ヴァレンバヴアレン高原遊牧民ヴイアン。かつて民みん族ぞく紛ふん争そうの際、アルメダ連れん邦ぽうの特とく殊しゆ部ぶ隊たいに急きゆう襲しゆうされ大量に強制収容所に連行され──そしてそこから殆ほとんど出る事が無かった者達。エニーネの様に捕つかまらずに逃にげ延のびた者も居るし、後に、この強制収容所が壊かい滅めつしたという事で、そこから逃げ延びた者も居るという話だが……エニーネはあの日以来、未いまだ同族に会った事が無い。

　もっともエニーネの場合、完全にヴァレンヴィアンと言い難にくい部分もある。彼女の母親はヴァレンヴィアンではなかった──つまりは彼女は『半分』だけヴァレンヴィアンなのだ。

　それはさておき──

「お察さつしの通り俺は元々アルメダ連邦特殊部隊の人間さ。〈亡霊フアントム・大隊バタリオン〉のな。収容所壊滅のごたごたで、部隊が解かい散さんして放ほうり出されちまったが」

　こつこつと自分の額ひたいを指先で叩たたきながら男は笑った。

（〈異生物デイスパレイト・使いハンドラー〉、特殊部隊、額の──）

　制せい御ぎよ用よう骨こつ針しん。

　ギルクリストの言葉が脳のう裏りを過よぎる。

『俺やトルクの額には異生物制御用の骨針が入ってる』

　つまりこの男も──

「元々軍隊で育てられたもんでな。生きていくにゃ苦労したぜ？」

「だから詐さ欺ぎや書類偽ぎ造ぞうって訳？　チンケね。真っ当に稼かせぐだけの根こん性じようが無かったって事でしょう？」

　経費に喘あえぎながら扶ふ養よう家族も抱かかえて真っ当に──『貴方の街の〈異生物使い〉』を自じ称しようして興信所を営いとなむ奴やつだっているのに。

「おっ。そうそう。そうこなくっちゃな」

　笑いながら男はエニーネのブラウスに手を掛かける。一気に引き裂さくか──と思ったがそうでなく、男は丁てい寧ねいに丁寧に、一つずつ、ボタンをつまんでは引きちぎっていく。

　ひどく変へん質しつ的てきな仕草だった。

　ゆっくりと時間を掛けてエニーネを嬲なぶるつもりなのだろう。

「本当に最低ね」

　男を睨にらみ据すえながらエニーネは言った。

「根性も無ければ考えも無いんだわ、貴方」

「おう。軍人ってのは元々最低に出来てるんだよ。でなけりゃ人殺しを商売になんざ出来るかよ」

「…………」

「『敵』ってレッテル貼はってありゃ殺していい。『味方』ってレッテルが貼ってありゃ駄だ目めだ。それだけさ。考えるのは軍人の仕事じゃねえよ」

　男は事も無げに言った。

　続けてボタンをむしり取る手を止め、ひょいと懐ふところから取り出したのは──

「──あ」

　エニーネは驚おどろきの声を漏もらす。

　飼育許可証の束たばだ。

「世の中、そういうもんさ。事実がどうかとか関係がねえ。誰かが決めた。決めたものに従い、あるいは利用する。それだけのこった。別に何も変わらねえ。くだらねえ。はは。いやあ本当にくだらねえな」

　笑いながらぱらららら、と細眼の男は許可証を右から左、左から右へと手品師さながらの手つきで捌さばいてみせる。
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「──確かに」

　待ち焦こがれた声はエニーネの背後頭上から来た。

「くだらない。ただし貴方が──ですが」

「──！」

　愕がく然ぜんと細ほそ眼めの男は声の方向を見上げる。

　そこに──積み上げられたコンテナの上に悠ゆう然ぜんと一人の青年が立っていた。

　トルクだ。

「おや。仕し留とめたと思ったんだがな？」

　細眼の男がそう言う所をみると、先にトルクはこの男の攻こう撃げきを受けていたらしい。

　だが──

「異生物を使って──ですよね？」

「……まさか」

「御ご同どう輩はいですよ」

　こつこつとトルクは自分の額を叩いてみせた。異生物制御用の骨針が入っているそこを。

「制御していたつもりだったんでしょう？」

　ディスパレイトで攻撃してトルクを斃たおしたつもりが──実はトルクにディスパレイトの制御権を奪うばわれていて、攻撃が微び妙みように逸そらされていた事に気づいていなかった、という事だろう。

「破は壊かい力りよくが大きい分、ディスパレイトの攻撃は精度が今ひとつです。こういう入り組んだ現場での暗殺にはナイフの方が良いですよ？」

「銀ぎん髪ぱつ──」

　細眼の男は呻うめく様に言った。

「てめえ、まさか、ダラスの」

「〈亡霊大隊〉も結構、数が居ましたからね。気づかないのは当然かもしれませんが」

　言ってトルクは肩かたを竦すくめる。

「さすがに彼の事はご存じですか」

「ちっ──！」

　男は腰こしの後ろに手を回し、そこからナイフを取り出し──

「笑え。〈ペルクラム〉」

　トルクが歌う様に命じたその瞬しゆん間かん、彼の脇わきから飛び出した黒と赤の縞しま模も様ようを備えたディスパレイトが、くねくねと身をよじる。

　次の瞬間、哄こう笑しようじみた甲かん高だかい音が倉庫に響ひびき渡わたる。それはわずかに一瞬で、しかし──

「ぎゃっ!?」

　呻いて細眼の男はその場に倒たおれ伏ふした。エニーネを人質に取る暇ひますら無い。

　指向性高周波。

　極きわめて方向性を絞しぼられた超ちよう音おん波ぱが男の脳のう髄ずいを直接揺ゆさぶったのである。

　呆あつ気けない。

　男は──ほんの一瞬で活動不能に陥おちいっていた。あれだけ圧あつ倒とう的てきな力でエニーネの前に立ちはだかっていたこの男が。

　ディスパレイトの制御権を男に気づかせずに奪うばう事といい、今の手て際ぎわといい、つまりトルクは──

「…………」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　言ってコンテナから飛び降りたトルクが近付いてくる。

　エニーネの眼には……彼が得体の知れない化け物にも見えた。

「コルバントさん？」

「…………」

　湧わき上がる恐きよう怖ふと嫌けん悪お。

　軍人。銀髪。異生物。

　そして──

「……大丈夫な訳ないでしょうが！」

　エニーネは怒ど鳴なった。

　怒鳴りながら──心の底で湧き上がるものを押おさえつける。

　トルクは違ちがう。あいつらとは違う。

　そう──思いたいから。だから彼女は努つとめて日常のやり取りを思い出す。日常をなぞり日常を演じる。

　そうする事で──いつの間にか自分の中で大事なものになっていた何かを守りたいとエニーネは思った。

　だから……

「無事だったならさっさと助けにきなさいよ！　もうちょっとで──」

「もうちょっとで？」

　エニーネの手を縛しばる紐ひもを解ときながらトルクは首を傾かしげる。いつもの様に、のんびりと、まるで人じん畜ちく無む害がいそうな表情で。

　だから──

「……言わせるなッ!!」

　エニーネもとりあえずそう怒鳴るのだった。
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　事故というのは忘れた頃ころにやって来る。

　別にこれは故ゆえ無ない言い回しではない。

　無む論ろん、不ふ可か抗こう力りよくの事故もあるにはあるだろう。だが程度の差こそあれ──責任の所しよ在ざいもさておき──大たい抵ていの事故は、関係者の緊きん張ちよう感かんの低下が原因だ。気を張っていれば防ふせげる類たぐいのものが大半である。

　だからこそ緊張感が緩ゆるんだその瞬しゆん間かんを狙ねらっているかの様に──まるで何者かの悪意の発はつ露ろであるかの様に、それは安あん寧ねいに身を委ゆだねた犠ぎ牲せい者しやの元を訪おとずれるのだ。

　ランドリュース興こう信しん所じよの若わかき女じよ性せい事じ務む員いんであるところのエニーネ・コルバント（17）の場合もそれは同じで──

「──え？」

　気が付いたら彼女は宙に舞まっていた。

　世界がぐるりと回転する。

　こんなのを続けていたら酔よいそうだ。いや違う。回転しているのは世界ではない。空中に浮ういた自分自身なのだと──まるで他人ひと事ごとの様に彼女は思った。

（はねられた……？）

　元より交通量の多い街だ。経済的な成長もめざましいので大量の物ぶつ資しや人員が出入りし──だからこそエニーネの様な外国出の孤こ児じも、どさくさに紛まぎれて移住できたりする訳わけだが──その分、街の血管である街がい路ろは慌あわただしく人や車が行き来する。

　だから道路を渡ったりする時はいつも気をつけていたのだ。

　実じつ際さい、ストリート・チルドレン時代にも何度か猛もうスピードで走るトラックに轢ひかれた『仲間』を見た事がある。何の後うしろ盾だても──親どころか、戸こ籍せきが無いので法的庇ひ護ごさえも無い孤こ児じ達には、加害者側も容よう赦しやが無い。確かく実じつに死んでくれた方が後々面めん倒どうが無いという事で、ぶつかってもわざわざ停とまって病院になど連れて行ってくれない。むしろ後進バツクしてトドメを刺さしていった奴やつさえ居た。

　死んだ奴は不ふ注ちゆう意いだったのだ。だから仕方ないのだ──孤児達はそう考えて理り不ふ尽じんさに怒いかる心をなだめる他ほか無かった。

　けれど……

（いつの間にか忘れちゃってたわね）

　この街に住んで。

　すったもんだで──積極的な奉ほう仕し活かつ動どうを行う事で何とか市民権を交こう付ふされて。就しゆう職しよくして。解かい雇こされて。また就職して。

　そして……

（トルク……テレス……）

　のほほんと笑う銀ぎん髪ぱつの青年と。

　にっこりと笑う金髪の少女と。

　彼かれ等らと一いつ緒しよに住む様になって──まるでこの街が自分の、本当の故こ郷きようなのだと、そして終ついの棲すみ家かであるのだと思い始めて。馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思いながらもそれも悪くないと思ったりして。

　だから──きっと失ったのだ。

　緊張感を。

　世界は脅きよう威いに満ちているのだというごくごくありふれた真しん理りを見失って──

（……うわ。やばい）

　心の何ど処こかでまるで他人事の様に考えるエニーネ。やたら過か去こを思い出すのはあれだ、死の間ま際ぎわにアルバムをめくるかの様に、過去の記き憶おくが流れていくという俗ぞく説せつの証しよう明めいではないか？　だとするとまずい。追つい憶おくを止めれば助かる訳でも無かろうが──なんだかこのまま過去を思い出していると、助からない気がしたりして。

（やばいやばいやばい）

　くるくると回転しながらも世界が一方向に流れる。多分、焦しよう燥そうと緊張で脳のう内ない物ぶつ質しつが大量に分ぶん泌ぴつされ、意い識しきの中の時間感覚をやたらと引き延のばしているのだろう。

　多分、現実の自分は、暴ぼう走そうしたトラックにはねられて、空中に舞って、でもって壊こわれた人形みたいな情けない格かつ好こうで、くるくる回りながら落ちてきているに違ちがいない。

　落ちる先が柔やわらかければいいけれど。

　でもこの町は石いし畳だたみが多いし──

「………………！」

　誰だれかが叫さけんでいる。

　眼めを見開いて──ただただ驚きよう愕がくの表情を浮かべて。

（誰だっけ？　ああ──テレスか）

　テレス・テスタ・ランドリュース。

　エニーネの雇やとい主の妹。

　金髪碧へき眼がんの、まるでお人形さんの様に可愛かわいらしい少女だ。繊せん細さいで。可か憐れんで。典てん雅がで。まるで御お伽とぎ噺ばなしの天使かお姫ひめ様さまの様に。

　未まだその表情には、状じよう況きようを把は握あくできないが故の驚おどろきが色いろ濃こい。

　一緒に買い物に出てきた彼女は、未だエニーネに何が起こったのか理解できていないのだろう。

（あんたが巻き込まれなかっただけでも、まあ良かったかな）

　そんな事を考えながら。

　エニーネは硬かたい硬い地面に激げき突とつした。




　　　　●




「──遅おそかったな」

　開口一番にそう言ったのは──見るからに陰いん気きそうなコート姿の青年だった。

　昏くらい目め許もとと、長く伸のびた黒くろ髪かみ、そしてどことなく物もの憂うげなその表情のせいで、末まつ期ごの重病人か、さもなくば死神を想おもわせる容よう姿しをしている。

　不ふ謹きん慎しんを覚かく悟ごで言えば──この場には相応ふさわしい姿ではあるのかもしれない。

　此こ処こは病院なのだから。

　しかし──

「ギル……？」

　眉み間けんに皺しわを寄せてトルク・テスタ・ランドリュースは言った。

　ギルクリスト。

　下の名前は──今はどんな姓せいを名乗っているのかはトルクも知らない。かつては彼と同じくエネミナン姓を与あたえられた、同どう僚りようだった男だ。もっとも──だからといって『仲間』や『友人』という言葉で言い表して良いかというとまた疑ぎ問もんが残る。少なくともギルクリストは、トルクとの関係をそういった言葉で定てい義ぎされるのを嫌いやがるだろう。

「何な故ぜ……君が此処にいるんだ？」

「かなり動どう揺ようしてる様じゃないか」

　壁かべにもたれかかって腕うでを組んだまま、僅わずかに首だけ傾かたむけてトルクを睨ねめ付けながらギルクリストは言った。

「昔むかしの口く調ちように戻もどってるぜ？」

「…………」

「テレスの奴やつも相そう当とう慌あわてふためいていたみたいだがな」

　ギルクリストは自分の脇わきに在ある扉とびらに向けて顎あごをしゃくってみせる。

　両開きの大きな扉の上では『手術中』を示す赤いランプが煌こう々こうと点ともっている。

「俺が此処に居るのはな」

　ギルクリストは足あし下もとに置かれたトランクを爪つま先さきでつついてみせた。

「事故現場の近くで仕事中だったからさ。いきなりディスパレイトの支し配はい権けんが根ね刮こそぎもってかれてな。一瞬──何事かと思ったぜ」

「……〈女王レジヤイナ〉!?」

「ああ」

　皮ひ肉にくげな笑えみを浮かべるギルクリスト。

「『出た』みたいだな。テレス自身に危険が及およんでいた訳でもねえのによ」

「…………」

〈女王〉。

　それはかつて隣りん国ごくアルメダ連れん邦ぽうにおいて、ディスパレイトの兵器運用を目もく論ろんでいた研究組そ織しき──ハインズマン機関が、品種改良の末すえに生み出した極きわめて特とく異いな〈ディスパレイト〉の名前である。

　トルクもギルクリストも共にこの〈女王〉関連の施し設せつに居た事があり、二人にとって、その単語は単なる回想以上の意味を持つ。

　ある意味──それは二人の人生を変えた存そん在ざいでもあったのだから。

「あの小こ娘むすめ、テレスにも随ずい分ぶんと懐なつかれてる様じゃねえか」

　詳くわしい状況はさておき──エニーネはテレスの目の前でトラックにはねられたらしいという事はトルクも聞き及およんでいた。

　恐おそらくテレスの中に居る〈女王〉の意識は宿やど主ぬしの激はげしい動揺と恐きよう怖ふを──自分が死に瀕ひんした際のそれにも匹ひつ敵てきする程ほどの──感じて顕けん在ざい化かしたのだろう。さもなくば表に出てこないというのがトルクと〈女王〉のかわした約やく束そくだったからだ。

「テレスは？」

「輸ゆ血けつ中ちゆうさ。割と珍めずらしい血液型らしいな」

　エニーネの血液型は千人に一人といったものであるらしく──輸血用血液が不足していたので、偶ぐう然ぜんながら同じ血液型のテレスから輸血する事になったのだそうだ。

「知りませんでした……」

　溜ため息をつく様にそう言ってトルクは掌てのひらで己おのれの目元を覆おおう。

「そんな事も──」

「そんなもんだろ」

　ギルクリストはつまらなそうにそう言うと懐ふところから煙草たばこを取り出してくわえる。
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「……禁きん煙えんですよ」

「堅かたい事言うんじゃねえよ」

　同じく懐から取り出したオイルライターで火をつけて──しばしギルクリストは煙けむりを吸すい込む。

　だが彼は十秒と喫きつ煙えんせずに、革かわ手て袋ぶくろに包まれた指先で火を消した。案外──彼は彼でエニーネの事故について動揺しているのかもしれない。

「ギル？」

「あの小娘には役所の時の騒そう動どうで、借かりがあるからな……」

　怪け訝げんそうなトルクに──ギルクリストは呟つぶやく様に言った。彼は続けて何かを言いかけて、しかし困こん惑わくしたかの様に口をつぐむ。

　彼が再ふたたび口を開いたのは、時計の秒びよう針しんが半周した位の時間が経たってからだった。

「ああいう女は……」

　彼自身が自覚しているのだろう。自分らしくない台詞せりふなのだと。

「……ああいう、強い女は、貴き重ちようだ」

「確かに」

　強いと言っても別にそれは腕わん力りよくの類たぐいを指さしている訳では、勿もち論ろんない。

　喜き怒ど哀あい楽らくが激しくて周まわりを振ふり回す。

　激げき情じように駆かられて暴走する事もしばしば。

　だがそれでも──自分の通すべき筋すじを知っていて、それをきちんと自分にも課せるのがエニーネだ。そしてそういう人間は、男にも、女にも、実は意外に少ない。

「昔むかしのテレスに似てる。ま──お前が気に掛かけるのも当然か」

「…………」

　トルクは膝ひざの上で両手を組んで床ゆかを見つめる。よく磨みがかれた清せい潔けつな床にぼんやりと自分の顔が映うつっていた。

「テレスは、昔の事を覚おぼえてねえようだが」

「ええ」

「今のテレスは──」

「昔の彼女とは違いますよ。それは勿論」

　トルクは言った。

「あの日、あの場所で彼女は死にました。それはもう紛まぎれもない事実です。私は──」

　トルクは溜め息をついて続けた。

「僕は何度か彼女を取り戻もどそうともしたけれど、それは、でも──」

　トルクは唇くちびるを嚙かんで、言った。

「新しく生まれたテレスを殺す事にもなる」

「…………」

「だから僕は特にテレスを昔の彼女に似せようとして教育はしてこなかった。彼女が望のぞむ様に、彼女自身を育てさせた。結果──僕等の知っているテレスはやはり失われたままだけれど、それでいいと──彼女もそれで良いと思ってくれると、僕は思う」

「相変わらず反へ吐どが出そうな位に甘あめぇな、てめーは」

「……そうだね」

　トルクは微び苦く笑しようを浮うかべる。

「……でも」

「うん？」

「そういう自分が、僕は嫌きらいじゃない」

「……おめでたい野や郎ろうだ」

　肩かたを竦すくめるギルクリスト。

　その時──

「──！」

　赤いランプが消しよう灯とうする。

　トルクが長なが椅い子すから立ち上がり、ギルクリストがもたれかかっていた壁かべから背中を離はなす。

　二人の青年が見守る中、するすると音も無く扉とびらが左右に開くと──手術室の中から二つのストレッチャーが運び出されてくる。

　一つにはテレスが横たわっていた。

「……テレス？」

　怪訝な表情で『妹』の名を呼ぶトルク。

　彼女は──眠ねむっている様だった。輸血をしただけならば意識があってもおかしくはないのだが、彼女は両りよう眼めを閉じたままトルクの声にも応じる事無く動かない。何も知らぬ者ならば彼女が手術を受けていたのだと──未まだ麻ま酔すいが掛かったままなのだと勘かん違ちがいしたかもしれない。

　そして二つめ。

　そこには言うまでもなく──

「コルバントさん」

　エニーネが横たわっていた。

　勿論──彼女も意識は無い。いつもどたばたと動き回ってトルク達を怒ど鳴なり散ちらしている彼女が、声も無く横たわっている様さまは──トルクにしてみれば何かひどく違い和わ感かんのある光景だった。

「御ご家か族ぞくの方ですか」

　運ばれていくストレッチャーに付つき添そおうとしたトルクを、しかし手術室から出てきた初老の医師が手て袋ぶくろを脱ぬぎつつ呼び止める。

「いえ。その──」

　トルクは若じやつ干かんながら頭の中で言葉を選んでから言った。

「コルバントさんは……御ご係けい累るいはいらっしゃらないと聞いた事があります」

「では貴方あなたは御ご友ゆう人じんか何かですか？」

「はい。彼女の職場の上司でもあります」

　トルクの答えに頷うなずくと──医師は言った。

「手術は一応、成功しました」

「一応──ですか」

　耳聡ざとく問い質ただすトルクに医師は顔をしかめて頷いた。

「かなり酷ひどい状じよう態たいでした。頭ず蓋がい骨こつを含ふくむ骨こつ折せつ六か所、内ない臓ぞう破は裂れつ二か所、その他諸もろ々もろ──正直、手術が成功したのは奇き蹟せきと言う他ほかありませんな」

「…………」

　トルクは言葉も無い。

　正直──そこまで酷い状態だとは思ってもみなかったのだ。

「ですから」

　医師は運ばれていくストレッチャーの方を見ながら言った。

「成功したとは言っても、油ゆ断だんは出来ませんし──以前の様な健けん常じよう体たいに戻もどれるかどうかも、今後の経けい過かを見ないと何とも言えません。肉体の一部の麻ま痺ひや、機き能のう異い常じようなど……何らかの障しよう害がいが残る可か能のう性せいも多分にあります」

「……そう、ですか」

　トルクはただ頷くしかない。

「とりあえずは集中治療室ＩＣＵに移します。勿もち論ろん、我々としても全力は尽つくしますが──」

　医師は一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまってから、言った。

「突つき放す様な言い方で申し訳ないが」

「はい」

「一度は、一命を取り留とめただけでも良しとしていただきたい」

　つまり今後エニーネの状態が悪化して死んでも文句は言うな──という事か。

「…………分かりました」

　一礼するトルクに小さく会え釈しやくして返礼し、医師と──そして彼の後から出てきた看かん護ご師しや助手の医師達は慌あわただしそうに立ち去っていった。手術室は此こ処こだけではない。他にも手術を待っている患かん者じやが居るのだろう。

「…………」

「…………」

　後にはトルクとギルクリストだけが廊ろう下かにぽつんと残される。

　やがて──

「人間──殺すのは本当に簡かん単たんなのにな」

　ギルクリストが言う。

「生かすとなると大おお事ごとだ──」

「そうですね」

　溜ため息をついてトルクは頷いた。
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　どさりと音を立てて──鍛きたえられた身体からだが砂すな袋ぶくろの様に、無む造ぞう作さに床へと這はった。

　本当に人間を殺すのは簡単だ。

　誰であろうと──職業や老ろう若にやく男なん女によの区別無く同じ事である。

　爆ばく弾だんだの銃じゆう弾だんだの刃は物ものだのを使う必要も無い。適てき切せつな位置に適切な角度と強度で打だ撃げきを加えればそれだけで事足りる。

　地じ獄ごくの様な訓くん練れんを経へてきた兵士といえど、死ぬ時はこの様にあっさりと死ぬ。

「──私は学んだよ」

　安あん楽らく椅い子すの上で揺ゆられながら銀ぎん髪ぱつの男は謳うたう様に言った。

「あの収容所で。あの夜に。無む能のうは罪だ。無能は事じ態たいを悪化させる。だから早い段だん階かいで速すみやかに取り除のぞかれねばならない」

「はい」

　床の上の死体には一いち瞥べつもくれず、男の傍かたわらで一人の娘むすめが頷いた。

　未まだ若い。年ねん齢れいは二十代半なかばといった辺あたりだろう。

　だが若者という言葉からしばしば連れん想そうされる闊かつ達たつさがまるで無い。その様子はひどく虚きよ無む的てきで、まるで人形の様に──いや死体の様にそれは、人の形をしているだけの物体として、ただそこに在あるだけのものだった。

「全く……こんな単たん純じゆんな作業もこなせないではな。ところで目標に監かん視しは？」

「付けてあります。ですが、私の判はん断だんで二級監視から三級監視に変へん更こう致いたしました」

「それは何な故ぜかな？」

　銀髪の男は怒おこる様子も無く、むしろ面おも白しろがる様な口調で尋たずねる。

「トルク・エネミナン、及およびギルクリスト・エネミナンの姿が確かく認にんできました。一人ずつならばともかく、両者揃そろってとなると、二級監視で完かん璧ぺきを期きすためには人員が不足気味でした」

「なるほど。理に適かなっているな。よろしい」

「はい」

　娘は頷く。

　褒ほめられても──その顔に表情は生まれない。恐おそらくは罵ば倒とうされても同じだろう。事実を事実として認みとめ受け止めているだけだ。

「ふふ。ふ。ふふふ。ふ。ふふ。さて──」

　銀髪の男はぎいぎいと安楽椅子を揺らしながら笑う。

「放牧の時間は終わった。そろそろ回収しなくてはな？」

「はい」

「一週間後、もう一度仕し掛かけろ。今度はトルク達に気づかれても構かまわん。まずは確実に〈女王〉の回収を」

「了りよう解かいしました」

　娘は一礼した。
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　本当に人間は簡単に死ぬ。

　ミュン・テテル・テテリ・フォーレミアンはそう思う。

　ただしそれは体力とか生命力とかそういった即そく物ぶつ的てきな意味ではない。彼女は銀行員なので銃弾やら刃物が飛び交かう様な分かり易やすい修しゆ羅ら場ばには縁えんが無い。だがある意味で分かり易い凶きよう器きなどよりも遥はるかに恐おそろしいものが飛び交うのが彼女の職場だ。それはじりじりと、しかし確実に犠ぎ牲せい者しやを追い詰めて滅ほろぼす。避よければいい凶器と違ちがって──大たい抵ていの場合には逃にげられない。

　金カネの事だ。

　ただの紙切れや数字に過すぎない癖くせに、それはあっさりと人の運命を狂くるわせる。そして狂いきった先には死が待っている事が多い。特に彼女の所しよ属ぞくする部門は不ふ良りよう債さい権けんの取り立てやら何やらが業ぎよう務むだったりするので、誰それが借しやつ金きんを抱かかえて線路に身を投げた──などという話は日常的に耳にする。

　だから……彼女にとって訃ふ報ほうとは別に珍めずらしいものではない。

　エニーネが車にはねられて入院したと──そして重じゆう態たいで未いまだ予よ断だんを許さぬ状態であるのだと聞いた際にも、彼女は多少の覚かく悟ごを胸に見み舞まいへと出で掛かけた。テレスやトルクに掛ける慰なぐさめの言葉なども吟ぎん味みしつつ。

　そして──

「──なのに」

　ミュンは長々と溜め息をついた。

「何ですのこの有あり様さまは？」

「え？　何か言った？」

「いいえ。何にも」

　うんざりした表情で首を振ふるミュン。

　座すわり心ごこ地ちの悪い丸まる椅い子すにちょこんと腰こし掛かけた彼女の前には──エニーネの姿がある。

　あちこち包ほう帯たいを巻いたままで。

　確かに病院指定の病人服姿で。

　そこまではまあ事前に想像した通りではあったのだが──

「……病人食ってまずいまずいってよく言うけど意外にイケるわね」

　平へい然ぜんと身を起こし、冬とう眠みん支じ度たくでもしてるのかと思う位に、物もの凄すごい勢いで食事をかっ込んでいるエニーネと対面するとは……さすがのミュンも予想外だった。

　ミュンの内心が分かるのだろう、壁かべ際ぎわでミュンが持じ参さんした花を花か瓶びんに生いけているテレスも若じやつ干かん苦く笑しよう気ぎ味みだった。

「私が聞いた限りでは、手術は成功したものの、未だ予断を許さない──つまりは危き険けんな状態であると」

「うん。割とそういう感じだったみたい」

「…………」

　あっけらかんと頷うなずくエニーネを見て眉まゆを顰ひそめるミュン。

　顔色も悪くないし、仕し草ぐさにもメリハリが効きいている。とても三日前に大手術を受け、更さらに今朝けさまで集中治療室ＩＣＵに居た人間とは思えない回かい復ふく振ぶりである。

「先生もびっくりしてたみたい」

　ミュンが呆ぼう然ぜんと見ている間に病人食の器うつわは全すべて空からになり──エニーネはテレスが買ってきたらしいパンの袋ふくろに手を伸のばす。

「奇き蹟せき的てきな回復力だってさ」

「……奇蹟ねえ」

　ミュンは呟つぶやく。

『奇蹟』──実を言えばミュンはその手の言葉を信じない。偶ぐう然ぜんはあるかもしれないが奇蹟は無いと彼女は考えている。どれだけあり得ない様な事に見えても──それが現実の事態として発生した以上は、必ひつ然ぜんたる理由があるのだと。

「日ひ頃ごろの行おこないが良いからね。きっと」

　とエニーネ。

「お気楽な事を……」

　だがまあエニーネが元気である事そのものは歓かん迎げいすべきだろう。

「ところでトルクさんは？」

「お兄ちゃんなら」

　テレスが言った。

「事務所に戻もどってます。ディスパレイトの世話もありますし──昨日まで集中治療室ＩＣＵの前でずっと座り込んでましたから、少し休むのも兼かねて」

「ふぅん？」

　意味ありげに笑ってエニーネを見つめるミュン。エニーネは一いつ瞬しゆん、意味が分からないといった様子で眼めを瞬まばたいていたが──

「ずっと集中治療室の前に──ね。とてもとても部下想おもいの上司を持って幸しあわせですわね、コルバントさん？」

「あ……えと。そ、そうね」

　流石さすがにミュンの台詞せりふの裏に隠かくされた冷ひやかしには気づいたようで、赤面しつつエニーネは頷いた。

「そういえば」

　ミュンは話題を切り替かえる。

「トラックの運転手の方はどうなりましたの？　損そん害がい賠ばい償しよう……かなり取れると思いますけれど」

「それが」

　答えたのはテレスである。

「捕つかまってないらしくて」

「あらあら」

　ミュンは脳のう裏りで入院費用を概がい算さんする。

「……大変ですわねコルバントさん。このまま犯人が捕まらなければ入院費から手術代からぜーんぶ自じ腹ばらですわよ？」

「げっ……!?」

　呻うめくエニーネ。

「……って事は」

「まあ幸い回復がお早い様ですから、入院費そのものは少なくて済すむでしょうけど」

「テレス」

　エニーネはパンを置いて真しん剣けんな表情を浮うかべる。怪け我が人にんとは思えぬ気き迫はくを背せ負おった彼女にテレスが思わず身み構がまえながら──尋たずねた。

「な……なんでしょうエニーネさん？」

「退院するわ。手続きして」

「だ……駄だ目めですよいくらなんでも！　今朝まで集中治療室に──」

「大だい丈じよう夫ぶだから！　自分の身体からだの事は自分で分かるわよ！」

「でももし悪化とかしたら──」

　たじろぎながらもそう反はん論ろんするテレス。

　だが──

「このまま延えん々えんと入院費用払はらってたらストレスで胃が溶とけるわッ！　自じ慢まんじゃないけど蓄たくわえなんて全然無いわよ私は！」

「ほ……本当に自慢じゃないですね」

「労働基き準じゆん法ほうぎりぎりの低賃金でこき使ってる雇こ用よう者しや側が言うなッ！」

　喚わめくエニーネ。

　ミュンは笑いながら言った。

「ま……命あっての物もの種だねですわよ。お金に困った時には当銀行にどうぞ。各種返済プランも御用意しておりますわよ？」

「こんな所で商売すんなッ!!」
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「…………」

　こぽこぽこぽこぽこぽこぽこぽこぽ……
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　エアポンプ。水流ポンプ。プロテインスキマー。その他諸もろ々もろ。ランドリュース興こう信しん所じよの事務所内はいつもの如ごとく異生物デイスパレイト達を飼し育いくする為ための粋槽タンクの稼か働どう音おんに満みちている。

　神しん経けい質しつな人間なら耳について離はなれない微び細さいな音の群むれが低い唸うなりの様に薄うす闇やみの中に満ちて静せい寂じやくを押おしのけている。

　そして──




　──ぽぽ。

　──ぱぽ。

　──ぷぽ。




　時とき折おり混まじる異生物達の鳴き声。

　いずれもランドリュース興信所の中では珍めずらしくもない雑ざつ音おんである。エニーネに問えばきっと『いつもの事じゃない』と答える様な、本当に余よ人じんにはありふれた──音。

　だが……

「誰か入りましたか……」

　事務所の真ん中に立ってトルクは辺あたりを見回した。

　勿もち論ろん──事務所の内ない観かんは何も変わっていない。特に荒あらされた形けい跡せきも無い。机の上のペンの位置から、壁かべに貼はられたメモまで、トルク達が最後にこの事務所の中を見た時から何も変わっていない。

　しかしそれでもトルクには分かる。

　誰か──トルクでもエニーネでもテレスでもない誰かがこの事務所に入ったのだ。それも半日と経たっていない。

　相そう違い点てんはディスパレイト達だ。

　彼かれ等らの反応がいつもと違ちがうのである。

　何も考えていない様に見えて──彼等はこれでなかなか繊せん細さいな生き物だ。粋槽の硝子ガラス越ごしにきちんと飼かい主達の姿を見ている。

　勿論それは単に、人間が太陽とか月とかを見る様な感覚と同じ──個別の生き物としてではなく、自分達の周囲に在ある『環かん境きよう』の一部として認にん識しきしているだけなのかもしれないが、何にしても彼等は見知らぬ人間が近寄ってくると意外に神しん経けい質しつな反応を示す。特にそれが彼等の『家』──縄なわ張ばりと認めた場所なら尚なお更さらに。

　はっきり言えばディスパレイト達が怯おびえて警けい戒かいしているのだ。いつもと変わらぬ様に聞こえる彼等の鳴き声もトルクにははっきりと違いが分かる。

　だが……

「……何者ですかね」

　逆に言えば侵しん入にゆう者しやの痕こん跡せきはそれだけだ。

　鍵かぎも壊こわされていなかったし、何か盗とられた様子も無い。勿論、足跡の類たぐいも皆かい無むだ。

「身に覚おぼえは山程ほどあれど──」

　テレスと共にランドリュース姓せいを手に入れ、この街に定てい住じゆうするまでは危険な事も何度かやった。違い法ほうな事も含ふくめてだ。

　軍を出てからは殺人の類は一いつ切さいしていないが──それでもトルクの事を恨うらみに思っている人間は、それこそ先日逮たい捕ほに協力した違法業者から、何から、大量に居るだろう。

　ただ生きているだけでも、なにがしかの恨みやら嫉ねたみやらを買う様に出来ているものだ、人間という存在モノは。

「どうも何か……嫌いやな予感がしますね」

　壁の様にそびえる粋槽の群むれの前でトルクは膝ひざをついて床ゆかに指先を這はわせる。

　リノリウムの冷たく──そして乾かわいた感かん触しよくだけが伝わってきた。

　粋すいがこぼれていない。

　見知らぬ人間が来たのだとしたら──警戒心から暴あばれた個体だって居てもおかしくはない。応接室のディスパレイト達は比ひ較かく的てき大人しい種類だが、奥おくの事務室に居るディスパレイト達は特に神経質な個体が多い。

　なのにどの粋槽の前にも粋がこぼれていないのだ。

　という事は──

「──異生物デイスパレイト・使いハンドラー。それも瞬しゆん間かん的てきに、神経質な種類だけを選別して押さえ込める様な」

　知識と、経験と、そして能力。

　それも極きわめて高度な。

　例たとえばトルクやギルクリストの様な──

「…………」

　ふとトルクの脳のう裏りを過よぎるのは先日の違法業者の顔だ。

　かつて同じく〈亡霊フアントム・大隊バタリオン〉と呼ばれる隣りん国ごくアルメダ連れん邦ぽう特とく務しゆ部隊に所属していた男。あの男は間ま違ちがいなく刑けい務む所しよの中だが──〈亡霊大隊〉の生き残りがどれだけ居るのかトルクは知らない。

　トルクやギルクリストは元々その〈亡霊大隊〉で育った。

　実験体として。

　そして生物兵器として。

　ディスパレイトを兵器利用する際さいの、司し令れい塔とうとして、〈亡霊大隊〉の少年兵士達は額ひたいにディスパレイトの脊せき髄ずいから創つくり出された骨こつ針しんを埋うめ込まれている。

　今でこそ流りゆう出しゆつした軍事技術によってより簡かん易いに、装そう身しん具ぐに加か工こうしたディスパレイトの脊髄によって、ディスパレイトを制せい御ぎよする技術が確立しつつあるが──それらは全すべて、トルク達実験体を使って集められたデータを元にして創られたものだ。

　故ゆえに所しよ詮せん、それらは紛まがい物に過ぎない。

　トルク達の様に、直接己おのれの脳に骨針を埋め込んでいる〈異生物デイスパレイト・使いハンドラー〉達に比べると、二段、三段とその能力は劣おとる。

　となると──

「……まさか」

　彼は死んだ。多分。

　トルク自身が殺したのだ──この世でたった一人、自分と血を分けた兄を。

　だがトドメは刺さしていない。

　あの状じよう況きようで彼が助かるとは思えないが、しかし……思えばトルクにしてもギルクリストにしても今こうして生きているのが不思議な位ではある。そう考えると──彼が生きている事を否ひ定ていする証しよう拠こは何も無い。

〈亡霊大隊〉が壊かい滅めつした事件──アルメダ連邦のレガウス強制収容所暴ぼう動どう事件における、逮捕者、死亡者のリストの中にも彼の名は無かった。勿論──戦場においては遺い体たいから個人を特定出来ない事もあるし、死体も残らない死に方をする者も居る。〈亡霊大隊〉の隊員名めい簿ぼはトルクやギルクリストを含め『行方ゆくえ不明』の印を押おされている部分の方が多かろう。

　しかし……もしあの男が生きていたら。

　生きて──更に『行方不明』となっている〈亡霊大隊〉の生き残りを率ひきいているとしたら？




　──ぱぽ？

　──ぽぽぽぽ。

　──もぽっ？




　微び妙みようにディスパレイト達の鳴き声が変化する。恐おそらく彼等も漠ばく然ぜんと感じ取っているのだろう──トルクの背中に漂ただよう気配に変化が生じたのを。

「ダラス……」

　呟つぶやく彼の声は低く震ふるえていた。
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「……なんで俺おれがこんな事を」

　ぶつぶつと呟きながらギルクリストは両手に提さげたビニール袋ぶくろを見下ろす。

　中身はテレスに頼たのまれた諸々の品だ。

　いつまでも事務所を閉しめてエニーネについている訳にもいかず、トルクは三日ばかり放ほう置ち気ぎ味みだったディスパレイト達の世話を兼かねて事務所に戻もどった。テレスはエニーネの介かい護ごにつきっきりだ。めざましい回かい復ふくをしているとはいえ、やはり色々と──主にトイレとか何とか──人手は必要なのである。

　という訳で、エニーネの入院の為ために必要な諸々の買い物を、たまたま顔を出したギルクリストが頼まれてしまったのである。

　しかも女物の下着とか生理用品まで。

　正直──それぞれを店先でレジに出した瞬間、店員のモノ問いたげな視し線せんに耐たえかねて、ディスパレイトを呼び出して全て破は壊かいしてやろうかと本気で考えたギルクリストである。

「テレスの奴やつ……あの女と顔を合わせるとろくな事がねぇな」

　陰いん気きにそう呟きながら彼は病院の正面玄げん関かんをくぐって、エニーネの居る病室へと向かう。

　白く長い廊ろう下かを歩きながら──

「…………」

　気が付くと溜ため息をついている。

　つまらない馴なれ合いなど──仲良しごっこになど興きよう味みは無い。無かった。そういったものはすぐに壊こわれる。壊れて無意味になる。それをギルクリストはよく知っている。

　人を好きになるという事は、理由も無く安あん易いに行われるべきではない。彼はそう考えている。安易に色いろ恋こいに溺おぼれた母が彼を産うみ──誰からも邪じや険けんにされ続け、ついには軍に人体実験用の『動物』として売られた少年時代の経験から、彼の中でそれは信念の様なものとして凝こり固まっていた。

　優やさしいからとか。

　楽しいからとか。

　嬉うれしいからとか。

　そんな曖あい昧まいなもので他人を好きになってはいけない。それはきっと自分の足をすくう。周囲の人間も不幸にする。

　だから──

「だから、そうならねえように気をつけてきた筈はずなんだがな」

　むしろ飼かい主と飼い犬の関係の方が分かり易やすい。それは単純な実じつと利の関係だからだ。それは曖昧さの介かい入にゆうする余よ地ちなど何ど処こにも無い。有能であればいい。ただそれだけの事で──それ以上でもそれ以下でもない。

　そう思っていた。ずっと。

　しかし……

「…………」

　がりがりと乱らん暴ぼうに後頭部を搔かきながらギルクリストは──

「──!?」

　ぎくりと足を止めた。

　それは殆ほとんど本能の様な感覚だった。

　何度も何度も、あと半はん歩ぽ踏ふみ出せば奈な落らくの底──そんな経験をしてきたが故に、ギルクリストには危険を察さつ知ちする感覚が備そなわっている。

　そして。

「──てめえ？」

　それは廊ろう下かの奥おく──彼の正面に立っている一人の娘むすめから発せられていた。

「…………」

　短く──男の様に短く亜あ麻ま色いろの髪かみを刈かり込んだその娘は、ごくごく普ふ通つうの格好をしていた。枯かれ葉は色いろのジャケットと同じく枯葉色のズボン。動き易さ優ゆう先せんで、あまり女らしさを感じさせない衣い装しようではあるが──最近ではこういう格好の娘も別に珍めずらしくはない。

　その左手に提げたスーツケースにしても別にそう珍しい代しろ物ものではない。

　だが──

　何時いつの間まに外はずしたのか。

　スーツケースの蓋ふたがぱたんと開く。

（──まずい！）

　反はん射しや的に腰こしの後ろに下げている銃じゆう剣けんの柄つかに手を掛かけようとして──だが。

　彼の両手にはビニール袋が提げられていて。

「……ッ！」

　それが本当に一いつ瞬しゆん、文字通り瞬まばたき一度分だけの時間、彼の動きを遅おくらせた。

　そしてそれが──決定的な敗はい北ぼくを彼にもたらした。

「〈ハターノン〉。舞まえ」

　娘の命令と同時にふらりとスーツケースの中から顔を出したのは細長い──棒ぼう状じようの体たい軀くをしたディスパレイトだった。

　その細長い体軀がくいっと踊おどる様にうねる。

　次の瞬間──叩たたき付けられた衝しよう撃げき波はによって、ギルクリストはビニール袋と共に廊下をすっ飛んでいた。
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　異い音おん。

　それに気づいてテレスは顔をあげる。

「──何？」

　眼めを瞬かせながら彼女は不用意に病室の扉とびらを開ける。

　そこには──

「……え？」

　一人の娘が立っていた。

　平へい凡ぼんな外見の──やや男っぽい格好だが、特とく徴ちようといえばそれだけの様な、若い女性だ。

　勿もち論ろん、テレスは見覚えの無い相手である。

　エニーネの知り合いかと思って確かめようと──

「テレス」

「──え？」

　振ふり返りかけた彼女の動きを、何処までも平へい坦たんな娘の声が制した。

「〈女王〉を宿す者」

　娘はガラス玉の様に感情を含ふくまぬ冷たい瞳ひとみで言ってきた。

「少佐の命により、お前を回収する」
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　考えてみればそれは初めての経けい験けんであった。

　ただ呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむだけのトルクを、エニーネが目まの当たりにしたのは。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　彼はいつも吞のん気きに緩ゆるんでいる様なところがあって──その物もの腰ごしにはおよそ緊きん張ちよう感かんというものが無い。その立ち居い振ふる舞まいに小こ憎にくらしい程ほどの余よ裕ゆうがあるのだ。実じつ際さい、銃じゆう口こうを突つき付けられても彼は焦あせった様子一つ見せなかった。

　それは……恐おそらく実力に裏うら打うちされた自信の顕あらわれではあるのだろう。

　異生物デイスパレイト・使いハンドラーとして一流というだけでなく、体術に関しても並々ならぬものを彼は備そなえている。街のチンピラ程度の相手ならば、十人やそこらまとめて叩たたきのめす場面を、エニーネは何度も見てきた。彼は普ふ通つうに生きている分には、緊張する必要が無いのだ。

　だからこそ……彼が表ひよう情じようを強こわ張ばらせたまま、棒ぼうの様に突っ立っているだけのその姿は、事じ態たいが如い何かに深しん刻こくなのかという事を改あらためて物語っていた。

「……ごめん……トルク」

　エニーネは呻うめく様に言った。

　場所はエニーネが入院する病院の個室。

　その殆ほとんど全すべてを白に塗ぬり込められた殺さつ風ぷう景けいな室内で──ベッドの脇わきに置かれた花か瓶びんが僅わずかながらも潤うるおいを提供している。

　そしてその向こう──窓まど辺べでは白いカーテンが風に煽あおられて揺ゆれていた。

　開かれたままの窓。

　そこから花瓶に花を活いけてくれた少女──テレスは連れ去られた。

　誘ゆう拐かいしたのは若い女だ。年ねん齢れいは二十代半なかばといったところか。だが分かっているのはただそれだけ──少なくともエニーネの記き憶おくに在ある顔ではなかった。

「本当にその……一いつ瞬しゆんの事で……」

「あ……いや」

　ふと我われに返った様子でトルクは首を振った。

「貴女あなたの判はん断だんは間ま違ちがっていません」

　右の掌てのひらで口元を押おさえてトルクは言う。

　口調こそ柔やわらかいが──手で頰ほおから下を覆おおっているのは、苛いら立だたしげに引き攣つる唇くちびるや、嚙かみ合い軋きしる歯を隠かくす為ためなのだろう。

「下手へたに抵てい抗こうすればコルバントさんは殺されていたでしょう」

「──トルク？」

　エニーネは眼めを瞬まばたかせて問うた。

　単にエニーネを慰なぐさめる為の台詞せりふとは思えない。トルクの物言いはあまりにも断定的で、確信の響ひびきが備そなわっていた。

「貴方あなた──犯はん人にんの目め星ぼしがついてるの？」

「…………」

　トルクは口元を押さえたまま無む言ごん。

　代わりに──

「元〈亡霊フアントム・大隊バタリオン〉指し揮き官かん──ダラス・クラウ・エネミナン」

　物もの憂うげな声が投なげ掛かけられる。

「トルクそいつの兄貴さ」

　揃そろってそちらを振り返るエニーネとトルク。

　病室の入り口──その脇の壁かべに縋すがる様にして片かた肘ひじをつき身体からだを支ささえながら、一人の青年が立っていた。

「ギルクリスト……」

「テレスをさらってったのは──俺おれ達たちの御ご同どう輩はいさ。なら背はい後ごに居るのはあの人だろ」

　元トルクの同どう僚りようという陰いん気きな異生物使いは自じ嘲ちようめいた響ひびきさえ声に混まぜてそう言った。

「──根こん拠きよは？」

　尋たずねつつもトルクの口調には怪け訝げんの響きが無い。彼自身もそう思っている事を確かく認にんする為だけの……それは台詞だった。

「異生物使いは別に今いま更さら珍めずらしかねえがな。特に制せい御ぎよ用具を使ってる様子は無かったし──何より命令に対する異生物デイスパレイトの反応速度レスポンスが一いつ般ぱんの異生物使いにしちゃ早すぎる。間違いねえ──新たに『生産』されたのでもねえ限り〈亡霊大隊〉の生き残りさ」

「〈亡霊大隊〉──」

　その禍まが々まがしい名前にはエニーネも覚えがある。確か──かつてトルクが居たという特とく殊しゆ部隊の名の筈はずだ。

「ダラスは──兄は死んだ筈です」

　ぽつりとトルクは言った。

　その横顔に──ひどく陰いん鬱うつなものが張り付いている様に見えるのは、エニーネの錯さつ覚かくだろうか。

「トドメは刺さしてねえだろうが」

　せせら笑う様にギルクリストが言う。

「たとえ兄が生きていたとしても……今更、何を？　〈亡霊大隊〉は解体され、当時の計画に関かん与よしていた者達は更こう迭てつされた筈です」

「ボケたかてめえは」

　ギルクリストの声に呆あきれの響きが混じる。

「公式発表を鵜う吞のみにしてんのか？　報道されねえからって存そん在ざいしない訳わけじゃねえぞ」

「それって……」

　エニーネは思い出す。

『元もと々もと帳ちよう尻じり合わせの為に、軍ぐん籍せきの無い、『見えない兵士』を飼かっていたり』

　トルク自身がかつて口にした台詞だ。

　組そ織しき図ずにも記き載さいされない。予算案にも計けい上じようされない。それ故ゆえにこそ軍上層部や為い政せい者しやにとって非常に都つ合ごうの良い存在──

〈亡霊大隊〉。

『見えない兵士』

　幾いくつかの単語が繫つながって……今まで漠ばく然ぜんとした想そう像ぞうに過ぎなかったものに明めい確かくな輪りん郭かくを与あたえていく。

「トルクもギルクリストもその……『見えない兵士』だったって事？」

「……なんだ。教えてなかったのか？」

　殊こと更さらに驚おどろいたかの様に、片かた眉まゆを上げてエニーネを振り返るギルクリスト。

「そうとも。俺もトルクも元々は軍の特殊部隊に所属していた『見えない兵士』さ。戸こ籍せきはとうに抹まつ消しよう済ずみ、戦死しても計上されない軍の備品、殺人兵器だったって訳だ。そもそも〈軍用基準性ミルスペツク能調整児童・チヤイルド〉といって──」

「──ギル！」

　鋭するどい声でトルクが続きを制する。

　ギルクリストは嘲あざける様に眼を細めてトルクを振り返った。

「そんなに、この娘むすめに自分テメエの素す性じようを知られるのが怖こわいか？　テレスを守る為なら世界中を敵にしても平気──ってな面ツラをしていたトルク様がよ？」

　彼の声はひどく挑ちよう発はつ的てきだった。

　だが──

「……いや」

　トルクは溜ため息をついて首を振った。

「そこから先は僕が話す。僕の事も。テレスの、事も」

「…………」

　ギルクリストは肩かたを竦すくめて黙だまり込んだ。

　トルクが改めてベッドの上のエニーネに向き直り──頭を下げた。

「今まで黙っていてすいませんでした。特に必要無いと思った事もありますが──決して聞いて愉ゆ快かいな話ではないので……つい」

「あ……いや、その、別に、いいんだけど、さ……」

　慌あわてて言葉を取り繕つくろうエニーネ。

　自分だってストリート・チルドレンだった頃ころの事はトルクには話していない。

　それに──

（……聞いちゃって、いいのかな）

　そんな躊ちゆう躇ちよがエニーネの中に在る。

　聞けば多分もう戻もどれない。

　仲良く『家族』だった三人組には──

「言いたくない事だったら、その、無理に話さなくてもいいっていうか──」

「いえ。コルバントさんの事故も仕し組くまれたものだった可か能のう性せいが高いです。最も早はや『無関係な従業員』で済すませられる話でもないでしょう。全すべてお話しします」

「あ……」

　そう言われてはエニーネも『聞きたくない』とは言えない。

　ままごとの終わりはいつも空むなしい。

　後に残るのは容よう赦しやない現実の山だ。

　だが──

「うん……分かった」

　眼めを逸そらしていても『先』は無い。

　胸の内で覚かく悟ごを決めて彼女は頷うなずいた。
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　かつてディスパレイトを兵器利用しようと考えた人々が居た。

　ハインズマン機関──生物兵器を主に研究する軍の特務研究組織である。彼かれ等らは先まず最初にディスパレイトの引き起こす超常現象を人じん為い的に制せい御ぎよする方法を考えた。

　ディスパレイトを、例たとえば軍馬や軍用犬の様に訓練する事は出来ない。

　例えば軍用犬ならば戦せん闘とう能力と制御性の要かなめとして、闘とう争そう心しんを引き出す為の教育と、忠ちゆう誠せい心を叩たたき込む教育を最初に基き礎そとして施ほどこしていく訳だが、ディスパレイトにこの教育を施しても──彼等が教育そのものを理り解かいできるかどうかはさておき──全くの無意味だ。

　ディスパレイトの引き起こす超常現象は、彼等の存在自体が、この世界の物理法則と軋轢コンフリクトを引き起こす事によって発生する。彼等自身の闘争本能や敵てき意い、警けい戒かい心しんと、その超常現象は直結していないのだ。

　その超常現象を兵器として制御する為には知性ある第三者の介かい在ざいが必ひつ須すである。つまり彼等の行動と現象の因果関係を知ち悉しつした上で選せん択たく的に命令を下せる人間の指し揮き者しやが必要だ。

　では……どうすればディスパレイトを人間が精密に制御出来るのか？

　ディスパレイト達の間に──種類を問わず──ある種の通つう信しん網もうの様なものが存在する事は研究の初期段階で分かっていた。彼等は一種の群体生物であり、何十──いや何千何百と集まって一つの生命を形成しているのではないかという仮説が打ち立てられた。

　ならば、その通信網に割わり込んで何らかの命令信号を打ち込んでやれば、ディスパレイトを制御出来るのではないか？──ハインズマン機関の人間達はそう考えた。

　何千何万というディスパレイトを解かい剖ぼうした結果、研究者達はディスパレイトの背せ骨ぼね──人間で言う所の脊せき髄ずいに相当する神経系が通った骨に、その通信網への送受信機能が備わっている事が分かった。

　不思議な事にこの骨はどのディスパレイトもほぼ同じ構こう造ぞうをしており、その機能は個体の生態や形態に依い存ぞんしない。

　ならば──人間に埋うめ込んでも機能するのではないか？

　何度かの動物実験の末すえ、人間の脳のう髄ずいにこの骨の欠片かけら──制御骨こつ針しんを埋め込む実験が行われ、それには、国中から買い集められた、子供達が使われた。

　勿もち論ろん、死亡者は大量に出たが、それを何倍も上回る数の被ひ験けん者しやが集められ、結果、数百名の少年少女がディスパレイトの司し令れい塔とうとしての『機能』を備えるに至った。

　この少年少女達を使って組織された特殊部隊がアルメダ連れん邦ぽう陸軍が幾いくつか保有する『存在しない部隊』の一つ──〈亡霊大隊〉だった訳だ。

「──その人体実験が行われていた研究施し設せつで、僕等は出会いました」

　椅い子すに座すわり、指を絡からませた己おのれの両手を見つめながらトルクは言った。ギルクリストも壁かべ際ぎわに置いた椅子に座って話を聞いている。

「テレスもその〈軍用基準性ミルスペツク能調整児童・チヤイルド〉だったの？」

　エニーネの問いにトルクは首を振ふった。

「いえ。テレスは更さらに品種改良を加えられたディスパレイト──その宿主ホストとなるべき実験体でした」

「……宿主？」

「その改良品種のディスパレイトは人体に寄き生せいする性質を備えていました。元々『粋すい』は人間の血液に非常に近いので──」

「…………」

　寄生。宿主。実験体。

　単語の積つみ重かさなりがおぞましい想像をエニーネの中で膨ふくらませる。

「特にテレスは改良品種の中でも更に特殊な亜あ種しゆ──〈女王レジヤイナ〉と呼ばれる指揮統とう率そつ型がたディスパレイトの寄生先として選ばれていました。稀き少しような成功例として彼女は重要視されており──特に〈亡霊大隊〉兵士の護ご衛えいが付けられていました。それが僕とギルクリストです」

「…………」

　つまりトルクとテレスは元々敵てき味み方かたに近い関係であったという事か。

　だが──

「元々僕等は親から軍に売られ──徹てつ底ていした品質管理の下もとで兵器として育てられた子供です。だから心の中さえ当時の僕は機械の様に冷れい徹てつでした」

「……想像がつかないわ」

　エニーネは呻うめく様に言った。

　彼女の知っているトルクは──あまり感情こそ表に出さないが、機械の様な冷たい人間ではない。

「そんな僕に人間らしい感情を教えてくれたのがテレスです」

「…………」

「僕は何とかテレスを解かい放ほうしてあげたいと思う様になりました。僕はギルの協力を得て研究所で暴ぼう動どうを起こし、その際のどさくさで軍を脱だつ走そうしたのです」

「それって……」

　──『ガレウス収容所暴動事件』。

　隣りん国ごくアルメダ連邦において兵器として研究されていたディスパレイトの存在が明るみに出た事件であり──結果的にはこの事件で流出した資料が民間の異生物デイスパレイト・使いハンドラーを生む事になったのだ。

「脱走の際に、僕は実の兄で〈亡霊大隊〉の指揮官だったダラスとも戦い──彼を倒たおしています」

「そして」

　ギルクリストがふと口を挟はさんでくる。

「テレスはその際に死んだ」

「え……？」

　エニーネは眼を瞬かせる。

「死んだって──でも」

「一度死んで、人格も何もまっさらになっちまったんだよ。テレスは……」

　ギルクリストは──珍めずらしく溜ため息をつく様な口調でそう言った。

「肉体は〈女王〉の力で修しゆう復ふく出来たがな。脳は──記き憶おくまではどうにもならなかった」

「…………」

　あるいはギルクリストもテレスの事が好きだったのかもしれない──ふとそんな事をエニーネは思う。

「赤ん坊同然になったテレスを、トルクこいつは、自分の妹として育てたんだ」

　相変わらずの皮ひ肉にくげな表情と声こわ音ねは変わらないが、辛つらいであろう過か去こを追つい憶おくする彼の姿は、いつもよりもずっと弱々しく見えた。

「その内、テレスが記憶を取り戻もどすとか、以前のテレスそっくりに育つとか……こいつは、そういうのを期待していたんだろうさ。だが俺おれの事を覚えていなかった事といい、相変わらず兄妹きようだいごっこをしていた事といい……無む駄だだった様だがな」

「……そうですね」

　トルクは溜め息をついて頷うなずいた。

「ギルの言う通りです」

「トルク……」

「僕は……コルバントさんだけでなくテレスまでずっと騙だましてきました」

　項うな垂だれた姿勢のままトルクは言う。

「自分の兄を裏うら切ぎって。自分を育てた軍を裏切って。そうまでして助けたかったテレスは死んで──彼女の姿をした別人が生き残って。それでも僕は自分のした事が間ま違ちがっていたとは思いたくなかったんです。だから──」

　そこでトルクは言葉を切った。

　続くべき言葉は無く、沈ちん黙もくだけが白い病室にわだかまる。

　そして……

「──もしテレスをさらったのがダラスの手の者だとしたら」

　トルクが口を開いたのは、時計の秒針が二回りばかりしてからの事だった。

「僕達を放ほうっておくつもりは無いでしょう。近々何らかの連れん絡らくが入る筈はずです」

「だろうな」

　と頷くギルクリスト。

「あの人は特にお前には色々思い入れがあったみたいだしな？」

「……ええ」

　苦にがい──本当に苦い笑いを浮うかべるトルク。

「ギル──」

　彼はふと思いついた様子で壁際の元同どう僚りよう兵へい士しを振り返った。

「なんだよ」

「君は──首くび輪わが恋こいしいと言っていたね」

「…………」

　ギルクリストの皮肉めいた──自じ嘲ちようめいた笑えみが僅わずかに深まる。彼をじっと見つめたままトルクは言葉を続けた。

「ダラスの処ところに戻る事も出来る。今なら」

「ちょ……トルク？」

　慌あわててエニーネが口を挟むが──トルクもギルクリストも彼女の方を一いち瞥べつすらしない。

「ダラスがどれだけの兵を率ひきいているのかは、分からないけれど。君程ほどの使い手なら、彼は喜んで再び受け入れ──」

「何が言いたい」

「…………」

　トルクは目を伏ふせて黙だまり込む。

　ギルクリストはそんな彼を忌いま々いましげに半はん眼がんで見つめ──

「てめえは卑ひ怯きよう者ものだな。昔からだけどよ」

「否定はしないよ。僕は……卑怯者だ」

　トルクは溜め息をつく様に言った。

「だが今回は許してやらねえ。自分の口で言え。はっきりと」

「…………」

　トルクはしばし無言で床ゆかを見つめていた。

　だが──

「手伝ってくれ、ギル」

　やがて彼は視し線せんを再びギルクリストに戻してそう言った。

「僕はテレスを取り戻す。だがその為ためには僕一人では力が足りない。お願いだ──僕に力を貸してくれ」

　トルクはそう言って立ち上がると、座ったままのギルクリストの前で深々と頭を下げた。

「…………」

　長々と溜め息をついて、ギルクリストは入れ替かわる様に立ち上がる。彼はそのままトルクの前を、そしてエニーネのベッドの脇わきを通り過ぎて、出口へと向かった。

　トルクは──無言。

　彼は頭を下げた姿勢のまま動かない。

「あの、ちょっと、ギルクリスト──」

　慌ててエニーネはギルクリストの背中に声を掛かける。

「待っ──」

「どうせ銃じゆうもナイフも用意してねえんだろ」

　ギルクリストは振ふり返りもせずに言った。

「……実を言うと車も無い」

　とトルク。そういえばこの間の事件でトルクの車は半はん壊かいしたままだ。

「世話が焼ける野や郎ろうだ」

「面めん目ぼくない」

「一通り、必要なもんは家ヤサから取ってくる。それまでに作戦を練ねるなりてめーも体調整えるなり、しとけ」

「……ありがとう」

　頭を下げた姿勢は変えずにトルクが言う。

　ギルクリストは一いつ瞬しゆん、足を止めて──

「──けっ」

　吐はき捨てる様にそう言うと、足早に病室から去っていった。
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　眼めが覚さめると、見知らぬ部屋の中に居た。

　床には絨じゆう毯たんが敷しかれ、亜あ麻ま色いろの壁かべ紙がみが貼はられた壁の一角には、小さいながらも暖だん炉ろが設もうけられている。暖炉の上の壁には何枚かの写真が飾かざられ──そして一人の男が安あん楽らく椅い子すに座すわって揺ゆられながらそれを眺ながめている。

　男はテレスに背を向けているので顔は分からない。だが蒼あおい軍ぐん帽ぼうからこぼれる銀ぎん髪ぱつ──トルクのそれとよく似た──だけは見て取る事が出来た。

「…………」

　一体此こ処こは何ど処こなのか？

　目の前の男は誰だれなのか？

　テレスは必死に記き憶おくを辿たどる。

　……そう。テレスは気を失うまでエニーネの病室に居た筈だ。そこにいきなり見知らぬ若い女性が入ってきて──こう言ったのだ。

『〈女王レジヤイナ〉を宿す者、少佐の命によりお前を回かい収しゆうする』──と。

　テレスにとっては全く意味不明の台詞せりふではあった。だが首を傾かしげたその直後、その女性の顔が彼女の視界一いつ杯ぱいに広がり、全身に衝しよう撃げきが走った。恐おそらくは一瞬で間合いを詰つめた女性がテレスに当て身を喰くらわせたのだろう。

「さらわれた……？」

「ふ。ふふ。ふふふ。ふ。その言葉は──正確ではない」

　ぎぃぎぃと安楽椅子を揺らしながら男が奇き怪かいな笑い声を漏もらす。

「我々は回収しただけだ──我々の所有物だったモノをな。元々お前は我々が創つくり出したモノだ。故ゆえに我等が手の内に還かえるのが正しい」

「……何を……言ってるんですか？」

　テレスは怯おびえる。

　荒こう唐とう無む稽けいな物言いではあるが──男の口調には錯さく乱らんや狂きよう気きの気配は無い。明らかに理性を伴ともなってその言葉は発せられている。
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　だからこそ恐ろしい。

　それはつまり──男の言う事が、少なくとも一種の真実であるという事なのだから。

「そうか。記憶を失っているのか」

　男は振り返る。

「…………」

　テレスは奇き妙みような既き視し感かんを覚えた。

　初めて出会う相手だ。少なくとも彼女の記憶の中にこの男の存在は無い。だが──それでいて奇妙に身近な印象があるのは、テレスにとって最も馴な染じみ深い人物の面おも影かげがそこに感じられたからだ。

「では私の事も忘れたかね、テレス」

「貴方あなたは──誰ですか？」

「ダラス・クラウ・エネミナン」

　男は言いながら微び笑しようを浮うかべる。

　トルクによく似た──しかし何かが決定的に異なっているその顔で。

「君が兄と呼ぶトルクの、更さらにその兄だよ」
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　カップを片手にエニーネは声を掛かけた。

「──トルク」

　場所はいつもの事務所である。

　テレスが何処に連れ去られたのか──手掛かりが皆かい無むに等しい現状では闇やみ雲くもに街の中を捜し回っても意味が無い。

　同時にテレスの誘ゆう拐かいの首しゆ謀ぼう者しやであるとされるダラスがトルクにある種の執しゆう着ちやくを覚えているのであれば──単にテレスを実験体として回収するという以上に、彼女を人質に使って何らかの連れん絡らくをしてくる可能性が高い。

　故にトルク達は事務所で待たい機きする事にしたのである。

　勿もち論ろん──エニーネは二時間前まで入院患かん者じやだった訳だが、強ごう引いんに退院して一いつ緒しよに事務所へと戻もどってきた。

　医者達は当然ながら、かなり難なん色しよくを示したが──念のためにと受けた簡単な検査で、彼女が実際に退院可能な程ほどに回復していると分かると、彼かれ等らは首を傾かしげつつも、それ以上何も言わなくなった。

　見み慣なれた部屋。

　見慣れた家具。

　見慣れた天てん井じよう。

　見慣れた粋槽タンク。

　どれもこれもが眼めに馴な染じんだものである筈はずなのに……何処か異い質しつに見える。テレスが一人いないだけで、こうまで変わるのかと思える程、事務所の雰ふん囲い気きはがらりと変化していた。

　いや──テレスが居ない事だけではない。

　トルクだ。

　異質な室内風景の真ん中に居るのは彼だ。

　トルクがぴりぴりと神経を張り詰めさせているのがエニーネにも分かる。恐らくそれに気づいているのは彼女だけでなく、異生物達も同様だろう。トルクを中心として伝でん播ぱし拡かく散さんした緊きん張ちよう感かんが、この部屋の雰囲気を変えてしまっているのである。

「トルクってば」

「あ──は、はい。なんでしょう？」

　二度呼ばれて──ようやく気づいたかの様に、ソファの上のトルクは顔をあげた。

「いや。その。御お茶ちや淹いれたから──」

　言ってエニーネは湯気を立ちのぼらせる白いカップを手て渡わたした。

「ああ。すいません──」

　そう言って受け取ってから、ようやく気づいたかの様な表情でトルクは眼を瞬かせ、エニーネを見つめる。

「いや──その。コルバントさん？」

「なに？　珈琲コーヒーの方が良かった？」

「そうではなくて。病やみ上がりなんですから、こんなに気を遣つかっていただかなくても──」

「大だい丈じよう夫ぶよ。もう全然平気」

　と拳こぶしを握にぎり締しめてみせたりなんかするエニーネ。

「ですが──」

「打ち所が良かったんでしょ。もう本当に全然、何処も痛くないし」

「はあ……」

　困こん惑わくな表情でトルクはしばしエニーネを見つめていたが……やがて諦あきらめた様子で溜ため息を一つついた。

「でも何か異常があれば、言ってください。自じ覚かく症しよう状じようの無い場合の方が深しん刻こくだったりしますし──貴女あなたまで何かあったら……」

　俯うつむくトルク。

　そんな彼の横顔はいつもよりもひどく弱々しく見えて……

「心配してくれるんだ」

「当たり前です」

　……だからこそ、いつもは最後の一線でエニーネに踏ふみ込むのを躊躇ためらわせていた何かが感じられない。

「──ちょっと、聞いて良いかな」

　言ってトルクの座すわっているソファの、隣となりに腰こしを下ろすエニーネ。

　並んで……という程ではない微び妙みような距きよ離り。

　間に誰かが一人座れる様な。

　いつもはそこにテレスが居た。

「何でしょう？」

「テレスの事。どうして『妹』って彼女に教えたの？」

「…………」

　トルクは視線を自分の膝ひざに落とす。

　やはり答えにくい事だったのだろうか。

「好きだったんでしょ？」

「ええ。好き──でした」

　とトルク。彼の言葉に微妙な抑よく揚ようがついている事にエニーネは気づいた。

　それは感かん慨がいだ──懐なつかしい過か去こを想おもう際さいの。

「『でした』？」

「ええ。過去形です。ああ──勿論、妹、家族としては今でも。ですが……」

　トルクは自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮かべて言った。

「言いましたよね。一度テレスは死んだと」

　彼女が今、生きているのは体内に居る寄生型ディスパレイト〈女王〉の備える肉体修復能力のお陰かげであり──同時に一度死んだからこそ彼女のそれまでの記き憶おく、そしてそれらが織おりなす人格は、綺き麗れいさっぱり無くなってしまっていたのだと。

「私は彼女をもう一度育てて自分の好きだったテレスに近づけようとしましたが……それはでも無む駄だでした」

　微び苦く笑しようがトルクの口元を過よぎる。

　深い深い──自嘲。

「そもそも一度死んだ人間をもう一度、蘇よみがえらせようなどと……それ自体が馬ば鹿かげていたんです。それは新たに生まれたテレスを──今の彼女を殺ころす事になります」

「…………」

　殺すという言い方は強ごう引いんに過ぎる気がしたが、トルクの言いたい事はエニーネにも理解出来た。

　全すべての記憶が消された上に再さい構こう築ちくされた人格が今のテレスなのだとしたら──その精神に連続性は無い。全くの別人だ。

「精神の死──か」

「私が愛したテレスは死にました。だからこそ──同じ顔をした彼女を、同じ存在として愛する事はもう出来ない」

　口調こそ独どく白はくめいた静かなものではあったが……それが絶ぜつ叫きように等しい告白なのだとエニーネは気づいた。

　この青年はずっと──守れなかった最愛の人の影かげと共に暮らしてきたのだ。

　それはつまり自分の罪の象しよう徴ちようを常に目の前に突つき付けられている事に等しい。テレスが笑う度たびに、テレスが泣く度に、もう自分が愛した彼女が居ないのだと思い知らされる──その度に、何度も、無限に。

「兄を裏切り、軍を裏切り、全てを裏切ってまでして──しかし私はテレス一人守れなかった。そんな私に彼女を愛する資格はありません。また目の前に居るのは私が愛した彼女でもありません。だから私は──」

　そこでトルクは言葉に詰つまる。

　だがエニーネにもその先は想像がついた。

　だからトルクは恋こい人びとではなく兄になった。

　テレスの死を受け入れる為ために。

　自分の罪と向かい合う為に。

「……そっか」

　エニーネは呟つぶやく様に言った。

　何か気の利きいた言葉を──とも思ったが咄とつ嗟さには出てこない。まして安っぽい慰なぐさめの言葉などトルクは欲していないだろう。

　だから──

「大変だったんだね」

　とだけエニーネは言った。

「……そうですね」

　トルクは微苦笑を浮うかべて頷うなずいた。

「大変でしたよ。当初、テレスは赤ん坊同然でしたからね。着き替がえさせたり、お風ふ呂ろ入れたりするのもやたらに手て間ま取どって──」

「助すけ平べい」

　ジト眼めで睨にらんでやると珍めずらしくトルクは慌あわてて首を振ふった。

「あ……！　いえ、ですから私は兄としてですね……！」

「分かってる。冗じよう談だん」

　と笑うエニーネ。

　次いで彼女はトルクの蒼あおい眼を覗のぞき込みながら言った。

「……ちょっと安心したかな」

「どういう事です？」

　眼を瞬かせて問うトルク。その姿は未いまだ幼おさない少年の様で──ひどく無む防ぼう備びに見えた。

「んー……つまりね」

　エニーネは深呼吸すると、立ち上がり、トルクに歩み寄る。

　ソファに座ったまま、怪け訝げんそうに自分を見上げてくる銀ぎん髪ぱつの青年に向けて少し腰を屈かがめると──そっと彼の髪かみに指を絡からませて。
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「…………」

「…………」

　時間にすれば三秒も無かっただろう。

　唇くちびるを離はなしてからエニーネは肩かたを竦すくめた。

「まあこういう事」

「…………コルバントさん」

「こういう時にするこっちゃないのは分かってるんだけどさ」

　エニーネは頰ほおが火ほ照てるのを自覚しながら、努つとめて軽い口調で言った。

「トルク──なんか、次に此こ処こを出て行ったら、戻もどってこない様な気がして」

「…………」

　反論が出ないという事は──望のぞむと望まずとにかかわらず、少なくともその覚かく悟ごは彼の中に在あったという事だろう。

「それと──トルク。貴方あなたがテレスを助けに行くのは──それは、どうして？」

　エニーネは表情をやや厳きびしくして言った。

「罪の償つぐないの続き？　それとも、単に妹を兄が助けに行くだけ？」

「…………」

　トルクは視線を自分の手元に落とす。

　あるいはそれは彼の中でも未まだ整理されていない事なのかもしれない。

「前者だったら、そんなのあんまり良くないと思う。テレスも多分──今のテレスも、喜ばない。だからね」

　エニーネはちょっと舌したを出して言った。

　まるで悪戯いたずらを告白する子供の様に──

「あんたの恋人の立ち位置は暫ざん定てい的てきでもいいから私が居てあげる。あんたは兄としてきちっと妹を助けてきなさい」

「コルバントさん──」

　トルクは喘あえぐ様にその名を口にする。

　そして──

「ところで先さき程ほどから入り口にギルクリストが居るのに気付いてますか？」

「──ッ!?」

　愕がく然ぜんと振り返るエニーネ。

　物もの凄すごい勢いきおいで横に流れた景色の終点に、見慣れた陰いん気きな異生物デイスパレイト・使いハンドラーの青年が、気まずそうに頰を搔かきながら立っていた。

「……見たの？」

　呻うめく様なエニーネの声にギルクリストは顔をしかめて言った。

「ああ……まあ」

「ど……何ど処こから……!?」

「『助平』の辺りからだな」

「…………」

「ま……俺には関係ない話だ、野の良ら犬いぬが通り掛かった程度だと思って忘れろ」

　とギルクリスト。

　この嫌いや味みで陰気な青年が、慰めるかの様な物言いをするという事は──余よ程ほど、傍はた目めにも背中が痒かゆくなるよーな、こっ恥ぱずかしい光景だったという事で。

「こ……こ……こ……」

「こ？」

　首を傾かしげるギルクリスト。

　次の瞬しゆん間かん──

「殺すッ!!」

　喚わめいて真っ赤になったエニーネは、ギルクリストに飛びかかっていた。

「のわっ!?」

「ちょ、コルバントさん!?　落ち着いて、落ち着いて、あの」

「死ね！　死んで忘れろッ！　っていうかお願い死んでっ！」

「忘れる、忘れるから手を──ぐえ」

「コルバントさん！」

　ギルクリストの首を絞しめるエニーネを、慌てて羽は交がい締じめにして止めるトルク。解放されたギルクリストは数秒咳せき込んでから、恨うらめしげな眼でエニーネを睨にらんできた。

「なんて力だよ、てめーは。見かけによらず馬ば鹿か力ぢから──」

　ギルクリストがそう言った──その時。

「──！」

　一同が揃そろって部屋の隅すみを振り返った。

　電話が──鳴っている。

「…………」

　トルクは電話機に歩み寄る。彼はまるで爆ばく弾だんを扱あつかうかの様な慎しん重ちような手つきで電話機の一部に触ふれ……そして受話器を持ち上げた。

「はい。ランドリュース興こう信しん所じよ」

『ふ。ふふふ。ふふ。ふ』

　恐おそらくトルクが外部スピーカーのスイッチを入れたのだろう。電話の相手のくぐもった笑い声がエニーネ達の耳にも届く。

　同時に──

「……！」

　びくりとギルクリストが身を震ふるわせるのが、エニーネの視界の端はしに見えた。

『久しぶりだな、トルク』

「…………ダラス」

『兄さんとはもう呼んでくれないのかい？』

「私はもうあの頃ころの私ではありません」

『結けつ構こう、結構。私もあの頃の私ではないよ。あの一件で私も色々と学ばせてもらった』

「…………」

『ふふ。ふ。ふふふ。ところでトルク。分かっていると思うがテレスは我々が回収した』

　外け連れん味みでもなく。気取るでもなく。ごく自然に──まるで彼女を物品であるかの様に言うその言こと葉ば遣づかい。

　エニーネはぞっとした。

　半なかば直感だが間ま違ちがいない。この男は必要とあれば卵の殻からを割る様に人間の首を折れる。

『本来ならば彼女さえ回収出来れば、それで事足りるのだがね。やはりこの八年間、彼女を育ててきたお前の経験は貴き重ちようだ。同時に単独行動時間が七万時間を超こえる〈軍用基準性ミルスペツク能調整児童・チヤイルド〉も居ない事を考えると──その意味でもお前達そのものが貴重な資料だ』

　兄と呼ばないのかと問いながら──兄としての言葉など一つも無い。研究者が実験動物に対するかの様な、淡たん泊ぱくすぎる単語がただ羅ら列れつされていくだけだ。

『今一度、私の元に戻もどってくるならば、過去の事は忘れて、再び受け入れてやろう』

「…………」

　ちらりとトルクはエニーネを、いや、彼女の隣となりで拳こぶしを握にぎり締めて立っているギルクリストを振ふり返る。

『そうそう。ギルクリストも近くに居るらしいな。彼にも聞いてみてくれ。今一度、私の役に立てるチャンスをやろうと』

　愉たのしげに電話の声はそう告げる。

『さあトルク。決断をしなさい。私はそうそう暇ひまではないから長くは待てないよ？』

「私も長く引っ張るつもりはありません」

　トルクは言った。

「私は貴方の元に戻るつもりはありません」

『そうか──残念だ』

　溜ため息を一つ。

　だがそれはまるで安っぽい芝しば居いの様に何処か中身を欠いた虚うつろな響ひびきを伴ともなっていた。

『ならば邪じや魔まにならない内に死になさい』

　その言葉と同時に。




　──びし。




　粋槽の二つに亀き裂れつが入った。

「──!!」

　愕がく然ぜんと振り返るトルク。

　それは──窓辺に積み上げられ粋槽と粋槽の間を縫ぬう様にして飛ひ来らいした銃じゆう弾だんがもたらした結果であった。音おん速そくを何倍も超えるその銃弾は、粋槽をかすめた際に、衝しよう撃げき波はで両りよう脇わきの硝子ガラスに亀裂を入れたのだ。

　何処から狙ねらっていたのかは分からないが、とんでもない狙そ撃げき技術である。

「コルバントさんッ!?」

　トルクの叫さけびに、きょとんとエニーネは眼めを瞬かせ──次の瞬しゆん間かん、自分の胸むな元もとから強きよう烈れつな熱が全身を走り抜ぬけるのを感じた。

（なっ──？）

　思わず熱の中心を見る。

　自分の左胸。

　そこに大きく開いた紅あかい紅い花──

「なっ…………？」

　訳が分からない。

「コルバントさん！」

「馬ば鹿か野や郎ろう、伏ふせろ！」

　トルクとギルクリストの叫びが交こう差さする。

　エニーネはひどく間ま延のびして感じる時間の中で、ゆっくりと床ゆかの上に倒たおれ──そしてようやくそこで悟さとった。

（撃うたれた……それも心臓を……！）

　言うまでもなく急所──致ち命めい傷しようだ。

　とてもではないが、今から救急車を呼んでも間に合うまい。どう考えてもエニーネの人生はここで終わりだった。

　反射的に手を胸に押し当あてる。

　だがそんなもので血が止まる筈はずがない。止まったとしても最も早はや、心臓を破は壊かいされては、それを循じゆん環かんさせる事は出来ない。

　遠とおからず脳も酸さん欠けつで破壊される──

（こ……こんな呆あつ気けない……）

　迫せまり来る無限の暗あん黒こくを感じてエニーネの意い識しきがもがく。トルクとギルクリストが何か叫び、動き回っているのが分かるが──それも何かカーテン越ごしに見ているかの様な、ひどく遠い感じがする。

（……トルク……！）

　自分を抱だき起こして何か叫んでいる愛いとしい青年の顔。

　それを見ながら──エニーネの意識は闇やみに落ちた。
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　エニーネ・マロル・コルバントは死んだ。

　それはもうこれ以上は無いという位に致ち命めい傷しようだった──何しろライフル弾だんで心しん臓ぞうを撃うち抜かれたのだ。人工心肺や低温手術法を用意出来る様な環かん境きようならばともかく、民家の屋おく内ないでは対たい処しよのしようが無い。

　血けつ流りゆうは停止し、即そく座ざに全身の細さい胞ぼうは壊え死しに向かって歩み始める。特に脳のうは虚きよ血けつ状じよう態たいに弱く、五分もすれば非ひ可か逆ぎやく的てきな損そん害がいを受け──たとえ血流の循じゆん環かんが再開されても重度の障しよう害がいが残る。十分もすれば完全に機き能のうを失い、その個人は死亡する。

　以上の事により──エニーネ・マロル・コルバントが助かる可か能のう性せいは零ゼロだった。僅わずか五分で彼女を病院に搬はん送そうし、人工心肺に接続する事は絶対に出来ない。何しろ姿の見えない狙そ撃げき者しやは未いまだ現場であるランドリュース興こう信しん所じよを狙ねらっているのだから、搬送どころか建物から出る事さえままならないのだ。

　故ゆえに──

（…………まあ色々言われてたけど）

　とエニーネは思う。

（死後の世界ってこんなんなのね）

　とことこと彼女は雪せつ原げんの様にまっ白な世界を歩いていた。

　勿もち論ろんこれは現実の風景ではあるまい。現実を認にん識しきするべき彼女の脳は現在、酸さん素そ供きよう給きゆうを絶たたれて機能停止及および自じ壊かい中ちゆうだ。

　なのでこれは多分、霊れい界かいとかあの世とかそーゆーもんなんだろうと、何ど処こか今ひとつ緊きん迫ぱく感かんの無い状態でエニーネは考えていた。

　そもそも死が怖こわいのは──自じ我がが消失するからだ。喜き怒ど哀あい楽らくを司つかさどる自分自身が存そん在ざいしなくなるから怖いのだ。

　だがこうして死後の世界があったりなんかすると怖さも半はん減げんする。世間的に言われているその手の話は『自我の消しよう滅めつ』に対する恐きよう怖ふを和やわらげる為ための、希望的すぎる妄もう想そうだとエニーネは考えていたが──こうして明らかに死んだ後もものを考える自分が居いる事を思うと、死はそんなに恐おそれるものでもないのではないかと思ったりもする。

　だが──

「そんな訳わけないでしょう」

　ふと声が掛かかる。

　気が付くと目の前にエニーネが居た。

「──え？」

　思わずそう漏もらしてエニーネは声も出る事に気付いた。まあ場所が場所なので現実の声ではなくて心の声なのかもしれないが、それはさておき。

　エニーネの前にエニーネが居る。

　まるで鏡の様に──

「なにこれ。どうして此こ処こにこんな美少女がッ!?」

「死の淵ふち覗のぞいてるってのに、いい根こん性じようしてるわねー」

　呆あきれた様に腰こしに手を当ててもう一人のエニーネは言った。

「しっかし……まさか、こんなにこき使われる事になるとは思ってなかったわよ。此処まで頑がん張ばったのって十年ぶり位かしらね」

「……何の話？　ってか誰だれよあんた」

「んー」

　エニーネの問いにエニーネは腕うでを組んで眉み間けんに皺しわを寄せる。

「厳げん密みつな話をするとややこしいのよね。私の一部は貴女あなたでもある訳だし」

「は？」

「私がこうして思考して喋しやべっていられるのは、貴女の脳の機能の一部を借りてるからよ。だから喋り方とか、イメージとかは貴女からの借り物。貴女の中に間ま借がりしてる私は、そもそも大して脳細胞も無いしね」

「…………よく分かんないんだけど」

　間借り？　脳の機能の一部を借りる？

　それは──

「まあ暫ざん定てい的てきなコードネームで良ければ」

　もう一人のエニーネは言った。

「私は〈女王レジヤイナ〉よ」

「…………それって」

　確かテレスの中に居たという──

「寄き生せい虫ちゆう!?」

「寄生型ディスパレイト！」

　もう一人のエニーネは顔をしかめて言った。

　どうやら寄生虫と一いつ緒しよくたにされるのはプライドが許さないらしい。

「そのディスパレイトがなんで──」

　自分の中に居るのか。

「テレスが望んだからよ」

　エニーネ──いや〈女王〉は言った。

「あんたを助けてって。そりゃもう必死に。まるで自分が死んじゃうかの様に──だから私が起きたの。本当は、テレスの身に危険が迫せまった時だけって約束だったんだけど」

「……あの、事故の後の？」

「そう」

　エニーネがトラックに撥はねられた後。

　彼女はテレスと血液型が同じだという事で輸血を受けている。どうやらその際にこの〈女王〉は血を媒ばい介かいにしてテレスの中からエニーネの中に移動したらしい。

「たまたま、血液型だけじゃなくて、あんたがテレスとよく似た体質──というか遺い伝でん子し構こう造ぞうを持ってたからね。私も問題なく移動できた訳だけども。凄すごい偶ぐう然ぜんよ」

「…………ひょっとして」

「そう。バレンババレン高原遊牧民ヴイアンの血」

〈女王〉は頷うなずいた。

「それも混血のね。純血よりも私の寄生に必要な遺伝形質が顕けん在ざい化かしやすいの」

「…………」

　確かにとんでもない偶然だ。

　だが──

「って。あんたが私の中に移っちゃって、テレスは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「…………」

　ふと〈女王〉は奇き妙みような笑えみを浮うかべる。

　何か──ひどく優やさしい笑みを。

「な……なに？」

「まずそっちが気になるんだ。なるほど、テレスが懐なつく訳よね」

「…………？」

　自分よりもテレスの心配が先に来る──その事に〈女王〉は感心している訳だが、エニーネは自覚していない。

「普ふ段だんは私は血から栄養貰もらって寝ねてるだけだからね。宿主ホストの危き機きにだけ起きてくるの。別に私が居なくてもテレスは普通に生きていける。銃じゆうで心臓ぶち抜ぬかれたりしたらまずいけどね」

「………それってつまり」

「死んでないわよ。あんたは」

　事も無げに〈女王〉は言った。

「ただ心臓ぶち抜かれるのは本当に十年ぶりくらいだし、トラックに撥ねられた後も随ずい分ぶん頑張って修しゆう復ふくしたからね……さすがに疲つかれたわよ。感謝しなさいよね」

「…………えと」

　今ひとつ状じよう況きようの理り解かいに意識が追いついていないのだが──

「ありがと」

　とエニーネ。

〈女王〉は満足げに頷いた。

「よろしい。じゃあとっとと起きなさい。愛いとしい彼が心配してるわよ」

「……愛しい彼って」

「トルク」

　何を今いま更さらといった口調で〈女王〉は言った。

「……ちょっ!?」

「私はあんたの中に居たんだし、記き憶おくも覗のぞき放題だから。そりゃ知ってるわよ」

「…………」

　エニーネは呻うめく。

　だが──

「私にとっては──ああこれは〈女王〉の私って意味ね──テレスもそうだけど、彼も恩人だから。早く蘇そ生せいして安心させてあげて」

　少しはにかむ様な笑みを浮かべて〈女王〉が言う。

（……ディ……ディスパレイトの癖くせに……）

　こいつは人間に好意とか恋れん愛あい感情とか持ってるのだろうか──と思うエニーネ。

　いや。だが確か脳や記き憶おくの一部はエニーネのものを使っているのだからして、これはディスパレイトの気持ちではなくてエニーネ自身のものなのか、あるいはテレスの中に居た時から引き継ついだ感情なのか──

（ああもうややこしい）

　とりあえず今ここで考えていても埒らちが明かない。ぶっちゃけ生きているというだけでも大おお儲もうけだ。

　という訳で。

「とっとと──」

　にっこり笑って〈女王〉は片足をあげた。

　きゅきゅっと音がしそうな動きで半回転。

　まさか──と思うエニーネの顔面に、躊ちゆう躇ちよも羞しゆう恥ちも容よう赦しやも無く放たれた女王のハイキックが、めり込んだのは次の瞬しゆん間かんだった。

「起きなさい!!」




　　　　●




　覚かく醒せいは一瞬だった。

　蹴けられた痛みを感じる暇ひまも無く──いやそもそも夢ゆめの様なものだろうから痛みなど感じる道理も無かったのだろうが──エニーネの意識は現実に復ふつ帰きした。

　ただその後に状況の把は握あくをする事に関しては少々手て間ま取どった。

　身動きが出来ない。

　がっちりと何かで身体からだが固定されてしまっていて──

「──い？」

　先まず視界に入ったのは……トルクではなく、驚きよう愕がくの表情を浮かべているギルクリストの、毎度ながら不健康そうな顔だった。

　トルクの顔は見えない。

　近すぎて。

　つまり──

「…………」

　そこでようやくエニーネは自分がトルクに抱だきしめられているという事に気付いた。

　場所は自分が狙そ撃げきされた所から少し移動している様だった。事務所の奥おく──恐おそらくはこれ以上狙撃されないようにという考えからだろう。

「──トルク」

　そっと名を呟つぶやいてみる。

　ぴくりと身を震ふるわせると、トルクはエニーネを抱きしめる腕うでに力を込める。あるいは今いま際わの際きわにエニーネが自分の名前を呼んだ、位に思ったのかもしれない。

　だが──

「って──苦しい！　苦しいってば！」

「……!?」

　愕がく然ぜんとした様子でようやく身を離はなすトルク。

　彼はまじまじとエニーネを見つめて──

「コルバントさん……？」

「えと。その──ご心配おかけしました」

　と──気まずさと恥はずかしさから、ぎくしゃくと、まるで政治家の答弁のよーな口調で告げるエニーネ。

　トルクは凍こおり付いたかの様に眼めを見開いて彼女を見つめていたが──

「…………」

　いきなりエニーネの襟えり元もとを摑つかむと彼女の服を脱ぬがせ始めた。

「ちょ──なに、駄だ目め、こんな所──じゃなくて！」

「傷は!?　傷はどうなったんですか!?　確かに血が、心臓の位置──」

「やめっ！　こら、トルク──」

「何かで停てい弾だんした!?　ならば摘てき出しゆつを──いや心臓にめり込んで停とまったのなら、まず」

「ギルクリストが見てる──…………っていい加か減げんにしろォッ!!」

　──がずっ。

　エニーネが振ふり上げた肘ひじがトルクの頭とう頂ちようにめり込む。エニーネの下着に手を掛かけた状態でさすがの彼も動きを止めた。

「…………」

「…………」

　呆ぼう然ぜんとしているトルクと、息を荒あららげながら自分の胸むな元もとを腕で隠かくすエニーネ。ついでにやっぱり状況の進行に理解が追いつかず、壁かべ際ぎわで呆然としているギルクリスト。

「コルバントさん」

　トルクは神しん妙みような表情で言った。

「……なによ」

「まずは無事で何より」

「やかましいわっ！」

　エニーネは喚わめいた。
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　テレスは途と方ほうに暮くれていた。

　囚とらわれの身という事は勿もち論ろんだが、相手が何を求めて自分をさらったのかがさっぱり分からない。元々ランドリュース興信所はそう経済状態が良い訳でもないから、身みの代しろ金きんなんて大して取れないだろうし、だからといって性的暴ぼう行こうが目的でも無さそうだ。

　少なくともテレスを拉ら致ちした連中は極きわめて事務的というか──機械的に行動している印象があって、動物的な欲求を余あまり感じない。まるで人形の様に……何ど処こか無機物の様な、生々しさの欠けつ落らくがある。

　いや。一人だけ。

　例の安あん楽らく椅い子すに座すわっている銀ぎん髪ぱつの男。

　彼だけは何処か人間くさい。彼がどうもこの集団──若い男女がおよそ二十人ばかり居る様だった──の指導者なのだろう。

「あのぉ…………」

　テレスは現在──小部屋に閉とじこめられている。いや。窓まどが無い事を思えば納なん戸どの類たぐいなのだろう。すかんと家具も装そう飾しよく品ひんも何も無い、ただ壁と床ゆかと天てん井じようで仕切られただけの四角い空間に、彼女は放ほうり込まれていた。

　扉とびらの所には男が二人。

　僅わずかな動きも示さず直ちよく立りつ不ふ動どうで立っている。

　共に精気の無い眼をした陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きの男達である。別に瘦やせ細っている訳でも、顔色が悪い訳でもないのだが……彼かれ等らに比べればギルクリストでさえ未まだ精力的に見えるから不思議ではあった。

「私……どうなるんでしょう……？」

　身に覚えのない〈女王〉だの何だのという呼こ称しようで呼ばれたり、意味不明の単語を幾いくつも並べ立てて一方的な話をされたり──テレスとしては自分がどういう状況に置かれているのかさえよく分からない。

　とりあえず今すぐ殺されるという事は無い様だが──

「…………」

　男達は無言。

　テレスの声などまるで聞こえていないかの様である。

「……兄さん……エニーネさん……」

　テレスは溜ため息をつく。

　その時──

「──ですが何もこんなに急がなくても。設備の整った場所に移してからの方が──」

「これが急がずにいられるかい？　ようやく回収出来たんだ──一秒でも早く、一回でも多くデータを採とりたい。科学とはつまるところデータの集積の上に成り立つもので──」

　そんな会話と共に扉が開かれる。

　そこに立っていたのは二人の中年男だった。

　共に眼鏡めがねを掛かけ、白衣を着て、何やら大きな黒い鞄かばんを提さげている。テレスの脳のう裏りを最初に過よぎったのは『医者』という単語だった。いや──台詞せりふから考えれば『科学者』というべきか。

「……おお。これが〈女王〉か」

「資料で見るよりも小こ柄がらに見えますね」

　男達はそんな言葉を交かわしつつテレスに近付いてくる。

「…………」

　テレスは思わず後じさった。

　一見──異様という言葉は扉を守っている男二人の方が相応ふさわしい様にも思える。

　だがテレスは殆ほとんど本能的に悟さとっていた。

　本当に洒落しやれにならないのはこの白衣の二人の方なのだと。

　背格好としては、彼かれ等らはごくごく普ふ通つうの常じよう識しき的な人物に見える。

　だが彼等は、ごく自然に、テレスを一人の人間ではなく『モノ』として見ている。

　それが一瞬で分かった。

　何というか──眼めはテレスを見てはいる。だが殊こと更さらに声を掛ける様子も無い。テレスの表情に注意を払はらう様子も無い。初対面の少女に遠えん慮りよ無なく近付きながら、彼等が会話する意識を向けているのはお互たがいだけだった。

　まるでテレスなどという少女はそこに居ないかの様に──研究者が目の前の実験動物の恐おそれや怯ひるみといった感情など、いちいち認にん識しきしないのと同様に。

　間ま違ちがいない。

　この男達は必要とあれば笑いながら──今晩の飲み会についての期待を笑え顔がおで語り合いながら、何の気負いも無く、怯おびえる幼児の腕うでに毒物を注射できるだろう。

「さて。何から始める？」

「まずは採さい血けつからだな」

「組そ織しき片へんも欲ほしいな」

「此こ処こで開腹はさすがにまずいか」

「感かん染せん症しよう程度で〈女王〉の被寄生者キヤリアがどうかなるとも思えないが──」

　そんな事を言いながら……男達は鞄から、まるで万年筆でも取り出すかの様な気軽な仕草でそれぞれメスと注射器を取り出した。
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　狙そ撃げき手しゆは二連照準器ツインスコープの低倍率の方を覗のぞき込みながら静かに目標の建物を見み据すえていた。

「…………」

　高倍率照準器は、はっきり精せい密みつに目標を捉とらえる反面、極きよく端たんに視野が狭せまくなる。だからこそ視野を広くとった低倍率照準器で相手の大まかな動きを確かく認にんしてから、高倍率照準器で正確に狙そ点てんを定めるのである。

　概がいして狙撃手というものは『相あい棒ぼう』を連れている事が多い。

　どうあっても『遠く』を見る事で足あし下もとがおろそかになる彼等は、至し近きん距きよ離りでの奇き襲しゆうに著いちじるしく弱い。だから通常──狙撃手は近距離戦用の装そう備びを身に着けた護ご衛えいを側そばに置く。

　この狙撃手も彼自身の死角を補おぎなう為ための護衛を置いていた。

　ただし──人間ではないが。




　──ぱぽぽぽぽ。




　ディスパレイトである。

　この狙撃手も額ひたいに制せい御ぎよ用よう骨こつ針しんを埋うめ込まれた〈亡霊フアントム・大隊バタリオン〉出の兵士だ。彼は周囲の警けい戒かいをディスパレイトに任まかせている。

　神経質なディスパレイトは、見知らぬ他人が近付けば犬やガチョウの様に騒さわぎ立てるので、手て頃ごろな警けい報ほう機きになるのだ。そして同時に使い方によってはそのまま接近してきた敵てきを叩たたき潰つぶす兵器にも。

　だが──

「……？」

　狙撃手は眉まゆを顰ひそめた。

　低倍率照準器の視界に、扉を蹴け破やぶる様にして二つの人ひと影かげが戸外へ走り出る様子が映うつっていた。

　どうやら籠ろう城じようせずに打って出る作戦になったらしい。だが二人揃そろって同じ出入り口から出るなど──間ま抜ぬけも良い所だ。

　狙撃手は引き金に指を掛かける。

　トルクとギルクリスト。

　なんだかんだ言ってダラス隊長は彼等の事を気にしている。『出来れば』生け捕どりにしてこいとの命令を狙撃手は受けていた。

　ならば先まず狙ねらうのは足。

　動けなくしてしまえば後はいくらでも好きなように料理出来る。

「長い民間生活で頭の中まで鈍なまったか」

　狙撃手は呟つぶやくと引き金を引いた。

　ぼすっ──銃声抑制器サプレツサーによって押おし殺された銃声と共に、銃じゆう弾だんが飛ひ翔しようする。音速を三倍近く上回る小さな凶きよう器きは、先ずトルクの右の太ふと股ももに──

「──！」

　銃弾はしかしトルクに到とう達たつする事無く、空中で狂った様に軌き道どうを変へん更こう、まるで跳ちよう弾だんするかの如ごとく──しかし何も無い虚こ空くうで右に左にと飛び回り、やがて運動エネルギーの全すべてを使い尽つくして地面に落ちた。

「〈アンジェロ〉の防ぼう御ぎよか」

　呟く狙撃手。

　よく見れば小さな菱ひし形がたのディスパレイトがひょっこりトルクのスーツの胸むな元もとから顔を覗かせていた。

「あの一発で角度を見切ったか……？」

　エニーネに撃うち込んだ最初の弾だん丸がんの事だ。〈アンジェロ〉の閉空間防御は、確かに銃弾を無力化するが、全方位に無敵という訳ではない。銃弾の来る方向が予あらかじめある程度分かっていなければ、意味が無いのだ。

「なるほど。少佐が気にされるだけの事はあるな」

　無表情に頷うなずくと装そう塡てん桿かんを操そう作さ──次弾を薬室に送り込む狙撃手。低倍率照しよう準じゆん器きには物もの陰かげから物陰へ、移動するトルクとギルクリストの姿が映っている。

「…………」

　狙撃手はギルクリストの方に照準を合わせた。弾たまは充じゆう分ぶんにある。いくら防御力があっても、万全ではない。特にディスパレイトは生き物なので、その力には時間としても総量としても限界がある。休む間も許さず撃ち続ければいつか何ど処こかがほころびる筈はずだ。

　その時──




　──ぱぽ。




　ディスパレイトが鳴いた。

　余よ人じんには普ふ段だんの鳴き声と差は無いように聞こえただろう。だが狙撃手はすぐに察さつ知ちした。何者かが近付いている。

　だが誰が？

　咄とつ嗟さに照準器から眼を離はなして振ふり返った狙撃手は──愕がく然ぜんと凍こおり付いた。

「貴様……!?」

　冷れい静せい沈ちん着ちやくを宗むねとする〈亡霊フアントム・大隊バタリオン〉の兵士としてはあるまじき事ではあった。だが狙撃手を責めるのは酷こくだろう。

　確かに射しや殺さつした──トルク達に対する見せしめとして心臓を撃ち抜いた筈のエニーネ・マロル・コルバントが、そこに立っていたからだ。

　幽ゆう霊れいでも幻げん影えいでもない。

　何か異様な程ほどの迫はく力りよくをその背に負いながら──

「馬ば鹿かな──」

　呟きつつも彼は待たい機きさせていたディスパレイトに攻こう撃げき命令を送る。

「撃て、〈シズカ〉」

　…………

　…………

「……!?」

　ディスパレイトが反応しない。

　狙そ撃げき手しゆは額ひたいの制せい御ぎよ用よう骨こつ針しんに反射的に手を伸のばすが──全く異常は感じられない。

「…………」

　狙撃手は思考を切り替かえる。

　機能異常マルフアンクシヨンを起こした兵器にこだわっても仕方がない。素す早ばやく伸ばした手が腰こしに下げた銃じゆう剣けんに掛かる。相手は素人しろうとの女が一人。楽に制圧出来──

「──え？」

　間ま抜ぬけなその一言は、およそ〈亡霊大隊〉の軍用基準性ミルスペツク能調整児童・チヤイルドに相応ふさわしくなかった。

　彼が銃剣の柄つかを握にぎったその瞬間。

　彼の視界に広がったのはエニーネの履はいている靴くつの底そこだった。

　容よう赦しやない跳とび蹴げりを食らって吹ふっ飛ぶ狙撃手。技わざも何も無い、本当に跳んで蹴っただけの一撃だが──その速度が尋じん常じようではなかった。

　エニーネは足を曲げる仕草さえ示さず、ただ一足飛びで三メートルを跳ちよう躍やくしてのけたのである。

「…………」

　狙撃手は陣じん取どっていた民家の屋根の上で、水切り石の様に二度ばかり跳はね、そして最後に落ちた先で動かなくなった。

「──ちょっと」

　呻うめく様に言うのは蹴った当人のエニーネである。

「いきなりなんて事すんのあんたは」

　勿もち論ろん、彼女の台詞せりふに対して応じる人間の姿は周まわりに無い。

　代わりに──

「なんて事と言われてもね。敵はとりあえずぶっ倒たおしておかないとさ」

　と答えるのもエニーネ自身である。

「殺しちゃったらどうすんのよ!?　自分が殺されそうになったんだから殺す権利くらいはあるでしょ。そういう問題じゃないでしょうが？　じゃあどういう問題よ？　そもそもいきなり相談も無く飛び出すなんて正気の沙さ汰たじゃないわよ！　でも様子窺うかがってる位ならさっさと──ってそもそもトルク達に──だって私が蹴り倒した方が早いし」

「…………」

「…………」

　延えん々えんと一人で会話しているエニーネのすぐ脇わき──民家の屋根の上に、息を荒あらくしながらひょっこりとトルクとギルクリストが顔を出す。

　ようやく彼かれ等らも追いついてきたらしい。

　普通の人間よりは遥はるかに身体能力に優すぐれる彼等だが──さすがに今のエニーネの出で鱈たら目めな力には及およばないらしい。

「……コルバントさん」

　きらりと眼鏡めがねを光らせてトルクが言った。

　何な故ぜか可哀かわい想そうな人を憐あわれむよーな眼で。

「なに？」

「傍はた目めにはすごく危あぶない人みたいです。色々な意味で」

「好きでやってんじゃないわよ！」

　エニーネは叫さけんだ。

「とにかく──」

　ギルクリストは気絶している狙撃手の襟えり首くびを摑つかんで引き起こしながら言った。

「『野や営えい地ち』はこいつに吐はかせるか」

「〈亡霊大隊〉の兵士相手に？」

　とトルク。

「拷ごう問もんしても舌を嚙かむと思いますが」

　猿さる轡ぐつわを嚙ませる事で舌を嚙み切るのは防ふせげるが──それでは喋しやべれない。

「筆談でもさせるさ。それと──」

　ギルクリストは暗い笑みを浮うかべて言った。

「何も拷問だけが口を割らせる手段じゃねえさ。何にしても、さっさと取り返さねえとテレスがやばいんじゃないか？　連中──未まだテレスの中に〈女王〉が居ると思ってやがるだろうからな。今のテレスじゃ人体実験されると一発で死ぬぞ」
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　テレスは逃にげた。逃げまどった。

　狭せまい部屋の中を右へ左へと。

　だが何ど処こにも出口は無く逃げ場も無い。彼女は四角いだけの──本当にそれだけで何の凹おう凸とつも無いその部屋の隅すみに追い込まれ、身を縮ちぢめていた。出来るだけ身を小さくすればその壁かべと床ゆかの合わせ目の向こう側に消える事が出来るのではないかと──そんな馬鹿馬鹿しい事を考えながら。

「面めん倒どうだね」

「君達──ちょっとこの被ひ験けん体たいを押おさえてくれないかな」

　白衣の男の一人が背後の男達を振り返って言った。

「ああ、ただし気をつけて。被寄生者は記録によると常人の五倍から七倍の力を発はつ揮きしたと言われる。必要なら手足を折っても構わないよ。どうせすぐに治るから」

　とんでもない事を気楽な口調で語る白衣の男達。テレスは彼等を怯おびえた眼で見上げながら問とうた──無む駄だだとは分かっていても問わずにはいられなかった。

「どうして……何なの……一体何なの貴方あなた達は……!?」

「…………」

「…………」

　白衣の男達は顔を見合わせた。

　問われた事が不思議でならないといった様子である。

「だから君の所有者さ」

　片方が言った。

「所有……え？」

「君は──いや。正確には君の人格の一部を成しているであろう〈女王〉型寄生ディスパレイトの創造者の一人さ。まあ当時の研究主任は更こう迭てつされているので、僕達はその後任だけどね」

「…………」

　訳が分からない。

　何を言っているのだ──この男達は。

「ああ。そういえば記き憶おくを失っているらしいと報告書にあったね」

「興味深い。脳組そ織しきの再生まで行うのに、記憶は戻もどらないのか」

「人間の意識や記憶は脳構造に依い存ぞんするという説に対する反はん証しようになるかもねえ」

「いや。それは暴ぼう論ろんだろう。ごく微び細さいな、個人的な外部刺し激げきに対して構こう築ちくされた神経細胞構造と、いわゆる標準的な脳機能を司つかさどる構造とを同一視するのは危険だ」

　白衣の男達はまるでテレスの存在を忘れたかの様にそんな会話をしている。

「──ああ。そうそう。つまりだね」

　右側の──注射器を持った男が言った。

「君はつまりテレスという人間じゃない」

「……え？」

「テレスという人間は一度死んだ。記憶を失っている事も含ふくめて、そう考えるのが妥だ当とうだろう。脳を破は壊かいされてね」

「死……」

　思ってもみなかった言葉にテレスは絶ぜつ句くする。死んだ？　テレスが？　では今此こ処こで白衣の男達に怯おびえている自分は誰だというのか──

「今の君はそのテレスという人物の遺い骸がいを修復して、その上に新たに構築された人格というだけの事だよ。以前のテレスとの同一性を示す証しよう拠こは無い」

「君は──見た目、十代半なかばに見えるけど、十年以上前の事を覚えているかな？」

「…………」

「お父さんの顔は？　お母さんの顔は？　いや──それ以前に。君とずっと一いつ緒しよに居たという、元〈亡霊大隊〉兵士。何という名前だったかな？　トルク──そう、トルクだ。彼と暮くらしてきて何か違い和わ感かんは感じなかったかい？　一度も変だとは思わなかったかい？」

「…………い……わ……かん……？」

「いいかな。記録の上ではテレスという人物はもう二十五歳さいだ」

「…………」

「つまりだね。君はこの十年間全く成長していないんだよ。鏡を見るかい？　ああ──十年前の記録写真の方がいいかな。君はどう見ても十五歳のままだ。対してトルクという兵士は成長して二十代後半に差さし掛かかりつつある。この差に違和感を感じなかったかい？」

「…………」

　何か急速に世界の色が失われていく様な感覚があった。真実だと信じていた何かが──自分を取り巻く現実世界だと信じていたものが、実は芝しば居いの書き割りバツクスクリーンに過すぎないと知らされたかの様に。

　そう。

　確かにテレスには十年以上前の記憶が無く両親の記憶も無い。トルクとはしばしば似ていない兄妹きようだいだとも言われる。トルクは身長が伸のび、大人の男性らしくなっていく反面で自分は少女っぽい外見のままだ。

　それを個人差という言葉で今まで誤ご魔ま化かしてきた。まあそういう場合もあるのだろうという事で。

　だが──

「……違ちがう……！」

　口から漏もれる悲鳴じみた声。

　だが自みずからがこぼしたその一言さえもが、テレスの耳には空そら々ぞらしく響ひびいた。

　心の何ど処こかで男達の言葉を肯こう定ていする自分が居る。今まで不自然だと感じながらも敢あえて眼めを瞑つむってきた部分──それがむくむくと彼女の心の中で膨ふくれ上がり、彼女の信じてきた全すべてのものに亀き裂れつを走らせつつあった。

「……ちが……う……」

「違わないよ」

　にこにこと優やさしく微笑ほほえみながら白衣の男達は言った。

「君は普ふ通つうの人間ではない。普通の人間に混まじっているべきではない。君は我々の実験動物だ。だから我々の元に戻らないといけない──何しろ君の事を一番よく知っているのは我々なのだからね」

　白衣の男が手を差し伸べる。

　優しげに微笑みながら。

「……ちが……」

　最も早はや言葉にもならない声を漏らしつつ──しかしテレスはその手がひどく暖あたたかそうに見える自分に戦せん慄りつした。
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「らしいっちゃらしい所だわな」

　ビルの屋上から双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込みつつギルクリストは言った。彼の視界にはよろめきながらもとある建物──同じくビルだが既すでに廃はい墟きよの印象が強い──に入っていく狙そ撃げき手しゆの姿があった。

「よくこんな陳ちん腐ぷな手で……」

　というのはエニーネである。

　トルクとギルクリストは事務所で待っている様にと言ったのだが、強ごう引いんに彼女はついてきたのだ。テレスの事が心配ではあるし──実を言えば今現在、自分、トルク、ギルクリストの三名の中で、最も『力』が優すぐれているのが自分（と〈女王〉）だという自覚もあったからだ。

　勿もち論ろん──それは借り物の力で、使い方は拙つたない事この上ないのもよく理解しているが、それでも元より手て駒ごまの少ないトルク達にとっては大きな助けになる筈はずだ。

　動きやすいジーンズとシャツに着き替がえ、念の為ためにと持たされたナイフを腰こしに吊つって──ちなみに銃じゆうは扱あつかいが難むずかしいという事で渡わたされていない──エニーネは言った。

「少しは疑うたがわしいとか思わないのかしらね。泳およがされてるとか──」

「そこが弱点といえば弱点です」

　トルクが言った。

「軍用基準性能調整児童は、元々軍に対する絶対忠ちゆう誠せいを叩たたき込まれている訳ですが──だからこそ思考が閉へい塞そくしがちです。特に指し揮き官かんタイプとしての教育を受けていない末まつ端たんの兵士は、余よ計けいな事を考えずに、機械的に動く事を要求されますからね」

「そういうものなの？」

「警察官と軍人──そこがまあ違う所ですね」

　とトルクは肩かたを竦すくめる。

「警官は個々の判断も結構必要になる場面が多いというか、活動の単位が小さいですから。軍隊は基本的に十人、百人単位での行動な分、個人の思考は機械的、反射的な現場判断に特化していて、上からものを見るという視点に慣なれていない事が多い。〈亡霊大隊〉の兵士なら尚なお更さらです。また戦場では敵味方が同じ地ち域いきで入り乱れたりする事も少ないから、こういう小こ狡ずるい駆かけ引きには慣れていない者が多いんですよ」

「ま──そうはいっても不良品はいつも混じったりする訳だがな」

　皮ひ肉にくっぽくギルクリストが言う。

「不良品？」

「余よ計けいな事を考えて、逸いつ脱だつしちまう出で来き損そこないの事さ──そういうのに比べると、むしろあの狙撃手は優良品だぜ」

「…………」

　苦く笑しようするエニーネ。

「とはいえ」

　トルクが眼鏡めがねのブリッジを押おし上げながら言った。

「不良品──いえ規き格かく外がいという意味ではダラスも同じです。まして彼は指揮官。我々があの狙撃手を追つい尾びしているのは、すぐに悟さとるでしょう」

「だろうな」

「急ぎますよ」

　とトルク。

「ところで、トルクよ」

　ギルクリストが言った。

「なんです？」

「いい加減──その『仮面』を脱ぬぎやがれ。苛いら々いらすんだよ。その喋しやべり方。此こ処こは『貴方あなたの街の異生物デイスパレイト・使いハンドラー』が求められてる場面じゃねえだろ。戻もどれ。〈亡霊大隊〉だった頃ころの、トルク・クラウ・エネミナンにな」

　ギルクリストが挑いどみ掛かかる様な眼で言う。

　トルクは──

「いいえ」

　ふと彼は、ギルクリストを見み据すえたまま、エニーネの肩に手を置く。

　彼は気付いていたのだろう──隣となりでエニーネが気き遣づかわしげな眼で自分を見ていた事に。

　トルクが、この『過か去こ』との関かかわりの中で、自分の知らない誰かになってしまわないかとその事を──心の片かた隅すみで心配していた事に。

　だから……

「今の私は犬じゃありません。人間です。人間として、人間の名で呼んでくれる人が、私にはいる。名前付きの首輪ドツグタグは──もう、いらない」

「…………けっ」

　ギルクリストは吐はき捨てる様に言って視線を逸そらす。

「相変わらず恥はずかしい野や郎ろうだ」

「貴方も相当だと思いますよ、ギル」

「うるせえっ！」

　喚わめくギルクリスト。

　だがその彼の横顔は──はにかんでいる様にも見える。トルクとエニーネは一いつ瞬しゆん、顔を見合わせて苦く笑しようした。

　そして──

「行きましょう」

　トルクの言葉と同時にエニーネとギルクリストは走り出した。
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　人間を人間たらしめるものは何だろうか。

　別の言い方をすれば──人間の価か値ちとは何だろうか。

　人はそもそも自分一人で自分を定義できる様には出来ていない。社会性動物である人間は、あくまで他人との関かかわりの中でしか自分を認みとめられない。全すべての関係性を剝はぎ取られた時、自分で自分を認める事が出来る人間はごくごく少数で……そして間ま違ちがいなくそういう人間は──是ぜ非ひや善悪はさておき──社会適てき合ごうという意味では異い端たんである。

　だが……人と人との関係は脆もろく儚はかない。

　それは簡かん単たんに壊こわれもするし……その気になれば偽いつわりで塗ぬり固める事だって出来る。誰だれだってそんな事は知っている。知っているけれど、それを疑うたがいだしたらきりがない。だから誰もが普ふ段だんは考えない様にしている。

　自分の拠よって立つこの現実は真実か？

　誰かに取り繕つくろわれた舞ぶ台たいの書き割りバツクスクリーンではないか？　その気になって馬ば鹿かみたいに役割を役割とも知らずに演じているのは自分だけで……実は誰もが別の顔を持っているのではないか？

　それは恐きよう怖ふだ。

　だからこそ、そこにある疑ぎ念ねんを人々は心の奥おく底そこに沈しずめて意い識しきしないようにしている。そんな事をいちいち考えていたら生きていけない。

　だが……もし。

　改あらためてその舞台の役者の一人が『いやいや。実はこれは全部お芝しば居い、紛まがい物なんですよ』とある日突とつ然ぜん言い出したら？

「…………」

　テレスは自分の腕うでに突つき刺さされた注ちゆう射しや針ばりをぼんやりと眺ながめていた。

　本来ならば抗あらがうべきなのだろう。何ど処この誰とも知らない人間達に採さい血けつされるなど──ましてもう一人の白衣の男は、楽しげな表情でメスとシャーレを用意して待っている。『組そ織しき片へん』と言っていたから、テレスの身体からだの何処かを切り取るつもりなのだろう。

　だがテレスはぼんやりとそれを見たまま動こうとしない。行動に出る為ための気力がごっそりと欠けつ落らくしている。

　今の彼女はただ機械的に呼こ吸きゆうし鼓こ動どうするだけの存そん在ざいだった。

「…………」

　いつも心の何処かに小さな疑念があった。

　テレス・テスタ・ランドリュース。

　トルクの妹。

　それは──本当に？

　どうして自分はいつまでも背が伸のびないのか。どうして自分には両親の記き憶おくが無いのか。どうして自分にはおよそ数年分の記憶しか存在しないのか。どうしてトルクとテレスは兄妹きようだいなのに似ていないのか。

　一つ一つは、体質とか事故とか、適てき当とうな理り屈くつで誤ご魔ま化かせるものでしかない。実じつ際さい──トルクはそれぞれに適当な理由付けをしてテレスを納なつ得とくさせてきた。

　だがその全てに説明がつく事実がたった一つあるとしたら？

　どちらの方がそれは真実か。

「…………私は……」

　怯おびえるでもなく怒おこるでもなく──テレスはぼんやりと近付いてくるメスの切っ先を眺めていた。

　その時──




　爆ばく音おん。




「──！」

　戸口で見張りに立っていた二人の男が素す早ばやく身み構がまえる。共に右手は腰こしの拳けん銃じゆうの銃把グリツプに添そえられ、左手は何かを探さぐる様に額ひたいの髪かみの生はえ際ぎわに添えられる。

　白衣の男達はそれよりも一瞬だが反応が遅おくれた。

「なんだ……？」

「何処かで事故でも──」

　彼かれ等らは、しかし状じよう況きようをあまり深しん刻こくに捉とらえていない様だった。

　対して見張りの男達はそうではないらしい。彼等は扉とびらを開いて、廊ろう下かに立っていた別の見張りに何事か囁ささやいている。

　それはごくごく小さな声ではあった。

　だが──

「……トルク……ギルクリスト……」

　彼等の会話の中にそんな単語が混じっているのをテレスの耳は捉えていた。

「…………」

　死んだように凪ないでいたテレスの胸中に細さざ波なみが生じる。

　トルク。

　彼女の──『兄』

　彼女をずっと騙だましてきた男。

　それがもし本当なら…………

「……兄さん…………」

　呟つぶやく言葉は冷たくコンクリートの床ゆかにこぼれ落ちた。
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〈亡霊フアントム・大隊バタリオン〉は基本的に軍用基準性ミルスペツク能調整児童・チヤイルドを験体として用い、異生物デイスパレイト・使いハンドラーとしての兵士を実戦投入する為の実験を行っていた部隊である。

　基本的に軍用基準性能調整児童達は、一いつ般ぱん兵士と同等かそれ以上の『性能』を備そなえてはいるが、額に制せい御ぎよ用よう骨こつ針しんを埋うめ込まれてからは、主に異生物使いとしての技能を錬れん磨まし、それによって戦況に対応できる様にと教育を施ほどこされてきた。

　極きよく論ろんすれば──異生物使いとしての機能に彼等は偏かたよっていると言える。特化とは言わないまでも彼等の主戦力であり最も頼たのみとする力は異生物に対する支配力である。

　だが……それ故ゆえに。

「──!?」

　予想されるべきトルクとギルクリストの襲しゆう撃げきに備え、廃はい屋おくの周まわりに展開していた〈亡霊大隊〉の兵士達に動どう揺ようが走る──滅めつ多たな事では感情など動かされる事の無い様、徹てつ底ていして教育されてきた、生ける戦せん闘とう兵器達に。

　当然ではあった。

　彼等が頼みとする最大の武器が一いつ斉せいに機能異常を引き起こしたからだ。

「──！」

　ディスパレイトである。

　色とりどり、形も様々な、異い界かい由ゆ来らいの生物達。支える足も無く飛ぶ翼つばさも無いままに空中に浮うかぶ不自然な生き物達。

　普段は兵士達の手足の如ごとく、確かく実じつかつ精せい密みつに制御されていた異生物達が、一斉に兵士達の命令を受け付けなくなったのだ。

「馬鹿な──全部だと!?」

　兵士の一人が呻うめく様に呟く。

　彼等が連れてきていたディスパレイトは総数二百。それらが全すべて──一匹ぴきの例外も無く兵士達の制御を受け付けない。

　いや。それどころか……




　──ぱぽ。

　──ぽぽぽぽぽっ。




「──!!」

　愕がく然ぜんと身構える兵士達に向けて──ガラス玉の様な眼めの異生物デイスパレイト達がそれぞれに舞まい踊おどる。

　ある個体は輪を描えがく様に。

　ある個体は激はげしく上下に。

　ある個体は──

「退たい避ひッ!!」

　誰かが叫さけんだが……既すでに遅おそい。

　異生物達の行動によって顕けん現げんした無数の超常現象が、兵士達の真ん中に炸さく裂れつしたのは次の瞬しゆん間かんであった。
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「……うっわー……」

　轟ごう音おんと。火か炎えんと。粉ふん塵じんと。衝しよう撃げきと。

　諸もろ々もろの要素が加わり──何の変へん哲てつも無い郊こう外がいの廃屋が一瞬にして戦場の様よう相そうを呈ていする。

　僅わずかに廃屋そのものが傾かたむいたのを見てエニーネは溜ため息をついた。

「えげつな……」

「何言ってやがる」

　傍かたわらでそう言ったのはこの期ごに及およんでも何ど処こか陰いん気きな空気を引きずっている青年──ギルクリストである。

「お前がやったんだろうが」

「まあそうなんだけど」

　とエニーネ。

　そう。〈亡霊大隊〉の駐ちゆう屯とんする廃屋に近ちか付づき、付近に居いるディスパレイトに対する支配権を一気に奪うばい去さったのは──そして一いつ斉せいに〈亡霊大隊〉を攻こう撃げきさせたのは、他の誰でもない、エニーネだ。

　正確に言えばそれはエニーネの中に居る〈女王レジヤイナ〉の力だが、まあ〈女王〉自身の自じ我がや知能はエニーネに依い存ぞんしているので、両者の区別はかなり曖あい昧まいではある。またディスパレイトにそれぞれどんな行動をさせれば、連れん鎖さ的に超常現象が発生するか──その知ち識しきと判はん断だんはエニーネではなく、ギルクリストのものである。

　それはさておき──

「さて。そんじゃ俺おれ達たちも行くぜ」

　背囊バツクパツクを担かつぎ、コートの裾すそを翻ひるがえしてギルクリストが駆かけ出す。その後を追って走りながら、エニーネはふと呟つぶやく様に言った。

「トルク──大だい丈じよう夫ぶかな」

「心配か？」

「当然でしょ」

　とエニーネ。

　トルクはエニーネやギルクリストと別行動をしている。先に敵てき陣じんに突つっ込んで残ざん存ぞん兵へい力りよくの注意を引きつける役を──つまりは陽よう動どう役やくを彼は引き受けたのだ。

　だがそれは当然、敵の矛ほこ先さきを全て自分に集める極きわめて危険な役割だ。

「実の所──」

　風を巻いて階かい段だんを駆け下り、通りを横切って疾しつ走そうしながらギルクリストは言った。

「優ゆう秀しゆうな兵士ってのは、一度に沢たく山さん敵てきを殺せる奴やつじゃねえ」

「…………」

「必ず生きて帰ってくる奴のこった。兵士一人に掛かけられる教育費や装そう備び代だいの事を考えりゃ、同じ金で爆ばく弾だん作って落とした方が殺さつ傷しよう力りよくはでかい」

「それはそうだろうけど」

　ギルクリストについて走りながら頷うなずくエニーネ。明らかにギルクリストの足の速さは尋じん常じようではないのだが、彼について走っても息も乱れないエニーネもまた普ふ通つうではない。

　まあギルクリストは修しゆう練れんの賜たまもので、エニーネの場合は〈女王〉の補助で肉体機能が限界まで引き上げられているから──と違ちがいはあるが。

「確かく実じつに生きて帰れる能力を持ってる奴の方が長期的に見て優秀だ。経済的にもな。トルクは、笑っちまう位に甘あまいが、そういう意味では一流だ」

　皮肉っぽい笑えみがギルクリストの横顔をかすめる。

「あのガレウス収容所の暴ぼう動どうを生き残った訳だからな」

「それは貴方あなたもでしょうが」

「……俺は」

　ギルクリストは苦く笑しようする。

「奴に付き合わされただけだ」

「…………」

「毎度毎度、あいつは人を巻き込むんだよ。申し訳ないとか、無む理り強じいはしないとか、真ま面じ目めな顔で言いながらな──たまんねえぜ」

「……同感ね」

　苦笑して言うエニーネ。

　なんだかんだ言ってもギルクリストもトルクに巻き込まれるのを嫌きらっていないのだ。あるいは巻き込まれた者にそう思わせてしまうトルクの何かを人じん徳とくと呼ぶのかもしれない。

「さて。お喋しやべりはこれまでだ」

　廃はい屋おくの隣となりに立つビルの陰かげに走り込みながらギルクリストは言った。

「テレスを発見、保護するまでは私語禁止だ。黙だまってついてこい」

「了りよう解かい」

　エニーネは握にぎり拳こぶしから親指を立てて頷いた。
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　しばしば誤ご解かいを受けるが──銃じゆうは必ずしも刃は物ものより優すぐれた武ぶ器きではない。

　確かにその射しや程ていや発はつ揮きされるエネルギーは人間が振ふり回す刃物の比ではない。しかし目的があくまで敵性存在の制せい圧あつならば、銃は必ずしも万能ではあり得ない。

　例えば──屋おく内ない。

「──ふっ!!」

　遮しや蔽へい物ぶつが多く動きも限げん定ていされる一いつ般ぱん家屋では、銃は必ずしも刃物に優まさる武器にはなり得ない。射程距きよ離りの優位性が先まず消えるからだ。

　まして高こう威い力りよくのライフルや機関銃は振り回すだけでも手間取ってしまう。では拳けん銃じゆうはどうかと言われれば命中精度や威い力りよく──そして何より装そう弾だん数すうの限界が問題となる。

　広い戦場ならばさておき──屋内では、むしろ刃物や鈍どん器きを持った者の方が勝つ、という場合も少なくない。

　トルクが素す早ばやく払はらった銃じゆう剣けんが相手の構えようとしていた拳銃を火花と共に弾はじき飛ばし、姿し勢せいが崩くずれた所へ──流れる様な動作で放たれた肘ひじ打うちが食い込む。

「……実戦経験が浅いですね」

　倒たおれる〈亡霊大隊〉の兵士を見下ろしてトルクはそんな事を呟つぶやいた。

「私達よりも後期の──訓くん練れん施し設せつに居た者達を引っ張り出してきた訳ですか」

　よく訓練されてはいる。

　動きは速い。無む駄だも無い。

　だが──それだけだ。

　あまりに応用性が低い。余よ裕ゆうが無いと言い換かえても良いだろう。工場から出荷されたばかりで慣ならし運転もろくにされていない機械の様だ。

　今もトルクの仕し掛かけたブラフにあっさり引っかかった。先にトルクが投げた銃剣の鞘さやの音で、反はん射しや的にそちらを向いて身構えたのだ。勿もち論ろん、すぐに近付いてくるトルクの気け配はいに反応して銃を構えようとした訳だが、その時には既すでにトルクは刃物の間合いに入っていたという事である。

　しかし──

「……さて。コルバントさんとギルは……」

　言いながら更さらに廃屋の奥おくへと足を踏ふみ入れるトルク。

　そこで彼は足を止めた。

　彼の目の前には扉とびらが一枚。

　廃屋の中で──そこだけがまるで生きているかの様に、磨みがかれたばかりの艶つややかさを放つ樫かしの木の扉。

　まるで見る者を誘さそうかの様に──

「…………」

　罠わなだ──そう考えるのが普通だろう。

　だがトルクは敢あえてその考えを否ひ定ていした。

「──貴方あなたらしいといえばらしいですね」

　呟きつつ扉を開くトルク。

　そこには──

「直接会うのは──久しぶりだな」

　銀ぎん髪ぱつの上に軍ぐん帽ぼうを被かぶって安あん楽らく椅い子すに揺ゆられる中年男が一人。

　トルクの実じつ兄けい……ダラス。

「トルク」

「…………」

「まあ連中ではお前達を倒せないとは思っていたよ。何しろ訓練課か程ていで無む理り矢や理り引っ張ぱり出して頭数を揃そろえたのでな」

　ダラスはむしろ愉たのしげな口調で言った。

「何より──お前は私の手で足あし下もとに這はい蹲つくばらせてやらんと気が済すまない」

　ぎいぎいと安楽椅子に揺られながらダラスは笑う。彼の膝ひざには毛もう布ふが掛けられていて、足の部分がどうなっているのかはよく分からないのだが──

「その身体からだでですか？」

　トルクはダラスを見み据すえながら言った。

　あの時──ガレウス収容所暴動の際。

　トルクは確かにダラスを倒した。トドメは刺ささなかったがあれだけの出血をした後ならば、何らかの障しよう害がいが残ってもおかしくはない。

　だが……

「ああ。大丈夫だ──」

　ダラスはにたりと笑って頷うなずく。

「これ以上ないという位に私は万全だよ？」

　その言葉と同時に。

「──!?」

　ダラスの姿が消えた。

　愕がく然ぜんと身構えるトルクを横よこ殴なぐりの衝しよう撃げきが襲おそったのは次の瞬しゆん間かんだった。殆ほとんど本能に促うながされるままに掲かかげた銃剣が無ければ、彼の首は一撃でへし折られていただろう。

「がっ──……！」

　吹ふっ飛び壁かべに激げき突とつするトルク。

　一瞬遅おくれて、へし折れた銃剣が回転しながら彼の脇わきに落ちた。

「遅い。遅すぎるぞ──トルク？」

　笑いながら、一瞬前までトルクが立っていた場所に悠ゆう然ぜんと立つダラス。その姿に弱々しさやぎこちなさは微み塵じんも無い。

　無さ過ぎる。

（人間の力じゃない──）

　壁に激突した瞬間に肋あばらの一本でも折れたのか、激痛にかすみそうになる意い識しきで、トルクは考える。

（訓練で引き出せる限界を明らかに超こえて──）

　思考を中断して転ころがる。

　再び跳ちよう躍やくし、更には天てん井じようを蹴けって弾だん丸がんの様に襲いかかってきたダラスの攻こう撃げきを避よける。異常なダラスの力は、床ゆか板いたをぶち抜ぬき、爆ばく発はつでも起こったかの様に、大量の木もく片へんを辺りにばらまいた。

　だが──

「──ふッ！」

　トルクは懐ふところから取り出した小型の投げナイフを放つ。それは足を床にめり込ませた──それが故ゆえにほんの一瞬、動きが遅れたダラスの左肩かたに狙ねらい違たがわず命中した。

「…………」

　ダラスが無表情に自分の肩を見る。

　次の瞬間──

「……！」

　愕然とした声を漏もらしたのはトルクだった。

　ずるりと音をたてる様な生々しい動きで、傷口がナイフを押おし返す。震ふるえながらダラスの肩から追い出されたナイフは、床に落ちて乾かわいた音を立てた。

「まさか──〈騎士キヤバレロ〉……！」

「そうとも」

　ダラスは薄うすら笑いを浮うかべながら言った。

「私が生き残った理由が分かったか？」

「…………」

「あの時、確かに私はお前に瀕ひん死しの重傷を負おわされていた。何もせねばそのまま死んでいただろう。だが──」

　きゅっとダラスの唇くちびるの端はしがつり上がる。

「手近な所に居た。私の身体を治せる便利な便利な生き物がな？」

「ど──どうやって」

　トルクは呻うめく様に言う。

〈騎士〉。それは寄生型ディスパレイトの暗号名であり、ディスパレイトを体内に飼かう事により、殆ほとんど不死身とも言うべき治ち癒ゆ力りよくを付ふ与よされた実験体の呼こ称しようだった。

　だが……あの時。

　確かに近くに〈騎士〉を移植出来る様な設備は無かったろうし、あの混乱状態では施せ術じゆつを出来る者も居なかったろう。

　一体ダラスはどうやって──

「──なに。簡単な事だ」

　ダラスは朗ほがらかに笑った。

「喰くったのさ」

「……!?」

「近くに、修復限界を超えて身動きが取れなくなった〈騎士〉が居たからな。胸をかっ捌さばいて、心臓ごと喰った」

　事も無げに──ダラスは言う。

　まるで昨日の昼食のメニューを問われて答えるかの様な気楽な口調で。

「……あ……貴方あなたは……」

「勿もち論ろん、〈騎士〉を体内で飼うには適てき性せいがいるが──そこらはこれで誤ご魔ま化かした」

　ダラスは自分の額をこつこつと指先で叩たたく。

　制せい御ぎよ用よう骨こつ針しん。

　つまり──

「自分の体内のディスパレイトを……その生態までも制御したと？」

「意外と簡単だったぞ？　学者達も、バレンババレン高原遊牧民ヴイアンだの何だのと言う前に、どうして先まずこれを思いつかなかったのか──」

　にたにたと笑いながらダラスは言う。

「まあ……流石さすがに拒きよ絶ぜつ反はん応のうやら何やらは多少出たのでな、普ふ段だんは〈騎士〉を強制的に仮か死し状態にして抑おさえ込んでいるが」

「…………」

「お前一人を縊くびり殺す程度の時間は、使っても問題無かろう」

　ダラスは言いながら──勝ち誇ほこる様にゆったりとした足取りでトルクに向けて近付いていった。
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〈亡霊大隊〉──名の通りそれは元々数百人にも達する人員規模の部隊である。勿論いかに軍用基準性能調整児童といえど個人差は零ゼロには出来ない。またその訓練も時期によって内容メニユーが異ことなる。

　故ゆえに〈亡霊大隊〉所属の異生物使いといっても全員が均等な能力を持っている訳ではない。むしろ──

「……今までのは寄せ集めの『補ほ欠けつ』かよ」

　にたりと笑って身構えながら──半身で構えつつ背後にエニーネを庇かばいながらギルクリストは言った。

「…………」

　対する相手に言葉は無い。

　灰色の廊ろう下かの奥おくに黙もく然ねんと立つ孤こ影えい。

　それはエニーネの記き憶おくにもある相手であった。若い女の兵士。男の様に短めに整えた髪かみと仮か面めんの様な──整ってはいるがおよそ表情を持たないその顔に見覚えがある。

　テレスを連れ去った相手だ。

　そして一度はギルクリストを倒たおした兵士。

「どういう事……？」

　ギルクリストの肩かた越ごしに囁ささやき尋たずねるエニーネ。彼女の方を振ふり返る事は無く──しかしギルクリストは言った。

「〈亡霊大隊〉は──元々例の収容所の暴動でかなりの数の兵士が死んだり戦せん闘とう不能になったりしてんだよ。見せしめに軍ぐん籍せき剝はく奪だつされたり、刑けい務む所しよにぶち込まれたりした奴やつもいるし、どさくさ紛まぎれに逃にげた奴も居る」

「……あ」

　そういえばいつぞやのディスパレイト密売業者も同じ様な事を言っていた。

「だから恐おそらく──ダラス少佐は未いまだ訓くん練れい課か程ていを修しゆう了りようしてない連中まで引っ張り出してきて体てい裁さいを整えたんだろ。道理で手て応ごたえがねえ筈はずだ──連中、つまりは新兵だ」

　確かにトルクという陽よう動どう役やくが居たからとはいえ、あまりに此こ処こまでエニーネとギルクリストは簡単に潜せん入にゆうできた。何度か戦闘はあったが、あっさりとギルクリストが倒してしまったのだ。

「で……あの女性ひとは違ちがうって訳ね」

「多分な」

　ギルクリストは陰いん気きな顔に凄せい惨さんな笑えみを浮かべながら言った。

「で──コルバント」

「なに」

「あいつは俺が引きつけとくから、お前、奥の部屋に突とつ撃げきしろ。多分──兵隊の配置からいってもテレスはそこだ」

「…………」

　言われてみれば女性兵士の背はい後ごに曲がり角が見える。その奥に部屋があるという事か。

「分かった」

　緊きん張ちようから生なば唾つばを吞のみ込んで──しかしエニーネは頷うなずく。

「ギルクリスト」

「なんだよ」

　女性兵士を睨にらみながらギルクリストは面めん倒どう臭くさそうに言った。

「あんたも『優すぐれた兵士』なんだよね？」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、ギルクリストの横顔を自じ嘲ちよう的てきな笑みがかすめる。

「本当に似てやがんな。お前。ピンポイントに──」

「え？　誰？」

「昔の──テレスにさ」

「…………」

　エニーネは眼めを瞬しばたたかせる。

　自分が？　昔のテレス──テレスの『前世』に？

「それって実は〈女王〉に寄き生せいされてるから、性格が似てきただけ、だったりしたらちょっと嫌いやかもね」

「…………いい度ど胸きようしてやがるぜ」

　苦く笑しようするギルクリスト。

「じゃあ行くぜ。三、二、一──」

　だん！　と地を蹴けって飛び出すギルクリスト。

「行け──ッ！」

　空気を抉えぐり抜ぬく程ほどの勢いで、両手に銃じゆう剣けんを掲かかげたギルクリストは女性兵士に向けて襲おそいかかった。
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　何ど処こかで誰かが怒ど鳴なる声が聞こえる。

　テレスは──ぼんやりと、自分の指先から滴したたる血を他人事のように見つめながら、その声を耳にしていた。

「──おかしいな」

　白衣の研究者達が怪け訝げんそうに言う。

「記録じゃ長くても六秒で傷の再生が始まった筈なんだが──」

「まさか何かの原因で中の〈女王〉が死し滅めつしたとか？」

「だとしたら……」

　研究者達は相変わらず訳の分からない言葉を幾いくつも並べ立てて訳の分からない会話を続けている。

　だが……

「…………」

　視界の隅すみで扉とびらの左右に控ひかえていた二人の兵士が、頷き合って外に出て行くのが見えた。

　だがやはりそれもテレスにとってはどうでも良い事ではあった。

　自分は誰なのか。

　自分は何なのか。

　信じていた全すべてに亀き裂れつが入っている。今いま更さら、何処に足を降ろしてもそこから全てが崩ほう壊かいして奈な落らくの底そこに落ちるだけだ。

　しかし──

「んんんだああらああああああああッ!!」

　甲かん高だかい怒鳴り声と共に鈍にぶい音が連続する。

　そして。

「テレス!!」

　どかんと扉を蹴け破やぶる様な勢いで飛び込んできたのは、テレスのよく知った人物だった。

　エニーネ・マロル・コルバント。

「──な、なんだ君は!?」

　研究者達が振り返って叫さけぶ。

　エニーネは、眉み間けんに皺しわを寄せて研究者達とテレスを見比べ──そしてテレスの指先から滴る血と、研究者の一人が持っているメスに眼を留とめた。

「こんな所で何を──」

「それはこっちの台詞せりふよッ！」

　ずかずかと部屋の奥へ踏ふみ込こんでくると、エニーネは手を伸のばし、研究者の一人の襟えり首くびを摑つかんだ。

「なっ──」

　間の抜けた声を空中に残し、研究者は吹ふっ飛んで壁かべに激げき突とつ。ずるずるとそのまま気を失って床ゆかにわだかまった。

　もう一人の研究者も逃げようとして、しかしさっと出されたエニーネの足に引っかけられ、転てん倒とう。エニーネがその背中を踏むと、ぐえ、と轢ひき潰つぶされたカエルの様に短く鳴いて沈ちん黙もくした。

　圧倒的な強さである。

　テレスは──さすがのテレスも、ほんの僅わずかだけ驚おどろいた表情を浮うかべて、エニーネを見上げる。

「ほら。帰るわよ。トルクもギルクリストも来てるし」

「…………」

　差し出された手をぼんやりと見つめるテレス。自分はこの手を摑む資格が本当にあるのだろうか──

「テレス？」

「私──テレスじゃありません」

　テレスはぼそりと言った。まるで自分じゃない誰かが喋しやべっているかの様で──実感が湧わかない。だが勝手に唇くちびるは動いて言葉を紡つむいでいった。

「だから貴女あなた達の所には戻もどれません……」

「…………」

「兄さん……いえ、トルクさんにも、そう伝えてください。私は──」

　そこまで言って。

　伸びてきた手に襟首を摑まれ、テレスは強制的に立ち上がらせられた。

「──え？」

「そういう些さ細さいな事は帰ってして頂ちよう戴だい。こっちもあんまり余よ裕ゆう無いんだから」

　鼻をつき合わせる程に顔を近づけてエニーネは言った。

「些細って……私は」

「はいはい。テレスは確かに一回死んだそうね。それは私も聞いたわよ。で──それがどうしたって？」

「…………」

「それを認めたらあんたは居なくなるの？」

「………え」

「じゃあ此こ処こに居るあんたは、なんて呼べばいいの？」

「それは──」

　言葉に詰つまる。

　嗚あ呼あ──そうだ。自分が『テレスではない』という事にばかり囚とらわれていた。

　でも……

「言っておくけど」

　エニーネはテレスを背負う様な体勢で引っ張って部屋の外に出ながら、言った。

「見ず知らずの他人なんか助けに来るほど、私は酔すい狂きようじゃないわよ。私が助けに来たのはあんた。それだけでしょ。テレスって名前が不満なら、じゃあなんて呼べばいい？」

「…………」

　テレスは眼を瞬かせて。

　そしてずるずるとエニーネに引きずられながら──

「……ごめんなさい。テレスで、いいです」

　呟つぶやく様に言った。

「テレスが……いいです」

　エニーネは足を止めず、しかし僅かに振ふり返ってにかっと笑う。

「んじゃ、とっとと、逃にげるわよ、テレス」

「はい」

　テレスはエニーネの服の背中を、ぎゅっとその血ち塗まみれの指先で摑んだ。
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　勝てない。

　それは最初の一分で確信した。

「…………」

　一撃でもまともに受ければ──たとえ防ぼう御ぎよをしていてもその防御ごと破は壊かいされる。腕うでで受ければ腕の骨が、足で受ければ足の骨がへし折られ、肉が潰つぶれ、そこで戦せん闘とう不能となってしまう。それだけの力がダラスの攻こう撃げきにはあった。

　更さらにダラスは事実上の不ふ死じ身みだ。

　ちょっとやそっとの傷は瞬またたく間に治ち癒ゆしてしまう。かつてテレスは頭部を破壊されても再生した。その結果として記き憶おくと元の人格を失った訳だが……何にしても人体で恐おそらくは最も繊せん細さいで、再生しない筈はずの脳細胞ですら修しゆう復ふくできる寄生型ディスパレイトの能力からすれば、心臓を刃は物もので貫つらぬこうが、ダラスは平然と反撃してくるだろう。

　つまり相あい打うちすら狙ねらえないという事だ。

「…………」

　刃物も何も無いただの素そ拳けん。

　だがそれが目にもとまらぬ速度で駆かけ抜けた後──トルクの頰ほおにはカミソリで切り裂さいたかの様な傷が刻きざまれていた。

　今のトルクにはダラスの攻撃をかわすので精せい一いつ杯ぱいだ。いや──それすらも、僅わずかにかすめるだけで服が裂かれ、皮ひ膚ふが裂かれ、出血してトルクからじりじりと体力を奪うばっていく。

　また──相手が例えばエニーネの様な素人しろうとならまだしも、ダラスは経験を積つんだ軍人で軍隊格かく闘とう術じゆつもトルクと同様に修おさめている。

　トルクがダラスを圧あつ倒とうできる要素は何も無かった。

（……ならば逃げる算さん段だんですかね）

　そんな事をトルクは考える。

　実の所──トルクはダラスについて、今いま更さら、憎ぞう悪おや憤ふん怒ぬの感情は無い。あくまで妹テレスの奪だつ還かんが彼の目的であって、ダラスが倒たおれようと倒れまいと彼にとってはどうでも良い事ではあるのだ。

　勿もち論ろん、今ここで殺しておかなければ、また今後も同じ事が起きるかもしれないのだが、それはまたその時の事だ。トルクはあのガレウス収容所の暴ぼう動どう以降、人を殺す事を自分に禁じていた。それはテレスが──今はもう居ない『あの』テレスが望のぞまない事だと思ったからである。

　とはいえ──

「──逃げる算段でもしているか？」

　ふと攻撃の手を止めてダラスがにたりと笑う。とんでもない動きを──猿さるの身軽さと、熊の膂りよ力りよくを同時に発揮しながら、しかし彼の銀ぎん髪ぱつ頭にのせられた軍ぐん帽ぼうは僅かにずれてもいない。

「お前の考える事など、手に取る様に分かるぞ？　何しろ兄弟だからなあ？」

「そうですか？」

　トルクは苦く笑しようする。

「ならば──これも予よ測そくできましたか？」

　トルクは後こう退たいしながら距きよ離りをとり、懐ふところに手を入れる。次の瞬しゆん間かん、抜ぬき出された手には拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

　そして──




　──ぱぽ？




　トルクのスーツの胸むな元もとからひょっこりと一匹ぴきのディスパレイトがまろび出る。

「ガランティル」

「重力攻撃か？　だがガランティルの重力攻撃は、照しよう準じゆんに若じやつ干かんのタイムラグが──」

「踊おどれ」

　言って──トルクは拳銃の引き金を引いた。

　轟ごう音おん。

　銃声が廃はい屋おく全体を揺ゆるがす。拳銃とはいえその発射音は衝撃波となり、コンクリートの壁かべをも浸しん透とうして辺りに広がっていった。

　一発。二発。三発。

　それは全くダラスとは関係ない方向に向けられていた。

　同時に──




　──ぱぽぽぽぽぽぽぽっ!!




「──!?」

　驚きよう愕がくと困こん惑わくは一瞬。

　だが次の瞬間、ダラスはトルクの意い図とを悟さとった。

「トルク──貴様っ!!」

「民間暮らしもいいものですよ」

　くるくると回るガランティルの動きに沿って、トルクの周囲の風景が微び妙みように歪ゆがむ。

　それは重力の──壁だ。

「武器も満足に調達出来ない分──現場に即そくした小細工が色々と得意になりますから」

　そして──
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「合図ね」

　壁をぶち抜いて外に出ながら──にたりとエニーネは笑う。

「ちゃんと『ヘルメット』被かぶりなさいよ！　トルク、ギルクリスト!!」

「……？」

　きょとんとした表情でエニーネの横顔を見上げるテレス。

　次の瞬間。

「潰つぶせッ!!」

　エニーネが叫さけぶ。

　同時に──廃屋全体が鳴めい動どうした。
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　先にエニーネが支配下に置いたディスパレイト。その全すべてが一いつ斉せいに動き始めたのだ。

　しかも一つの目的に向けて。

　先にエニーネが〈女王〉の力を使ってディスパレイト達に干かん渉しようしたのは──単に〈亡霊大隊〉兵士達から支配権を奪うばう事、暴れさせて混乱させる事が目的であったが、今度は違ちがう。

　予あらかじめトルクやギルクリストに教わった通りに、ディスパレイト達を再配置し、彼かれ等らの引き起こす超常現象が、相そう乗じよう効こう果かで強大な一つの破は壊かい力りよくとして結けつ実じつする様、操あやつったのだ。

「トルク──ッ!!」

　ダラスが絶ぜつ叫きようする。

　今のダラスは確かに超人的な力を手に入れている。だがそれは自分の体内の騎き士し型がたディスパレイトを制せい御ぎよしている結果に過ぎない。

　彼は自分の中のディスパレイトを完全制御する事には成功したが──逆に言えば、それで手一いつ杯ぱいなのだ。

　他のディスパレイトを、〈女王〉の強大な支配力に反して操る余よ裕ゆうは──無い。

　故ゆえに……

「貴様っ…………!!」

　涼すずしい顔で重力場の障しよう壁へきに守られているトルクに憎ぞう悪おに彩いろどられた声を投げつけるダラス。

　そんな彼の上に、壁や天てん井じようを構成していた建物の構造材が──鉄てつ骨こつや、コンクリートの塊かたまりが雨の様に降ふり注そそぐ。

　いかに不死身の肉体と超人的な力を持っていようと、この状じよう況きようではまともに身動きなど出来る筈はずが無い──

「ついでに言うと」

　トルクは人差し指を立てて言った。

「他にも色々仕込んできました。多分、今いま頃ごろは通つう報ほうが行っている筈です──警察に」

「──！」

「ついでに、テロ組そ織しきの名めい義ぎで此こ処こに爆ばく弾だんを仕し掛かけたと警察に手紙を放ほうり込んでおきました。隣りん国ごくで隠おん密みつ行こう動どうしている立場の貴方達が、警察に捕つかまったら、まずいですよね？」

　勿論、そうなれば国際問題だ。ダラスはともかく彼の上に居る人間がそうなる事を望のぞみはすまい。

　先に通報しなかったのは、単にテレスの救助を最さい優ゆう先せんにしたのと、彼女の身体からだやトルク、ギルクリストの前身の情報が、この国の公権力に知られるのを嫌きらった為ためである。逆に言えばその程度の事はダラスも見み越こしていた訳だが──

「私達、通りすがりに巻き込まれた被害者は、警察に保護されるという筋すじ書がきです」

「こ……こんな事で」

　ダラスはもうもうと立ちこめる粉ふん塵じんの向こうから唸うなる様に言った。

「こんな事で私が諦あきらめるとでも思っているのか！　私は何度でも──」

「それは、本国に帰ってまだ、貴方の椅い子すが残っていれば──の話でしょう？」

「…………」

「アルメダ連れん邦ぽう軍ぐんは実績主義ですからね。既すでにガレウス収容所の一件で後が無いからこそ、こんな強ごう引いんな作戦に出たんでしょう？

　新兵が大半の寄せ集めの部隊って事も考えると、もう上層部はあまり貴方に期待していないのではないですか？

　そこへ来て──いくら寄せ集めの急造部隊とはいえ、たかが、民間人一人もさらう事が出来なかったとなると、貴方の評ひよう価かももう地に落ちてしまうと思いますが？」

「…………」

　ダラスは何事か獣けものの様な声を漏もらしているが、建物の崩ほう落らくの轟ごう音おんに紛まぎれ、既にトルクには聞こえない。

「ではごきげんよう──兄さん。少し頭を冷やして、今後の身の振ふり方を考えてみる事をおすすめしますよ。例たとえば、私し立りつ探たん偵ていとかね」

　そう告げて──トルクは崩れた壁から、ディスパレイトと共にひょいと廃屋の外に身を躍おどらせた。
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　──少女は追い詰つめられていた。

　タチの悪い借しやつ金きん取とりが何ど処こまでも追いかけてくるからだ。元々は、蒸じよう発はつしてしまった少女の父親が借りた金で──少女自身には返へん済さい義務は無い。だが借金取りにはそんな道理は通用しなかった。元々法定金利の三倍というとんでもない利子で金を貸している様な連中に、常じよう識しきだの法律だのを告げても意味は無い。

「──手こずらせやがって」

　いかにも人相の悪い、『俺達悪人でーす』と看かん板ばん背せ負おってるよーな感じの男達五人が、やっぱり頭の悪そーな口調で言う。

　彼等の狙ねらいは、少女が抱かかえている母の形見の宝石箱と、そして少女自身の体だ。どちらもしかるべき所で捌さばけば、それなりの金になるという寸すん法ぽう。

　つまるところ──それはもう、とてもよくある話だった。

「…………」

　路地裏で、少女は母の形見を抱えたまま後じさる。だがもう自分の足では男達から逃にげ切れないのは分かっていた。警察に駆かけ込もうにも──恐おそらく百メートルと進む前に捕つかまってしまうだろう。

　だから。

　少女の明るい未来は此こ処こで閉ざされる。

　その筈──だった。

　彼女が背にしているビルの、勝手口らしき扉とびらが開くまでは。

「──だからさ。経けい費ひとしてはそれは認められないっての」

「ふざけんな。護ご衛えい中の飲食代は経費だろうが!?」

「ギル、それはその通りですが」

「だからなんでそこで四人分も──」

　そんな会話をしながら出てくる人ひと影かげが、四つ。

　一人は何やらぞろりと長いコートを羽は織おった陰いん気きな青年。

　一人は先の青年と対照的に白い三つ揃ぞろいのスーツに身を包んだ、やっぱり青年。

　でもって彼等の前をボス然として歩いているのが。未まだ少女っぽい可愛かわいらしさを残した若い黒くろ髪かみの娘むすめで、その隣となりには十代半ばと思おぼしき、人形の様に可愛らしい金きん髪ぱつの少女が苦く笑しようを浮うかべて歩いている。

　経費がどうのと言っている事からして、何処かの会社の人間なのだろうか。

「大体、ギルクリスト、あんたは──」

　そこまで言って。

　黒髪の娘がすぐ近くで凍こおり付いている少女と、更さらには彼女を取り囲んでいる男達に気付いて眼めを瞬まばたかせた。

「……えっと」

　黒髪の娘は少女に視し線せんを向けて言った。

「ひょっとして、何かトラブル？」

「…………」

　震ふるえながら頷うなずく少女。

「何なら相談に乗るけど？　有料だけど、そんなにあくどく取るつもりは無いわよ？」

「…………」

　一体この娘は何を言っているのか。

　理性では訳が分からなかったが、しかし本能の部分が少女を激はげしく頷かせた。

　勘かんだ。だが分かった。

　この人は私を助けてくれる──

「おいこら。他人様の事情に首つっこんでんじゃねえぞ、このアマ」

　そして借金取り達がやっぱり頭の悪そうな口調で言い──次の瞬しゆん間かん。

「え……？」

　彼等は揃って路上に転がっていた。
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　まるで何かの魔ま法ほうでも掛かけられたかの如ごとくに──

「えっと」

　黒髪の娘が頰ほおを搔かきながら少女を改めて振り返る。

　そして──

「じゃ、改めて。『貴方の街の異生物デイスパレイト・使いハンドラー』──ランドリュース興こう信しん所じよです。迷まい子ごの猫ねこ捜さがしから、国家レベルの陰いん謀ぼうまで！　迷った時はお電話を！　ってね」

　不思議なものを見るかの様に、眼を瞬かせながら少女は差し出された手を見つめ──そして彼女は、その手を摑つかんだ。
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